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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／Ｓｙｒｏｈ

デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）

編集／庄司智





プロローグ




「ふわあぁ……」

　つい出て来てしまうあくびを嚙かみ殺しながら、俺は制服に身をつつみ、いつもの決まった時間に家を出た。

　毎週金曜日の登校前に家の隣にある小さな稲荷神社に、おいなりさんをお供えに行くために。

　金のつく日においなりさんを、なんて品のないことを言うつもりは毛頭なくて、そう……なんとなく惰性で続けているというのが正しい。

　それでも、俺は今日もこうしておいなりさんを作って、稲荷神社を訪れていた。

　家の隣にある数十段の階段をのぼった先。小さな広場の奥にある小さな社がお目当ての稲荷神社で、いつも通りおいなりさんをお供えして、二礼二拍手一礼。

　あとは下校時に、お皿を回収しにくるだけだ。

　ずいぶんと昔からあるらしいけれど、この小さな神社の縁起はよくわからない。近所の人も、この場所に神社があることすら知らないんじゃないかと思う。

　近くにもっと大きくて立派な稲荷神社があるせいなのか、拝みに来る人を見たこともほとんどなかった。

　それなのに、なぜ俺がこんなことをしているのかというと、まったく理由がないというわけでもないのだ。

　今思えば、女々しい感傷に浸っているだけだと言えるのかもしれないが。




　──十年くらい前の、ある冬の日。珍しく雪が降った時のこと。

　俺がこの神社を訪れたのは、積もった雪が目当てだった。

　両親は家から出る気はなかったようだし、姉さんは後から行くと言っていたので、当然のように誰もいないと俺は思い込んでいた。

　でも、まだ誰にも汚されていないと思っていた新雪には、すでに猫か何かの足跡があった。

　俺はそれを見て、憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべたはずだし、一番乗りが果たされなかったことで機嫌が悪くもなったことは、今でも覚えている。

　とはいえ、そんな気持ちはすぐにどこかへ行ってしまっていた。

　足跡を目で追った先の社の軒下に横たわる、小さな姿を見つけたから。

　慌てて近寄って見てみると、かろうじて雪があまり積もっていない場所で、まだ子どもの狐きつねがつらそうに弱々しい呼吸を繰り返していた。

　何をすればいいのかわからずに、とりあえず手を伸ばして触れた指先に伝わってきた冷たさは、今でも忘れられない。

　生命の温かさが奪われようとするその瞬間。

　死の存在を俺は直接感じ、その訪れに立ち会ってしまっているのだ、ということを嫌でも感じさせられた。

　だからこそ、この時の俺はひどく狼ろう狽ばいし、逡しゆん巡じゆんした。

　目の前にいる狐を置いて、この場を離れることなんてできない。

　でも、さらに体力を失わせてしまうことを考えたら、弱った状態で連れ回すこともできなかった。

　だから、俺はここに留まり、自分の力でなんとかできないか、と考えた。

　どうすればいいのかわからないなりに、とにかく温めなければ、と思った俺は、そっと狐を抱き上げると、優しく抱きしめるようにして自身の熱を伝えようとした。

　そこで初めて少し身じろぎした狐を見て、その時の俺はもっと熱を伝えてあげなくちゃいけない、と当然ながら考える。

　そして、思い出していた。友達が『男は股間が一番体温高いんだぜ』と言っていたことを。

　今なら、もう少しまともな答えに行き着いたはずだと思いたい。思いたいけれど、この時の俺は、その友達の言葉のままに動いた。

　狐を抱いていた位置を股間まで下げて、そこで改めて熱を伝えようとしたのは、ひとえにそこが温かいと信じたから。

　今思い出しても、よくそんなことをしたものだと我ながら呆あきれてしまう。

　そうは言っても、それまでよりも確実に狐に体温が戻ってきたのだから、あの時の選択を俺は後悔していない。

「……何をしているの？」

　そんな時に聞こえた、姉さんの声。

　俺は安あん堵どのあまりに涙を流しながら、何も言葉にできず、自身の腕の中にいる狐の姿を見せることしかできなかった。

　その俺の行動だけですべてを理解した姉さんの行動は、迅速だった。

「安心しなさい。まだ助かるから」

　姉さんは断言すると、応急処置を加えた上で動物病院に連れて行き、本当に狐の命を救ってみせた。




　その後、快復してから野生に帰された狐が、今どこで何をしているのかはわからないままだ。

　かといって、また狐に会うことを俺は諦めたくはなかった。

　だから、狐に出会った日が金曜日だったということもあって、狐の好物だというおいなりさんをお供えしに、俺は毎週金曜に神社へ行くことにした。

　実際には、カラスにでも食べられていたのだろう。

　それでも、たまにおいなりさんがなくなっていると、あの狐が食べたんじゃないかと思って嬉うれしくなったりしたものだ。

　そうしてお供えを続けているうちに、十年の歳月が経っていた。

　これだけの年月を経てしまっていたら、狐の寿命を考えると、再会することは難しいだろう。

　そう内心では思いながらも、ここ一年くらいは、毎週きれいにおいなりさんがなくなるようになっていた。

　だから、俺は未練がましいと自覚しつつも、もうしばらくこの習慣を続けるつもりでいた。

　もしあの狐でなかったとしても、もしなんらかの生き物が俺の作ったおいなりさんで救われているのなら、それでもかまわないと思いながら。





第一章　おいなりさんが、やってきた





１






　久しぶりにそんな十年前の出来事を思い返したことを、我ながら女々しいなと考えているうちに、日付はあっという間に進んで日曜日。

　ぼんやりともうすぐ開催されるらしいお祭りのチラシを見ていると、不意に玄関で呼び鈴が鳴った。

　もうすぐ夕方になろうという時間だというのに誰だろうか。そう思いながら、俺はソファから起き上がって玄関へと向かう。

　今、この家には俺しかいないから、消去法も何もなく俺が出るしかないのだ。

　父親の転勤に母親がついていったために両親はいないし、姉さんはここ数日行方知れず。

　まあ、姉さんが何も言わずにどこかへ行ってしまうことなんて日常茶飯事だから、心配はしていないし、どうせそのうち帰ってくるだろう。

「……どちら様ですか、っと」

　不用心にも覗のぞき穴から外を見ることもせずに、玄関のドアを開けて俺は外に出た。

「………………えーっと」

　玄関の前にいたのは、見知らぬ美少女だった。

　太陽の光に煌きらめく黄金色の長髪。細くしなやかな肢体でいながらも、主張すべきところは主張していて、その女性的なラインについ目を奪われてしまう。

　姉さんをずっと見続けている俺からしてみれば、こうして女性を前にして呆ほうけてしまうことなんてまずないと思っていた。

　とはいえ、彼女は容姿という面において、姉さんに匹敵する。

　俺のことをその薄茶色の瞳で見つめながら、にこにこと笑う彼女の様は、天てん真しん爛らん漫まんと表現するのがぴったりだった。

「……おひさしぶりですね、めぐみ様？」

　その見知らぬ美少女は、目を潤ませながら俺の名前を口にした。

　神かみ上じよう愛めぐみ、それが──女みたいな名前という不満はあっても──俺の名前であり、彼女の言葉に間違いはない。

　でも、俺は彼女に見覚えはなかった。

　俺の通う高校のセーラー服まで着ているし、学年で分けられているリボンは、俺と同学年の赤だというのに、だ。

　しかし、俺が面食らっているうちに、彼女は鼻をくんくんさせたかと思ったら、

「すごくなつかしいにおいがします……」

　そんなことを言い出すと同時に、右足を一歩踏み出した。

「……ああ、もうがまんできません」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべ、目が輝いている。

　そのことを知覚した瞬間、逃げなければならないと本能が理解した。

「──ッ!?」

　それでも、咄とつ嗟さのことだったため、股間へのタックルから俺は逃げることができなかった。

「ああ、このにおいですぅ……あったかいですぅ……」

　彼女は俺の股間に顔を埋め、頰ほおを摺すり寄せ、においを嗅いでくる。

「ちょ、ちょっと何を……！」

　慌てて彼女の頭を、俺は引きはがそうとした。

　だが、彼女がしっかり腰に手を回しているのに加えて、さっきのダメージで力が入らず、まったくうまくいかない。

「あら、もう咥くわえさせているの？　さすが私の弟ね、いきなり外で始めるなんて」

　聞き覚えがありすぎる声を聞いたせいで、俺は冷静さを取り戻した。
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　玄関の前で女の子が俺の股間に顔を埋め、俺はその子の頭を押さえている……客観的に見なくても、人前で晒さらしていい姿ではなかった。

「私もまぜてもらっていいかしら？　もう三日間あなたのことを抱きしめていないから、体が疼うずいてしょうがないの」

「なんで姉さんは脱ごうとしてるのさ!?」

「だって、その方がいろいろとやりやすいじゃない？　それとも着衣の方が好み？」

「そういうことが言いたいんじゃなくて！」

　姉さんと言い合っているうちにも、突然現れた女の子によって、俺の大事なところが侵食されていく。

「これがじゃまです……これじゃあ、おいなりさんを直接感じられませんっ！」

　あげく俺のズボンを脱がそうとする彼女。

「──ダメよ。私の弟の童貞は渡すわけにはいかないわ！」

　悪ノリなのか、本気なのか、よくわからない姉さんがそれに加わり、俺の貞操は今にも奪われんとしていた。

「あっ、あああ……」

　情けない声を上げるしかできないでいる俺は、なんとかこの場を逃げ出すことしか考えていなかった。







「それで、どういうことなんだよ、これは」

　危ういところでなんとか窮地を脱した俺は、自室に戻り唾液まみれになっていたズボンを穿き替えて、リビングのソファに座る姉さんと謎の美少女に問いかけていた。

「どういうこと、とはどういう意味？」

「わかってるくせにはぐらかさないでよ」

　ここ数日姿を見せていなかったことに加えて、この騒動。

　姉さんが絡んでいないということを信じられるほど、俺は純真ではなかった。

「……実の弟に蔑んだ目を向けられるのは興奮するわね」

　なぜか頰を染める姉さんに、俺は溜ため息いきをつくことしかできない。

　神上立りつ。それが俺の姉さんの名前だけれど、その名前をもじって神の上に立つ女、なんて呼ばれていたりもする。

　あらゆる面において、他の追随を許さないその能力。艶やかな長い黒髪に、人を惹ひきつける漆黒の瞳。その大きい胸の下で腕を組んだり、脚を組まれたりしたら、弟の俺ですらつい視線が釘くぎ付けになってしまうほどの、圧倒的な美を体現した容姿。

　どんな分野だろうと姉さんが負けたところを見たことがないし、それゆえにそんな呼称もまったく誇張に思えない。

　そんな姉さんは、俺にとって自慢の姉と言っても過言ではない存在ではある。

「この雌豚、とか言ってみてくれないかしら？　きっと私たちは、そういう方面でもいけると思うの」

　といっても、俺に対する言動だけはどうにかして欲しかった。

　俺自身、シスコンだという自覚はある。そのこと自体を否定する理由はないし、する気もない。

　でも、姉さんのブラコン度合いは、そんな俺からしてみても明らかに行き過ぎていた。

　高校生にもなって、風呂だろうが寝る時だろうが一緒にいようとするのは、明らかに異常だと思う。

「りつ様は豚さんだったのですか？」

　一応、さっきのことで満足したらしく、黄金色の髪の女の子は、ほわんほわんとした笑みを見せる。

　そして、姉さんの言うことを真に受けて、彼女は微妙にずれた質問を投げかけていた。

「私は愛する弟の前では薄汚い豚になるの。……快楽に服従し、浅ましさを晒す醜い雌豚にね」

「ええっ!?　りつ様がぶーぶー鳴いたりするんです!?」

「なんなら、やってみせましょうか？」

「やらなくていいから！」

　自身の指を鼻に近づけようとする姉さんを制止した俺は、仕切り直すように改めて姉さんに問いかける。

「姉さん。俺はどういうことか、って訊きいているんだけど」

「どういうことも何も、私はあなたのことだけを考えて動いているわ。私にとってのすべてはあなただもの」

「そういうことじゃなくて」

「わかっているわ。この子が誰なのか、そして、この子を私がどうして連れてきたのか、ということを訊きたいのでしょう？」

「……やっぱり、わかってるんじゃないか」

「だって、私はあなたとの会話を楽しみたいんだもの。そうすぐに答えてしまっては、つまらないと思わない？」

　呆あきれかえる俺の表情を見て、姉さんは満足げに微ほほ笑えんだ。

「あなたも覚えているでしょう？　十年前の十二月二十七日、午前十時三十四分のこと」

「そんな具体的に言われても」

「あら、秒単位で言わないとわからない？」

「いや、そういう問題じゃなくて」

「もう。私の中では大切な思い出として刻まれているというのに、ひどい弟ね」

　ひどいも何も、そんな精緻な時間に何が起きたのか覚えている人間の方がおかしいんじゃないだろうか。

「子こ狐ぎつねを助けようとしていた時のあなたは、とてもかわいかったわ。子狐を抱きながら涙ぐんで……あの時も女の子のようにかわいらしかったけれど、今のあなたも変わらずかわいいわね」

　かわいい、なんて余計な一言を付け加えても男の俺が喜ぶことはないのに、姉さんはわざとらしく強調して言ってくる。

　女顔で上背もあまりないから、自分が男らしいとは口が裂けても言えない自覚はあるのだが。

　まあ、そんな姉さんの発言は無視して、俺は話を進めようとした。

「あっ、ああ、あの時のことね」

「あなたの助けた狐が、この子よ」

「はいっ！　助けていただいたきつねですっ！」

　──俺は固まっていた。

　姉さんは前に、弟に噓うそをつくのは姉としてありえないわ！　とかなんとか言っていたし、俺に対して事実をはぐらかすことはあっても、噓は言わない人だ。

　その姉さんが、彼女が俺の助けた狐だと言うのなら、噓ではない、のか？

「い、一応訊くけど、その、証拠、とかは……？」

「証拠？　いいわ、見せてあげる」

　俺が疑問を投げかけると、姉さんは狐と称する女の子を立たせて、

「ひゃんっ!?」

　いきなり尻をぱちんと叩たたく。

「り、りつ様、いたいですっ！」

　女の子が抗議の声を上げると同時に、スカートの下からありえないものがはみ出した。

「あう、しっぽ出ちゃったじゃないですかあ！」

　しかし、はみ出ていた尻しつ尾ぽは、俺がまばたきを一度するうちにどこかへかき消えてしまっていた。

「なんなら、この子の尻を気が済むまで開発──いじってもかまわないわよ？」

「そんなことしないって！　ていうか、今の尻尾はなんなんだよ？」

「もう。やめてくださいよぉ……まだあんまりこの姿になれてないんですからっ！」

　女の子の方も頰を膨らませて、不機嫌さを露あらわにしていた。

「どう？　かわいいでしょう？」

　だが、姉さんは俺たちの言葉を無視して、満足そうに女の子の頭を撫なでている。

「この子、いなりはね、あなたが助けた狐だっていうのもあるけれど、他にはないかわいさを評価したからこそ、連れてきたのよ」

　姉さん、そんなどや顔で俺のことを見ても、何も出ないぞ。

「とりあえず、あの時の狐、えっと……いなりが女の子の姿でここに来た、と」

　いくら理解が追いついていないとしても、現実に尻尾の生えた女の子の姿を見てしまった以上、姉さんの言葉を信じないわけにはいかなかった。

「でも、なんでさ。こんな急に……」

　そうは言っても、いなりが連れてこられた理由はよくわからない。鶴の恩返しばりに、恩返しをしに来たとでもいうのだろうか。

「──あなたの貞操と戸籍を守るためよ」

　姉さんはひどく真剣な声音で、バカげたことを言い出した。

　俺の耳がおかしいのだろうか……貞操に、戸籍？　まったくつながりがわからない。

「あなたももう高校生になり、十六になる年よ。同学年の雌……もとい、女性はもう結婚ができる年齢であり、もう二年もすれば、あなたも同じ状況になることを思うと、いつ何時、あなたが襲われるのか気が気ではないの」

「はあ……」
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「でもね、少なくともあなたの童貞を奪わせるつもりはないわ。それは私がもらうから」

「…………」

「といっても、残念ながら、現時点での法律では姉弟では結婚できないの。まあ、そんなくだらない法律は、なんとしてでも変えてみせるから待っていてちょうだい。だけどね、一番の問題は、私とあなたが結婚できるようになるまでの空白期間」

　頭が痛くなってきた。

　姉さんが言っていることの半分も理解できる気がしない。

「私という存在で婚姻届の欄をまだ埋められないからといって、私以外の誰かで埋めるわけにはいかないわ。かといって、私は私の目的を叶かなえなければいけないから、あなたと四六時中一緒にいることはできない。だから、私は考えたわ。あなたと結婚はできず、適当にあなたの性欲を解消できる存在がいれば都合がいい、と」

「……それが、いなり？」

「ええ、あなたも男の子だもの。少しは体を持て余す時もあるでしょう？　そういう時はとりあえず、いなりで我慢しておきなさい」

「ていうかさ、結婚だなんだとか言っておきながら、いなりはいいの？」

「だって、人間じゃないから戸籍がないもの。結婚の心配がないなら、私としては安心できる相手よ」

　最終的に、姉さんにとって最重要視している部分は、俺との結婚らしい。

　しかも、そのために法律すら捻じ曲げようとしていらっしゃる。

「それに、あなたの優秀な遺伝子は、人間以外の種族にも広げていくべきだわ。もちろん、人間という種族においては、私が独占するからよろしくね」

　そう嘯うそぶく姉さんの理論の前に、俺の常識ががらがらと音を立てて崩れていく。

「そういう都合のいい相手を見つけるのは苦労したのよ？　知り合いの伝つ手てで、──宇う迦か之の御み魂たまの神かみって知っているかしら？　伏ふし見み稲いな荷りの主祭神なのだけれど、少し脅して、神の使い……いわゆる神しん使しという存在を献上させたというわけ」

　どういう経路を辿たどれば、知り合いに神様を紹介してもらい、脅すことになるというのだろうか。

　俺には、もうよくわからない。

「聞けば、あなたが助けた狐だというじゃない？　いい拾い物をしたと思ったわ。だって、あなたはこの子を裏切れないでしょう？　あなたはそういう人だもの」

　話についていけないからか、さっきからいなりは、にこにこと楽しそうに笑っているだけだった。

　確証はまだないとはいえ、彼女があの時の狐だとすれば、姉さんの言う通り、俺は無下に扱うことなんてできないだろう。

　現に俺はそういう性格であり、姉さんはそれを承知しているのだから。

「そういうことだから、あなたはこのいなりを、とりあえずいつもそばに置いておきなさい。別にかまわないわよね？」

「急にそんなこと言われても……」

「戸籍も何もないから、理事長を脅して入学の手続きも済ませたし、この家にも住まわせることにしたわ。ああ、安心して。うちの理事長が不倫している現場に偶然出くわしたことがあってね、あの人は私の言いなりみたいなものだから」

「……そういう問題じゃないでしょ」

　どうやらいなりと一緒に住んで学校へ行くところまでは、姉さんにとって既定路線らしい。

　しかし、そもそも事態に追いつけていない俺は、この混こん沌とんとした状況をなんとか把握しようと頭を回し始めた。

　姉さんの最優先事項は、俺との結婚。

　そのために、姉さんは俺の戸籍を守ることを目的として、どこぞの女の子とくっつかないようにいなりを連れてきた。

　いなりは人間の姿をしていても、厳密には人間ではないから、俺がいくらいなりのことを好きになっても結婚はできない。

　それに、現時点でもいなりは姉さんにあっさりとコントロールされているし、そういう意味でも適任に違いなかった。

　ここまでは、わかりたくないけど、わかる。

　とはいえ、隙が多い計画のように俺には思えた。

　俺が強硬手段に訴えたら、すぐに瓦解してしまうんじゃないだろうか。

「ひとつ訊きたいんだけどさ、まだ大事なことを言っていないよね？」

　俺がそう言うと、姉さんは満面の笑みを浮かべた。

「さすが私の弟ね！　確かに私は、あなたの大事なところに関して、大事なことを言っていないわ！」

「……やっぱり。それで、何を隠してるのさ？」

　この時、姉さんが妙な言い方をしていたことに、俺は気づかなかった。

「さっき、宇う迦か之の御み魂たまの神かみって神様に会ったって言ったでしょう？　その時に、ひとつ強要──もとい、頼みごとをしているの。さすがに人間の私ではできないことだから」

　俺はその言葉を聞いて、嫌な予感しかしなかったが、姉さんは至極真面目な顔で言い放つ。

「あなたが異性と話すと、あなたのおいなりさんに激痛が走るようにしてもらったわ」

「…………えっと、何がなんだって？」

「ナニじゃなくて、おいなりさんよ」

「……ナニではなくて、おいなりさん」

「ええ、そうよ」

「………………」

　おいなりさん、ということはつまり、男にはみんなある、あの袋のこと。

　アレに激痛が走る？

　……いや、待て。

　俺は今こうして姉さんと話しているじゃないか。

「ちょっと待ってよ。じゃあ、なんで俺は姉さんと普通に話せてるのさ？」

「あなたのおいなりさんを、この手で握ったことがあるからに決まっているじゃない」

　そんな世界の常識みたいに言われても。

　ていうか、姉さんが俺のおいなりさんを握った記憶が俺の中にはないんだが。

「もしかして、俺の、その、おいなりさんを握った人だけが普通に話せるってこと？」

　今日のやり取りの中でも、最高に頭の悪い質問を、俺は姉さんに投げかける。

「そういうこと。いい呪いだと思わない？」

　姉さんは深く頷うなずくと、呪い、と堂々と言い放った。

「そんな勝手に……でもさ、呪いっていうからには、解く方法だってあるんだろ？」

「もちろん。さすがにね、神様といえど罪も犯していない人間に、呪いをかけるわけにはいかないからって、実はあなたじゃなくていなりを媒体にしているのよ。この世界にいなりがいる限りは効果が出るようにしてね。だから、いなりを向こうの世界に帰してしまえば、それで終わり」

「そ、そんなのいやですっ！」

「そうね、嫌よね」

　姉さんは泣きそうな表情を見せたいなりの頭を撫でてやってから、俺に向かって笑みを見せた。

「安心して。まだ別の方法があるから」

　……安心してと言われても、ろくな方法じゃないって想像がつくんだが。

「九人の女性においなりさんを握ってもらうこと。それがもうひとつの条件よ。握った人数の把握のために、いなりの尾の数と握った人数が、連動するようにしてもらったから──」

「いち、に……今はふたりだから……あれ、あといくつ……？」

「あと七人が条件を満たせば、この呪いは解けるわ。だから今、いなりの尾は二本ね」

　指折り数えているのに、引き算ができなかったいなりを無視して、無情にも姉さんが解答を告げた。

「別に三人でも四人でもよかったんだけど、あんまり少なすぎるのも私の目的にはそぐわないし、二桁なんて許容できないから九にしてもらったわ。九きゆう尾びの狐きつねなんて言うくらいだし、ちょうどいいでしょう？」

「ちょうどいいってそんな……」

　手を握る、とかなら俺でもなんとかなる範囲だとは思う。

　でも、おいなりさんを、となると、もはやどうすればいいのか皆目見当がつかない。

　しかも、女の子と親密になるには、会話が確実に必要だ。

　それなのに、会話をしようとするとおいなりさんに激痛が走る、だなんて、クリアさせる気のない条件としか思えなかった。

「そ、そういえばさ、姉さんはともかく、俺といなりが話せてるのはおかしくない？　初めて会った時に触られはしたかもしれないけど、握られた覚えはないし」

　姉さんが冗談を言っている可能性を、俺はまだ捨てきれていなかった。

　それに、実は少し触れたくらいでも大丈夫という甘い裁定なのかも、なんて淡い期待もある。

「いなりありきの呪いだもの。この子がいるから、他の人と話すと激痛が走るというだけで、この子自身と話せなくなるわけじゃないわ。まあ、台風の目、みたいなものね」

　そういう意味では、特別枠といえるのかしら、と姉さんは前置きして、

「だから、握ってもらう必要はないんだけど、そうしてもらいたいのなら好きにしていいわよ？　いなりにお願いしてみたらいいんじゃない？」

　そう言ってから、いたずらっぽい笑みを見せた。

「にぎる？　なにをですか？」

　あまり話をよくわかっていないらしいいなりが、両手をにぎにぎし始める。それを見た姉さんも、同じように両手を広げて、

「あなたが望むなら、私もやってあげるわよ？」

　自分で話を振っておきながら、どこか張り合うように声を上げた。

「何も握らなくていいし、そんなの望んじゃいないから……」

　俺は呆れ顔でそう返すと、気になっていたことを口にした。

「ちなみに達成できなかった時のペナルティとか、期限とかは……？」

「そんなものはないわ。さっきも言ったように、あなた自身に呪いがかかっているわけでもなんでもないんだから。……でも、そうね。強いて言うのなら、このままいくとあなたは、私のヒモにならざるをえない、というところかしら」

「えっ？」

「だって、そうでしょう？　学生のうちならまだしも、よっぽど特殊な職業じゃない限り、異性と会話ができない以上、社会に出るわけにもいかないんだから。だけど、それはそれでいいわよね。甘く爛ただれた生活を気兼ねなく送れるわけだし」

　何がいいのかまったくわからない。

　とはいえ、このまま異性と話すのを億おつ劫くうがっていたら、姉さんの言う未来に直行する可能性も決して低くはなかった。

「あれでも、一応上から数えた方が早いくらいには高位の神様だから、きちんと裁定は下されるわ。厳密にね。その点については安心しなさい」

「そこ、安心するポイントじゃないでしょ……」

　むしろ、いい感じの逃げ道を用意しておいて欲しかった。

「そういうことだから、安心して私に甘えていいのよ？　もちろん、いなりにもね」

　姉さんの狙いは、どちらかといえば逆なのだろう。

　自分の未来をそうしたくなければ、どうにかして呪いを解いてみせろ、ということだ。

　いくら俺がシスコンだといっても、一生姉さんに養ってもらいたいと思うほどではないし、そんな未来を迎えたいとも思っていない。

　まあ、頑張ってどうにかなるものなのかはよくわからないけれど、とりあえず、やるだけやってみようとは思う。

　それでダメだったら……その時はその時だ。
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　行くところがあるからと、もうすぐ夜だというのに、姉さんは再びどこかへ出かけてしまっていた。

　そのせいで、俺はいなりとふたりで取り残されてしまう。

「あのさ……」

「なんですかっ!?」

　いなりは俺に話しかけられるだけで嬉うれしいらしく、目をきらきらとさせて反応を返してくる。

「ち、近いって」

　ソファに座る俺の左隣に陣取ったいなりは、ぴったりと俺にくっつくようにして座っていた。

　もはや呼吸音すら聞こえてくる近さだし、ドキドキしないわけでもなかったけれど、これだとさすがに落ち着かない。

「だって、りつ様が一緒にいろ、って」

「こんなに近くなくても一緒にいられるだろ……」

「でも、近くにいなかったら、めぐみ様がどこかへ行っちゃうかもしれないじゃないですか！」

「いや、別にどこにも行かないって」

「あっ、いいこと思いつきました！　これならどこにも行けませんよねっ！」

　ぱっと顔を輝かせたかと思ったら、いなりは自信満々に俺の手を取って、指を絡めるようにして握りしめてきた。

　そのおかげで少し密着感は薄れたものの、ほのかに温かくやわらかい手の感触が、直接感じられるようになってしまっていた。

　結果として、ただ距離が近かった時よりも、むしろ気持ちが落ち着かなくなってしまう。

「ふんふふーん」

　謎の成し遂げた感を醸し出すいなりは、上機嫌で鼻歌を歌っていた。そんな能天気ないなりを見て、俺が怒る気になれるはずもなかった。

　そこで、俺は溜息を小さくついて、いなりに向き直る。

「えーっと、なし崩し的にこんなことになっちゃったけど、本当にこれでいいの？　姉さんに無理やりやらされてたり嫌だったりしたら、俺から姉さんには言っておくからさ」

　俺が言ったところで、たいして状況が変わるとも思えない。

　ただ、彼女が俺と一緒にいたくもないのに、無理にいさせられているのは避けたかった。

「いやじゃないですよ？」

　きょとんとした顔でいなりは言う。

「いなりはずーっとめぐみ様に会いたかったんです。だから、それが叶えられて、りつ様にはとっても感謝しています」

「でも、別にこんな風じゃなくても」

「いなりは神使の中でもバカで、落ちこぼれで。自由に人間の世界を動きまわれるなんて夢のまた夢だったんです」

　いなりははにかむように微笑んで、

「だから、いなりは今とーってもしあわせです」

　そう言ったけれど、すぐに泣きそうな表情にがらっと変わった。

「……でも、めぐみ様がいやだと言うのなら、いなりは帰ります。めぐみ様にご迷惑をかけたくはありませんから」

　俺は自分の発言を後悔していた。

　この子にこういう表情をさせてはいけなかった、と。

「嫌じゃないし、帰らなくても大丈夫だよ」

　だから、俺はきちんとそう宣言しなければならない。

　彼女の不安をちゃんと取り除いてあげるために。

「俺も、あの狐はどうなったんだろう、ってずっと思ってたんだ。まあ、こんな形で会うとは思ってなかったけど、会えて嬉しいってことには変わりないよ」

　まさかあの狐が、鶴の恩返しよろしく人間になって、再会することになるとは思ってもいなかった。

　返ってきたのは恩ではなくて、呪いだったけれど。

　今でも無事に生きていてくれたこと自体は、素直に喜ばしいことだと思う。

　とはいえ、このままこの話題を続けるのは、妙な地雷を踏みそうで怖かった。

「ていうかさ、いなりは狐でも、神使、ってやつなんだろ？　いまいちよくわかんないんだけど、普段は何してるんだ？」

「うーん、神様の身の回りのお世話とか、神様の代わりに人間の世界を見に来たりとかでしょうか。一人前になると、いろいろできるようになるんですけど、いなりは半人前なので、こうして人間に化けることくらいしかできないんです」

「いろいろ、って？」

「すごい方になると、人間以外のどんなものにでも化けられるようになりますよ」

「へえ……」

　今はまだ半人前だとしても、いずれいなりもできるようになるのだろうか。

「あの、めぐみ様」

　そんなことを考えていると、いなりが恥ずかしげに上目遣いで、俺のことを見上げてくる。

「……おいなりさんが食べたいです」

「は？」

　潤んだ目で見つめられても、俺のおいなりさんは、その、なんだ。まだ俺たちはそういう関係でもないし──。

「おなかがすいちゃいました」

　ぐう、とかわいらしい音がいなりのお腹から聞こえてきて、俺は自らの勘違いを悟ったのだった。

「しょうがないな、作ってくるからちょっと待っててくれ」

　いなりのリクエスト通り、おいなりさんを作ってやるために、俺は台所に立つことにした。

　料理を始めると、待ちきれないのか、いなりが足をぱたぱたとさせているのが目に入る。

　それを見て、時間をかけるのも悪いと思った俺は、あまり手間をかけずに手早く料理を終えた。

　だが、目の前のテーブルに置かれたおいなりさんを見たいなりは、予想以上に目を輝かせていたのだった。

「これ、食べてもいいんですか？」

「そのために作ったんだから、お好きにどうぞ」

「おおー」

　なぜかやけに感動しているいなりは、おいなりさんをひとつ手に取って、

「これがめぐみ様のおいなりさんですかー……うーん、やっぱりいいにおいですね……」

　そんなことを言い出すものだから、俺としてはぎこちない笑みを浮かべるほかない。

「いただきまーす！」

　そうして匂いを嗅いでいたいなりは、すぐに我慢できなくなったらしく、丸々ひとつおいなりさんを口に入れて頰張り始めた。

「め、めぐみしゃま、……しゅ、しゅごく、おいしーれす！」

「食べながら喋しやべるなって。言いたいことはわかったから」

　そう俺が言うと、いなりは黙って食べていたが、

「めぐみ様、すごくおいしいです！」

　ごくんと飲み込んで口の中が空になってから、再び同じ言葉を口にした。

「まだいっぱいあるからゆっくり食べろよ」

　といっても、俺がそう言っている間に、いなりはすでにふたつ目のおいなりさんを口にしており、そちらに夢中になっていたのだった。
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「眠いんだろ、もう寝るか？」

「うぅん……」

　おなかもいっぱいになって眠そうに目をこするいなりを見て、俺はもう限界だな、と立ちあがる。

「ほら、立って。今からベッドに連れてくから」

　そうは言ったものの、ベッドとは誰のベッドだ？

　姉さんの部屋に入る勇気はない。

　両親の部屋を手入れなんてしているわけもなく、今すぐ寝られる状態にするには、けっこうな時間がかかる。

　そうなると……消去法的に、俺の部屋のベッドしかなかった。

　もう一度あくびをしたいなりを無理やり立たせてから、俺は背中を押すようにして歩かせて二階まで連れて行ったが、そこではたと立ち止まった。

　制服のまま寝かせるわけにもいかないだろう、と。

　とりあえず、俺は適当に選んだ俺の寝間着を、いなりに貸し与えることにした。

　寝ぼけているらしいいなりは、寝間着の前と後ろを逆にして、ちぐはぐなことをしていたが。

　でも、俺が着替えさせるのはさすがにまずいだろうし、今のところはこれで我慢してもらうほかない。

「それじゃあ、おやすみ」

　そして、そのまま部屋から出ようとしたところで、いなりの声が背後から聞こえてきた。

「あれ、めぐみ様は寝ないんですか？」

「まだ眠くないし、俺は起きてるよ。姉さんもいつ帰ってくるかわかんないし」

「じゃあ、いなりも起きてますっ！」

「眠いんだろ？　だったら無理しなくても──」

「ねむくないです！」

「……じゃあ、俺も寝るから。ちょっと待ってて」

　このまま言い合いをしても仕方ないと思った俺は、寝間着に着替えてから、押し入れからもう一組の布団を取り出すと床に広げていく。

「あれ、めぐみ様はそっちなんですか？」

「そりゃそうだろ。いなりはベッドでいいから」

「だったら、いなりもそっちがいいですっ！」

　俺の言葉を聞くこともなく、いなりは俺が床の上に敷いたばかりの布団の上にダイブしてしまう。

　そのあげく、舞い上がった埃ほこりのせいで、小さなくしゃみをしていた。

「……何してんだよ。いなりはベッドで寝なって」

「いなりはめぐみ様と一緒がいいので、こっちがいいんです！」

「う、わ……」

　いなりが腰のあたりを持っていきなり揺さぶるものだから、俺はバランスを崩し、彼女を押し倒すようにして布団に倒れこんでしまう。

「これで一緒に寝られますね？」

　その上、いなりが下にいるせいで、俺の胸がいなりの胸を押しつぶすような形になる。

　こうして余すところなく、いなりの胸のやわらかさを感じていると……頭がどうにかなりそうだった。

「わかった、わかったから！　一緒に寝るから、せめてこんな倒れたままじゃなくて、ちゃんと寝よう。それにベッドの方が埃臭くなくていいだろ？」

「いなりはめぐみ様と一緒ならなんでもいいですよ？」

「それはわかってるから……」

　そして、いなりをベッドの上に移動させた後、俺自身もベッドの中に潜り込んだ。

　もちろん、端っこの方に。

「えへへ」

　並んで横になったいなりは、嬉しそうに俺に笑みを見せてくる。

　別に無理に体を密着させてこようとはしないし、本当にただ一緒に寝られればよかっただけらしい。

　とはいえ、それを見た俺は、なんだか照れくさくなってしまい、自分の表情をいなりに見られないように、リモコンで部屋の明かりを消した。

「おやすみ」

　暗くなってからそれだけ言うと、すぐに俺は目を瞑つぶる。

「おやすみなさい、めぐみ様」

　いなりは布団の中でもぞもぞとしたかと思ったら、俺の右手をぎゅっと握ると、小さな声で、

「……どこにも行かないでくださいね？」

　そう言ったけれど、俺は何も答えなかった。

　その代わり、俺はいなりの手を握り返したのだった。







　……何かがおかしい。

　朝になって目を開ける前に、俺は違和感を覚えていた。

　なんだかんだで疲れていたのか、あのまま俺もすぐに寝てしまっていたらしい。

　当然、寝る前に握っていた手は、いまだに握ったままだった。

　それなのに、なぜか隣にはいなりの姿がない。

　しかも、俺のある一部分に、なぜか何かが乗っている感覚があった。

「う、ん……なんですか、このかたいの……」

「ひえっ」

　思わず情けない声を上げてしまった俺を誰が責められよう。

　慌てて布団をはぎ取ると、俺の足の間でいなりが丸くなっていて、その頭は当然と言わんばかりに、俺のおいなりさんの上。

　その上、いなりの左手は俺の手を、もう一方の手はあろうことか……。

「昨日の夜は、おやすみを言う前に寝てしまっていたから、愛しい弟を私自ら起こしに来てあげたわよ！」

　こんな状況にもかかわらず、勢いよく開け放たれた部屋のドアの前で、仁王立ちする姉さん。

　当然、今のこの状況はしっかりと目に入っているはずだが、なぜか嬉しそうに、

「朝から犯さんとするなんてお盛んね！」

　満面の笑みでそう言い放った。

　その姉さんの一言は、あらゆることがもうどうでもいい、と俺を脱力させるのに十分過ぎるほどの威力を持っていた。

「あれ、やわらかくなった……」

　寝ぼけたいなりの呟つぶやきを誘発するほどに。
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「……くっそ疲れた」

　昨日の騒動に加え、朝からあんなことがあったために、俺の足取りはひどく重かった。

　姉さんといなりは、無理やりいなりを入学させた、俺たちの通う燈とう火か学園での最後の手続きがあるとかで、俺より一足先に学校に向かっている。

　だから、俺はひとりで登校しているわけだけれど、ひとりになるのも随分久しぶりに思えて変な気分だった。

「あら、弟くんじゃない」

　そんなことを考えていた時、不意に俺の顔を覗のぞき込むようにして、見知った人が声をかけてきた。

「あっ、おはようございます、春日かすが先輩」

　いきなりのことだったため、驚きで足をもつれさせながら、何も考えずに俺はそう答えてしまっていた。

　油断していた、というよりも、姉さんに言われたことを完全に忘れていたのだ。

「うぐっ」

　──そして、思い出した。俺のおいなりさんに激痛が走ったことで。

　背中を脂汗がつたい、あまりの痛みに俺は立っていられなかった。そのせいで、春日先輩を巻き込むようにして、俺は道に倒れこんでしまう。

　たまたま周りに誰もいなかったことは、幸運だったというほかない。

「おおお……！」

　藁わらにもすがる、とはよく言ったもので、苦しむ俺は何か手助けになるものがないかと手を伸ばす。

「んんっ」

　ちょうど手のひらに収まるくらいの何かを、俺が摑つかんだ瞬間だった。

　なぜか悩ましげな声が、俺の頭の上の方から聞こえてくる。

「お、弟くん、いきなり何を……」

　ただ、そんなことに耳を傾けている余裕は、俺にはなかった。

　そのまま苦しんでいると、会話をしていないという判定が下ったらしく、だんだんと痛みが引いていく。

　その結果、俺は自分自身の現状を把握するに至った。

　俺の右手は、がっしりと春日先輩の左胸を鷲わし摑づかみにして、左手はその先輩の身動きを封じるかのように右腕を押さえ込んでいた。

「ごめんなさい、急に声をかけた私も悪かったわ……でも、その、どいてくれると助かるかな」

　完全に俺が悪いのに、春日先輩が同情的な視線を向けてくれているのは救いだった。

　先輩の優しさには感謝しつつも、ずっとこうしているわけにもいかず、俺は慌てて先輩から距離を取る。

　俺と春日先輩の付き合いは姉さんを通じて、程度のものでしかない。

　とはいえ、俺が悪いとは言わずにこういう物言いをするようなタイプで、苦労人というか、人が良いという印象が強い。

　そんな春日先輩は、姉さんやいなりのような陽性の美人ではない。

　ただ、気苦労している感が滲にじみ出ているからか陰性の美人という感じで、団地妻感がするというか……はっきり言うと、エロかった。

　腰のあたりまで伸びたくすんだ黒髪に、幸薄そうな青白い肌。今時の女子高生にしては珍しい、膝下まであるスカート丈。肉付きは薄いけれど、胸がまったくないというわけでもないのは、さっき確認済み。

　そうは言っても、姉さんの胸と比べたら、貧しい方に入ってしまうだろう。

　春日京みやこ。この先輩は実際のところ、あの姉さんと真逆のベクトルにいるということもあって、憧れの先輩とも言える相手だった。

　まあ、俺はその憧れの先輩を押し倒したあげく、胸を鷲摑みにしたわけだが。

「このまま立ち話をしていても遅刻するだけだし、行きましょうか」

　俺は肯定の返事の代わりに頷うなずいた。

　それから何度か春日先輩が話しかけてくれるものの、首を縦に振るか、横に振るか、くらいしかできないのがもどかしい。

　でも、自分を襲った激痛を考えると、なかなか言葉を口にすることはできなかった。

「やっぱり、私と一緒にいてもつまらないわよね……」

　そうして俺が返事もせずにいたせいで、悲しげに目を伏せる春日先輩。

　そんな先輩に否定の言葉を投げかけようとして、あの痛みを思い出した俺は一瞬躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「前にも言われたことがあるの。お前と話しているだけで不景気になるって」

　だが、深いため息をつく春日先輩を前にして、たかが痛みにびびってどうするというのか。

　男ならそれくらい我慢してみせるべきだろう！

「そんなことないですよ！　春日先輩はおもしろろろろろろろ」
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　そう言った途端、腹を抱え込むようにして、俺はバグったパソコンのような声を出しながら膝をついた。

　決意も何もない。男だからこそ我慢できないこともある……！

「お、弟くん、大丈夫!?　もしかしてずっとお腹痛かったの!?」

　慌てて駆け寄ってきた先輩が、お腹を優しくさすってくれる。ただ、残念なことに俺の痛みの根源はそこではなかった。

「この辺かな……？」

「し、下……」

　つい答えてしまう浅はかさを呪いながら、必死に痛みをこらえる俺。

「下？　こっちの方？」

　先輩は下腹部へと手を移動させたが、自分がどこを触っているのかすぐに気づいたらしく、顔を真っ赤にさせて両手を挙げた。

「ご、ごめんなさい！　そういうこと、す、す、するつもりじゃなくて！」

　しどろもどろになりながら、先輩は弁明し始める。

　だが、さするくらいなら、おいなりさんを握ってくれればこの状況が回避できたのに、と思ってしまうのは、俺も壊れてきている証拠なのかもしれない。

「えっと、救急車!?　ああ、でも、携帯持ってないし……そ、そうだ！　薬、薬よね！　ここからなら学校の保健室に行くのが一番近いし、ちょっと待っててね！」

　足をもつれさせつつも、駆け出してすぐに曲がり角を曲がったために、先輩の姿が見えなくなる。

　そのおかげで、徐々に痛みが引いてくるが──。

「何が効くのかわからないからいろいろ持ってきちゃったんだけど、どれがいい!?　胃薬に目薬、風邪薬に、便秘薬……他にはええっと……」

　どう考えても往復だけで十五分はかかるというのに、先輩はものの数分で戻ってきた。

　そして、ほぼ回復していた俺の前で、先輩は薬を広げ始めたのだった。

　俺は苦笑しながら胃薬を手に取って、もう大丈夫だということをアピールする。

「もう大丈夫なの？　ああ、よかったあ……」

　心の底から安あん堵どしてくれている様子の春日先輩だったけれど、

「あっ」

　お腹が鳴ってしまい、再び顔を赤らめた。

「そ、その、これは、走ったらお腹がすいちゃって……」

　あせあせと身振り手振りを交えて言い訳を始める春日先輩が無性におかしく思えて、俺はつい笑ってしまっていた。

「もう、なんで笑うの!?　ひどいじゃない！」

　普段は楚そ々そとして、姉さんの一歩後ろにいることが多い印象があったから、こういう慌てふためく姿は、あまり想像していなかった。

　そういう意味では、なかなか貴重なものを見ることができたのかもしれない。

　そんな時、始業五分前を告げるチャイムが、高校の方からかすかに聞こえてきた。

「いけない。立りつに呼ばれてるから行かなくちゃ。弟くん、ごめんね。またあとで会いましょう？」

　意外と忙せわしない人だなあ、と思いながら、俺は走り出す先輩の後ろ姿を見送ったのだった。
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　俺が学校に着いた後。

　おそらく姉さんに何かを言われた理事長から、緊急でこの後すぐに全校集会を行う、という校内放送があった。

　とはいえ、集会を行う体育館に移動しても、一年生は最後方に位置することになる。

　そのせいで、俺がいる場所からでは、壇上に生徒会長である姉さんや、副会長の春日先輩がいる、ということくらいしかわからない。

　だが、俺には嫌な予感しかしなかった。

　なんといっても、こんなタイミングでの集会なのだから。

「──朝から皆に足を運んでもらって申し訳なかったわ。でも、どうしても伝えなければならないことがあったの」

　それだけ聞かせる力がある、ということなのだろうが、姉さんが話し出すだけで、全校生徒が一斉に静まり返る様は圧巻だった。

　前にも同じように、姉さんが集会を半ば私物化して、教頭が全校生徒の前で言いくるめられたことがあった。

　もう同じ轍てつを踏みたくないのか、教師陣の半分は諦めていて、もう半分はどこか面白がっているという有り様だった。

　そんな姉さんが何を言うのか、と全校生徒が注目する中──。

「それは我が愛しの弟、神かみ上じよう愛めぐみのこと」

　その言葉を聞いて、ぐっ、と俺の喉の奥で変な音が鳴った。

「さあ、いなり。こちらへ」

　黙っていれば、という注釈は付く。それでも、とくに本当の姿を知っているだけに、すまし顔で壇上を歩くいなりは恐ろしく美人に見えた。

　そのいなりの姿を見たからか、そこかしこでざわつきも聞こえてくる。

「この御み倉くらいなりをね、今回、我が弟の許嫁いいなずけにすることに決めたの。だから、皆にもその報告をさせてもらうわ」

「御倉いなりです。よろしくお願いします」

　聞き覚えのない名字は、わざわざ姉さんがこしらえたのだろう。いなりは名前だけ名乗ると、ぺこりと頭を下げてにっこりと笑ってみせた。

　そのいなりの姿を見て、半ば面白がってなのだろうが、体育館内に歓声が湧き起こる。

　……なんだあいつは。しっかり姉さんに調教されてやがる。

　今すぐに俺は否定の言葉を発したいところだったけれど、そんなこと聞いていない、などと言っても後の祭りだ。

　こんなにも大勢の前で、姉さんがもう言ってしまったのだから。

「それで、私の弟はどこにいるのかしら？」

　姉さんの言葉を聞いた周囲から視線を向けられたせいで、俺は仕方なく立ちあがった。

「めぐみ様ーっ！」

　狐きつねだというのに猫をかぶっていたいなりが、俺の姿を見て耐え切れなくなったのか、元気よく手を振ってくる。

　俺はおざなりに手を振り返して、文句のひとつでも言ってやろうと壇上へと急いだ。

　しかし、壇上に上った瞬間、そのいなりに抱きつかれてしまう。

「……あれ、なんだかいなりやりつ様とも違うにおいが……」

「き、気のせいだろ！」

　引きはがすに引きはがせず、いなりに抱きつかれたままの格好で、俺は姉さんに抗議した。

「姉さん、何やってるのさ!?」

「何って、みんなにも報告が必要だと思っただけよ」

「それにしたって、許嫁って！」

「別にいいじゃない。どうせ結婚できないんだし」

「いや、それはそうだけどさ……」

　姉さん的には、俺に群がらんとする虫への対策を講じているつもりなのだろう。

　けれど、やり方があまりにもおおざっぱ過ぎる。

「そういうことだから、このふたりをよろしく頼むわね」

　こんな適当過ぎる締めの言葉で終わらせた姉さんは、俺の気も知らずに雰囲気だけでわき起こったであろう拍手とともに、ひとりさっさと去って行ったのだった。







　姉さんがわざわざ全校生徒を集めた集会が終わって。

　窓際の最後方に位置している俺の席の隣には、ばっちりいなりの席が用意されていた。

　案の定、俺の隣に座るいなりの周りには、授業前ということもあって、クラスメイトが群がっている。

「いなりちゃんと神上君との出会いってどんな感じだったの？」

「あれは……いち……じゅう……十年前のことですね。あの時、めぐみ様はいなりのことをこうぎゅっとしてくれて……あったかくて、いいにおいで……」

　どうせ止めても、あることないこと言うに決まっている。

　それに、口を挟んでも痛みに襲われるだけだからと、俺はいなりに何も言わず、自分のことを考えていた。

　正直、ここまで痛いと思っていなかったせいで、昨日はなんとなく姉さんの言葉を受け入れてしまっていた。

　でも、実際に痛みを経験したからこそ、このままだと本当にまずい、ということがわかる。

　とはいえ、呪いを解くにしても、孤立無援のこの状況は、なかなかに厳しいのも事実。

　そうすると、俺の状況に同情してくれて、かつ姉さんに話をできる人に相談するのが一番いい。

　その条件に該当するのは、姉さんにとって数少ない友人ともいえる、春日先輩くらいのものだろう。

　直接先輩と話をして、事情を伝えることができたらどれだけ楽か。

　確かに、手紙を書くとかメールをするとか他にやりようはある。ただやっぱり、自分の口で伝える方が、妙な誤解が生まれずに済みそうな気がしてならなかった。

　そうは言っても、直接会話ができない以上、他の手段に頼るしかない。

　さっき、春日先輩は携帯を持っていないとか言っていたし、手紙を書くしかないかと俺はシャーペンを手にした。

　そして、書き出そうとしたところで、いきなり筆が止まる。

　今から俺が書く、おおよその内容はこうだ。

『姉さんのせいで神様に呪いをかけられて、異性と話すと俺のおいなりさんに激痛が走るようになりました。それと、俺のおいなりさんを握ってもらえれば、普通に話せるようになるからぜひとも』

　こんな内容の手紙をもらった相手は、どう思うのだろうか。

　ううむ、改めて考えてみると難問過ぎる。

　先輩のことだから、姉さんが云うん々ぬんというだけで理解してくれる気はする。けれど、それはあまりに楽観的な考えというものだろう。

　そこまで考えた時、教室がざわついた気がして、俺は顔を上げた。

「……あっ、今日の朝起きたら、めぐみ様のおいなりさんのあたりが変な感じでしたよ？　なんだかかたかったです」

　どういう話の流れなら、いなりの発言に至れるのか俺にはわからない。……わからないが、クラスメイトたちからの視線が、恐ろしく冷ややかなものに変わっていることだけはわかる。

　しかし、今さら会話を巻き戻すこともできず、チャイムが鳴ったことで、その場は解散の流れになってしまう。

　残されたのは、俺のことを見つめる太陽のように明るい笑顔のいなりだけ。

「……まあ、いいか」

　いなりの笑顔を見ていたら、なんだかすべてがどうでもよくなった俺は、今だけはすべてを棚上げにすることにした。

　そのせいで結局、いなりがどうやってあの発言に至ったのかは、わからず仕舞いだったが。







「きょうかしょ……？」

「ああ、そっか。あとで揃そろえないといけないな」

　いざ、授業が始まるという前に、いなりが教科書はおろか、シャーペンの一本も持っていないことが判明した。

　こういう細かいところまで気が回らないのが、姉さんらしくもある。

　とりあえず、俺は机を寄せて、一緒に教科書を見るようにいなりに促した。

「これだとみづらくないですか？」

「そうか？　なら、もっとそっちに教科書を──」

「いなりはこの方がいいと思いますよ？」

　するりと割って入り、俺の膝の上に座り込むという離れ業をいなりはやってのける。

　そのまま、名案を思いついたとばかりに俺の方を振り返りながら、いなりは得意げな顔をしてみせた。

　毎度のことだけれど、いなりの動きを未然に止められないのは、決して俺が愚鈍だからじゃない。

　ただ、普段のいなりがぼんやりとしているせいで、時折見せる動物的な俊敏さに、俺が対応しきれないだけなのだ。

「……俺はよくないと思う」

　教室中の視線が、こちらに向けられていた。

　授業を始めようとしている壮年の日本史教師なんて、額に青筋が……。

「えーっ、いいじゃないですかあ！」

「これだと俺が見えないだろ」

「あっ、それもそうですね！」

　思いのほか、物わかりのいい反応をしたいなりは、ぴょんと立ち上がった。

　それなのに、なぜか横にずれることもなく、くるりと回転したいなりは、俺と相対する形になった。

「なら、こうします！」

「は？」

　俺のことを抱きしめるようにして、膝の上に座り込んでしまういなりに、俺は狼ろう狽ばいすることしかできない。

「おい、これだとお前が見えな──」

「ぐう」

「おい、ちょっと寝るなって！　起きろってば！」

　立ち上がって逃げたくても、いなりはすでにかわいらしい寝息を立て始めていた。

　しかも、俺を抱きしめている格好のいなりは、椅子をがっちり握ってしまっている。そのせいで、俺はまったく身動きが取れなかった。

　しかし、さすがにこの状況に甘んじているわけにはいかない。

　この衆人環視の中、寝ている女の子に抱きしめられながら、授業を受けるなど──。

「我が愛しの弟も、なかなか派手にやるじゃない！」

　教室のドアがおもむろに開けられ、唐突に姉さんの姿が現れた。

　廊下を見れば、教室を移動している最中だったらしく、姉さんのクラスメイトたちも教室の中を面白がって見ているようだった。

「か、神上か……」

　それなのに、明らかにキレていた日本史教師は、姉さんの登場でやり込められた過去でも思い出したのか、後ずさりしてしまっている。

　いや、そこで何か言ってくれないと困るんですが！

「……あら、いなりもやるわね。これは私もやろうとしたことがなかったわ」

　何に感心しているのか、姉さんはいなりに賞賛の言葉を送っていた。

　だが、わずかに考える仕草を見せた後、俺の背後に回ったせいで、姉さんの姿が見えなくなってしまう。

「ね、姉さん、何をする気なんだよ!?」

「さて、なんでしょうね？」

　そう言った姉さんは、後ろから俺の両目を手でふさいでくる。

「どう？　視覚を封じると、他の感覚が鋭敏になるんじゃないかしら」

　そのまま、わざとらしく俺の耳元をくすぐるようにして、周りに聞こえないような小声で言葉を投げかけてきた。

「んんっ」

　なんとか抗あらがおうと声を上げようとした俺は、姉さんがついでとばかりに耳に息を吹きかけてきたことで、変な声を出してしまう。

　その恥ずかしさもあって、気勢を削そがれた俺はつい黙り込んでしまっていた。

「いなりの体はとてもやわらかくて、あたたかいんじゃない？　ねえ、あなたがどう感じているのか、私にも教えてくれる？」

　姉さんはこれまで聞いたことのないような、優しさのこもった艶やかな声で、俺に囁ささやきかけてくる。

「そ、それは……」

　さっさと姉さんの手を振りほどいてしまえばよかった、と思った時にはもう遅い。

　姉さんの言葉につられて、俺はこれまで以上にいなりの体を意識してしまっていた。

　そのせいで、俺は生唾を飲み込んでしまい、姉さんの問いに答えたも同然の状態だった。

「そう、気持ちいいのね。いなりの胸もお尻も、全部感じられるもの。そう思ってしまうのも仕方がないわ。だけど、それだけではないでしょう？　……寝息や匂い、心臓の鼓動。余すところなく感じてみて」

　姉さんの言葉に誘導されている。

　それがわかっているのに、俺は目の前の魅力に逆らうことができそうにもなかった。

　俺の鼻び腔こうをくすぐってくる、女の子らしい甘い香り。

　呼吸とともに膨らんだり縮んだりする、いなりのやわらかな胸の感触。

　その胸の奥からは、規則正しく動く心臓の鼓動が、いなりの体を通して感じられる。

　このあたたかくて、生を感じるいなりの体は、狐を助けた時に感じた冷たさとは真逆だった。

「もっと強く、いなりのことを感じてみたいと思わない？」

「……もっと、強く？」

「そう。簡単なことよ。いなりのことを抱きしめてあげればいいの。たったそれだけ」

　今、授業中であることを、俺は忘れかけていた。

　どこかふわふわとした気持ちで、俺は姉さんに言われるがままに──。

「急にどこへ行ったんだろう、と思ったらあなたは何をしているのよ!?　このクラスは授業中のはずでしょう！」

　そんな時に、割って入ってくれたその声は、俺にとってまさしく神の一声だった。

「あら、京じゃない。何って、今の私はお楽しみの最中よ？」

「お楽しみって……いなりちゃんまでそんな格好で……。もしかしなくても、そこにいるのは弟くんね？」

「私が弟以外にこんなことをすると思っているの？」

「そういう意味じゃなくて……ほら、私たちも授業があるんだから戻らなきゃ」

「そんな貧乏くさいこと言わないで。ああ、あなたも混ざる？　けっこう楽しいわよ？」

「び、貧乏くさいことなんて言ってないでしょう！　それに混ざらないから！」

　顔を真っ赤にさせている姿が容易に想像できるけれど、そこはさすがの春日先輩。

　姉さんがあまり抵抗しなかったこともあるとはいえ、きっちり俺から引きはがしてくれたのだった。

「立だけで手一杯だから、いなりちゃんは自分でなんとかしてね……」

　春日先輩は、俺に手を振る姉さんを半ば引きずるようにして、教室の外へ連れて行く。

「ん……？　おはようございます？」

　今頃になって起きたいなりは、いまだ眠そうに目をしぱしぱとさせていた。

　やはり、傍若無人な姉さんや、このおとぼけ狐じゃダメだ。

　春日先輩なら俺をきっと助けてくれる。

　俺はそう確信したのだった。
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「めぐみ様はなんでそんなに疲れてるんですか？」

「……お前が元気だからだよ」

　主にこのきょとんとした顔をしているいなりによって、放課後を迎える頃には、俺は憔しよう悴すいしきっていた。

　今日一番やばかったのは、学食でいなりが食べたいと言って注文したきつねうどんを、頭からぶっかけられたことだろうか。

　その後に、気遣って声をかけてくれた女子生徒に返事をしてしまい、おいなりさんに痛みが走るという追い打ちもきつかった。

　そんなことばかりあったせいで、当初書こうとしていた春日先輩宛ての手紙は、いまだに書けていないまま。

「じゃあ、いなりがめぐみ様を肩車してあげますよっ！」

「肩車ってなんでだよ、せめておんぶだろ」

「いいじゃないですか。ほら、どうぞ」

　校門付近でこんなことをしているのは目立つから嫌なのだけれど、それをいなりに言い聞かせる方が余程疲れるだろう。

「なんでこっち向いてんだよ。やるにしても、逆向きだろ」

「だって、これならめぐみ様のおいなりさんを直接感じられるじゃないですか！」

「それ以前に前が見えないから進めないじゃん。却下だ、却下」

「ええーっ、やるだけやってみましょうよう！」

「やったら、真まっ直すぐ走り出すに決まってるから嫌だ」

「むーっ」

　いなりは不服そうに頰ほおを膨らませる。

「怒ったら、せっかくのかわいい顔が台無しよ」

　そんな俺たちの間に入って、いなりをなだめるかのように頭を撫なで始めたのは、誰あろう春日先輩だった。

「あなたたち、仲が良いのはけっこうなことだけど、校門の前でもめることはないでしょう？」

　本当は手紙で伝える予定だったが、ここは予定変更だ。

　こうして、直接出会えたのだし、筆談でもなんでもいいからやり取りをすべきだと俺は判断した。

「ああ、そうだ。せっかくだから少しお話しできたりしない？　無理にとは言わないけど、私も立のことで少し困っていて」

　そんなところに思わぬお誘いがあり、俺は即座に頷いた。

「ああ、でも……」

　しかし、なせか春日先輩は逡しゆん巡じゆんする素振りを見せた後、俺たちのことを見て、

「……このふたりとなら大丈夫かしら」

　何のことかはわからないけれど、心配そうにそう言ったのだった。





第三章　おいなりさんと、ぱんつ
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「……ごめんなさい」

　学校から少し離れたところにある喫茶店に立ち寄る前に、春日かすが先輩はなぜかそう言った。

　ごめんください、を言い間違えたにしても妙な感じはするけれど、俺は深く考えずに春日先輩の後に続いて、いなりと一緒に店へと入る。

　それなりに盛況なお店らしく、案内されたのは一番奥の……。

「あれ？」

　つい声が出てしまっていた。

　さっきまで満員とは言わないまでもある程度は客がいたはずなのに、その全員がこの短時間でお店を出てしまっている。

　こんなこともあるものなんだな、と思いつつも、俺は席に腰を下ろした。

「……私は別にいいから、あなたたちだけどうぞ」

　その言葉に従って、店員が男性であることをいいことに俺はアイスコーヒーを、どうせコーヒーとかは飲めないだろう、といなりにはミルクを注文する。

　店ががらがらだからか、注文した飲み物はほどなくして俺たちの前に置かれた。

「朝は苦しそうだったけど、今は大丈夫？　無理してない？」

　俺はなんとも言えない表情で、先輩の言葉に頷うなずく。

「なら、よかったわ。私も気が動転しちゃって何もできなかったけど……」

　春日先輩は俺の反応を見て、安あん堵どした表情を見せた。

「でも、立りつにも困ったものね。急に全校集会をやるって言うから何かと思えば、あの演説でしょう？　ああ、ごめんなさい。あなたたちふたりに言うのも失礼だったわね……だけど、いなりちゃんはともかく、弟くんは立があんなことをするって知らなかったんじゃない？」

　こういうことを冷静に考えて言ってくれる人がいることに、俺は喜びを感じていた。

　俺はその意思表示として春日先輩の手を握り、大きく頷いてみせた。

　だが、先輩はなぜか硬直してしまう。

「えっ、その──」

「いなりもまぜてくださーいっ！」

　そのせいで、突然加わったいなりが、俺たちの手を取ってぶんぶんと振り回すのに逆らうこともできず、先輩はされるがままになっていた。

　いいチャンスだと思った俺はそこからいち早く抜け出して、素早く鞄かばんからシャーペンとノートを取り出し、さらさらとペンを走らせていく。

　そして、まずは一文書き終えたところで、ようやく解放された先輩にノートを差し出した。

「え、えっと……実は折り入って相談したいことがありま──」

　先輩が読み上げたが、語尾まで俺は聞き取ることができなかった。

　それはなぜか──愚問だ、そんなことは決まっている。

　俺がおいなりさんに生じた痛みを誤魔化すために、頭を勢いよくテーブルに打ちつけたからだ。

「急に、ど、どうしたの……？」

　額が割れるんじゃないか、と思うほどおでこが痛い。ただ、頭を打ちつけたおかげか、多少はおいなりさんの痛みが緩和されている。

　しかし、この事態は俺にとって最悪ともいえるものだった。

　筆談さえできればなんとかなると思っていたというのに、それすらもできないというのか。

　少なくとも頷くとかの意思表示は、セーフのようではある。おそらく相手が俺の意思表示を言葉にしてしまった時点で、アウトになるということなのだろう。

　ジェスチャーとかが、どういう判定になるのかわからない。

　でも、そういうものをいちいちすべて調べていけるほど、俺のおいなりさんは強きよう靱じんではなかった。

　そこで仕方なく、用意しておいたスペアプランを、俺は使うことにする。

　上と下に生じる痛みをこらえながら、ささっと要件だけを紙に書きつけると、俺はそれをいなりに渡した。

「これ読んでくれ」

　もしこれで、俺が言葉を発したという判定がされないなら、まだやりようがある。

　そう信じてのことだった。

「えっと？　はさんで？　なに、……たっ、たったんです？」

「は？」

　違う。

　俺が書いたのは──『俺は姉さん発端で、大変な事態にたった今、陥ったんです』という現在の苦境を伝える文面のはず……。

　いなりに渡した紙を慌てて引ったくって内容を確認しても、俺の書いたことに間違いは──ああ、こいつ。さては漢字読めないな……。

「どういう意味ですか？」

　自分で言ったことの意味も分からずに、いなりは小首を傾かしげている。

　ただ、その言葉が契機になったのか、口をぽかんと開けて停止していた春日先輩が、再起動を果たしてしまっていた。

「お、弟くん、いなりちゃんに何を言わせてるの!?」

　しかし、その言葉に反はん駁ばくしようと、言葉を返すことも、手にある紙を渡すのも、おいなりさんへの痛みを考えると躊躇ためらいがうまれてしまう。

　そのせいで、俺は何も言えずに紙を握りつぶしていた。

「いなりちゃんはともかく、私は挟めるほどない──そう、ないのよ……」

　自分で失言したあげく、妙なスイッチが入ってしまった春日先輩は、どんよりとした空気を醸し出し始めて俯うつむいていた。

「なんでこっちもこんなに貧しいのかしら……」

　春日先輩の胸は、手のひらにちょうど収まるくらいのものだった。

　確かに、慎ましやかではあったけれど、ないわけじゃない。

　俺は不可抗力とはいえ、触ってしまった者として春日先輩を慰めたくて、いなりに耳打ちしようとした。

　書いてダメなら、いなりを通じて伝えようというわけだ。

「えっ、へへへへへ。くすぐったいですよう」

　悩ましげに身をよじるいなりに不安を覚えながらも、俺はもう一度耳打ちする。

「むねのよさはおおきさだけじゃきまらないですよ？」

　俺の言葉をただ言わせているせいで、いなりの声は棒読みになってしまっていた。

　その上、なぜかこういう時に限って、店内がしんと静まり返ってしまい、いなりの声が響き渡る。

「……いなりちゃんは大きいし、形も良さそうだもんね」

　春日先輩の目が、死んでいた。

　完全に言わせる相手を間違えたと言わざるをえない。

「それに比べて私は……」

　自身の胸に手を当ててそう呟つぶやく春日先輩の姿は、ひどく物悲しいものだった。

「俺は先輩に挟んでもらえたらすごく嬉うれしいですよ！」

　その物悲しさにつられて、勢いでとんでもないことを言ったことに後悔はなかった。

　今日二度目の頭突きを、俺が机にくれてやることになったというだけだ。

「どこで？」

　しかし、先輩から返ってきたのは、至極当然の疑問だった。

　そりゃあ、そうだ。

　──誰がどう見たって挟めるほどないんだもの！

「………………」

　すさまじく気まずい沈黙の時間。

　だが、それを打ち破る空気の読めないやつがいた。

「あっ、何をはさむのかわかんないですけど、おしりならはさめそうですよねっ！」

「………………」

　俺のことを一瞬見た春日先輩は、みるみるうちに顔が赤くなり、恥ずかしそうに再び俯いてしまう。

　これは確実に想像してしまったやつだ。

　俺にはわかる。

　なぜかって？　俺もそうだったからに決まっているじゃないか！

「うう……こほん──ごほごほっ」

　仕切り直そうと思ったのだろう。

　先輩は咳せき払いをしたが、やり慣れていないようで咳き込んでしまっていた。

「えっと、その、……そう、立のことね。結局、立は何がしたいのかしら？」

　その問いに答えたのは、まさかのいなりだった。

「はーれむ？　をつくるんだって言ってましたよ？」

　耳を疑う言葉だったけれど、いなりはわざわざこんな噓うそをつくようなタイプじゃない。

　ということは、つまり──。

「一番がりつ様で、いなりが二番だったかな？　そう、りつ様が」

「ああ、そういうことだったのね」

　いなりの言葉に春日先輩は、なぜか納得している様子だった。

　俺はというと、ちっとも姉さんの真意が理解できていなかった。

　そもそも、この呪いは俺が異性と気軽に話せないようにするためじゃなかったのか。

　自分を勘定に入れているということは、ハーレムをつくるのは俺だし、姉さんの言うことと矛盾して……いや、そうじゃない。

　姉さんはこうも言っていたはずだ。俺の遺伝子を残す云うん々ぬんと。

　自分自身が俺と籍を入れるという目的以外に加えて、遺伝子を残すことも目もく論ろんでいるというのなら、ハーレムも矛盾はしない。

　いなりを許容している時点で、独占する意思はそもそもないようだし、ただ単にその序列一位に姉さんがいればいいだけなのだろう。

　しょせん憶測にしか過ぎないけれど、あとで姉さんを問い詰めれば済む話だ。

「もしかして、私が三番目候補だったりするの？」

　唐突に春日先輩がいたずらっぽい笑みを浮かべて、そう問いかけてきた。

　そんなこと急に言われても考えたこともないし、否定するのも躊躇われるしで、俺は押し黙ることしかできない。

「ああ、いいのよ。別に怒ってるわけでもなんでもないから。むしろ、それが本当なら、光栄とさえ思えるわ」

　苦笑いを見せた先輩は、いなりに視線を向けた。

「あの立と、こんなにかわいい、いなりちゃんの次ってことでしょう？　それって私にしてみれば、過大評価もいいところだと思うもの」

　春日先輩は俺からしてみても、そんな低評価になるような人じゃない。ただそれは、外野の意見であって本人にとっては違う、ということなのだろう。

　とくに先輩は、自分のことをかなり過小評価していそうだから。

「今まであまり褒められた経験もないし、立と一緒にいるとどうも、ね。あれで普通の人間だっていうんだから嫌になるわ。まあ、立だからこそ私に付き合ってくれているんだけど」

　姉さんの弟という立場にいる俺からしても、思うところがないわけじゃない。

　それは、春日先輩にとっても同じなのだろう。それだけ姉さんの存在は、身近にいればいるほど大きく感じるものだ。

「でも、それが立の考えだっていうのなら──」

「ひええー」

　情けない声を発した、隣に座るいなりを見やる。

　いなりはカップの中に入っていたミルクを、口元から胸元にかけて盛大にぶちまけて白く染めていた。

「つめたいです……」

　まずいことをした自覚はあるのか、いなりはばつが悪そうにはしているものの、もはやこの程度のことでは、俺も怒る気にはなれない。

「むぐ……」

　席に座った時に渡されていたおしぼりで、いなりの口元から順に拭いてやっていくが、胸のところに行く前に手が止まった。

　胸を拭くのに躊躇いがあった、というのもある。

　でも、一番の理由は、身を乗り出した春日先輩に、おしぼりを持った手を摑つかまれたからだった。

「……ねえ、弟くん」

　なぜかその声は、怒っているように思えた。

「なんでいなりちゃんは下着、着けてないの？」

　そんなバカな。

　思わず、いなりの胸元を見てしまうが、確かに本来透けているべきものがなく、その代わりに本来見えないはずのものが──。

「いなりちゃん、このままでいるわけにもいかないから、私の家に行きましょう。すぐ近くだから」

「あっ、えっ？」

　半ば引きずられるようにしていなりは、先輩に連れられていってしまう。

　俺は慌てて代金を払うと、ふたりの後を追った。

　しかし、俺は気づいてもいた。

　今朝、いなりが制服に着替えた時は姉さんも一緒にいたはずだから、姉さんはわかっていて見逃したな、と。
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　俺たちは、先輩の家に向けて住宅街を歩いていた。

　だが、いなりのスカートを春日先輩が気にしすぎるあまり、その道程は遅々として進まなかった。どうもいなりは、下着のことを知らないだけでなく、下も履いていなかったらしい。

　ていうか、あんなにひらひらしているスカートの中身が、なぜこうも見えないのだろうか。

「もう、あんまり飛び跳ねないで！」

　とくに今のいなりは、あまりに無防備だというのに、不思議と何も見えなかった。

「ここよ、このアパート」

　そんなアホなことを考えていたら、先輩が立ち止まった。

　普通の住宅街を歩いていたから、てっきり俺は普通の一軒家に案内されると思っていたのだが。

「ああ、ごめんなさいね。綺き麗れいとはとても言い難い場所で。ひとり暮らしなんだけど、なかなか金銭的に厳しくって」

　築何年かはわからないものの、それなりに古い木造のアパートがそこにはあった。

　そして、二階の一番奥だから、と言われて部屋の前まで来たところで、先輩はいなりだけを先に部屋へ招き入れる。

「弟くんはちょっとここで待っていてくれる？　いなりちゃんは先に中に入って」

　理由は想像がつくし、言われるがままに、俺は部屋の前で言われた通り待つことにする。

　春日先輩は気にしていないようだけれど、女子高生のひとり暮らしが木造アパートというのは危ないんじゃないだろうか。

　せめてオートロックがかかる場所の方が……なんてことを考えていると、家の中から声がかかった。

「弟くん、待たせてごめんね。入っていいわよ」

　そう言われた俺がお邪魔します、と一声かけてから先輩の部屋に入ると、

「あっ、めぐみ様！　今、みやこ様にぱんつ？　もらいましたよー！」

　いなりが両手で白い逆三角のブツを俺に示してきた。

　それは、正面に小さなリボンだけついている簡素な物だった。

「ちょ、ちょっと、いなりちゃん！　これは違くって！　たまたま安かったから買ってそのままになってたのをあげただけなの！　べ、別に私がいつもこういうのってわけじゃないのよ！　いい、わかった!?」

「は、はいっ！」

　先輩に気け圧おされて、俺はついそう答えてしまっていた。

「あっ」

　あまりにも情けない引き金の引き方に、我ながら情けなくなりながらも、おいなりさんへの痛みは容赦なく襲いかかってくる。

「せ、先輩……トイレ借りてもいいですか……」

　会話を続けることで痛みが長引くことになったとしても、落ち着ける場所に俺は行きたかった。

「またお腹痛くなったの!?　そこの扉開けたらそうだから！」

　痛み自体は本当なのと、朝方の件もあって、春日先輩は俺の言葉を信じてくれる。

　すかさずトイレに逃げ込んだ俺は、痛みをこらえながら、これからのことを考え始めた。

　一応、今まで試したことを思い返してみると、いなりに耳打ちして伝えるというのが想定通り一番ましだったとは思う。

　なりふりかまわず、その手段に訴えてしまえば、少なくとも先輩に事実を伝えることはできるだろう。

「結局、俺が体面を気にし過ぎなのかもなあ……」

　でも、それは俺の本意ではない。

　いなりなら、すんなりやってくれる気はする。

　かといって、俺は彼女においなりさんを握ってくれなんて頼み事を、他の女の子に対して言わせたくはなかった。

「そろそろ出るか……」

　何の答えも出ていない状態で出るのも望ましくはないものの、このままここにいるわけにもいかず、俺はトイレのドアを開けた。

「もう大丈夫なの？」

　心配そうに問いかけてくる先輩に、俺は頷きを返す。

　すでに座っているいなりはというと、おそらく穿はきなれないのだろう下着に違和感を覚えているのか、お尻のあたりをもぞもぞとさせていた。

「とりあえず、上は……さ、サイズがなかったから、シャツを着せてあるんだけど、ちゃんと買った方がいいわね」

　あとでちゃんと立を問い詰めないと、と意気込む春日先輩が妙に頼もしく見えた。

「ああ、私もついていくから心配しなくていいわよ。じゃあ、明日の放課後に校門の前で待ち合わせしましょう。いなりちゃんもそれでいいわよね？」

「はーいっ」

　今までの話を理解しているのかはわからないが、いなりは元気よく返事をしていた。

　結局、先輩の家まで来てみても、うまく苦境を伝えられる方法は思いつかない。

　とはいえ、今はまだ急ぐことはない、とひとまず俺たちは先輩の家を後にすることにした。

「めぐみ様、どうぞっ！」

「……何やってんだ、お前」

　なぜか俺の前で座り込むいなりは、何かを待っているようだった。

「肩車で帰りましょう！」

「却下」

　まだその話が生きていたのか……と呆あきれながら、俺はさっさと歩きだしてしまう。

「あっ、待ってくださいよーっ！」

　慌てていなりが追いかけてきて肩車をせがんでくるものの、取り合うつもりのない俺は気にせず歩き続けた。

「じゃあ、これでがまんします！」

　並んで歩く俺の手を、いなりはぎゅっと握りしめてきた。

　これくらいならいいか、と思えるようになってしまった俺も俺だが、手を握って歩くことへの照れくささはいまだに残っている。

「今日は何が食べたい？」

　だから、俺は内心の照れくささを誤魔化すように、いなりにそう問いかけたけれど、

「おいなりさんがいいですっ！」

　返ってきたのは、予想通りの答えだった。





第四章　おいなりさんと、いまむかし





１






　先輩の家からの帰り道。

　俺はたまたま見つけた書店に、いなりと一緒に来ていた。

「へえー、いっぱい本があるんですねー」

　俺の後をついてきながらいなりは、店内をきょろきょろと見渡している。

「この辺だな……」

　お目当ての棚は、参考書などが陳列されているところ。

　ただ、書店に来た目的は、俺の勉強ではなく、いなりの勉強のためだった。

「……いなり。これわかるか？」

　俺は小学一年生用の算数ドリルを手に取っていなりに見せる。

「えーっと……なんだか見覚えがある気はしますよ？」

　いなりに俺が見せたのは、一桁の足し算が載っているページ。

　案の定というか、薄々気づいてはいたけれど、いなりの学力は、少なくとも高校一年生程度ではなさそうだった。

「これがどうかしたんですか？」

「お前もさ、こっちの世界で暮らしていくんだろ？　だったら、少しは勉強してこれからの生活に備えた方がいいかな、って」

「おべんきょう、ですか？」

　俺の言葉を聞いて、いなりはきょとんとした表情を見せた。

「嫌か？」

「い、いえ。でも、いなりもやっていいんですか？」

「ダメってことはないだろ。いなりがやりたくないなら、無理強いするつもりはないけどさ」

「そんなことないです！　ただ、その……」

「その、なんだ？」

「今までやりたくてもできなかったので、本当にいいのかな、って」

　いなりはそう言って、困ったような笑みを浮かべた。

「できなかった、って……でも、神しん使しだったんだろ？　じゃあ、勉強くらい少しはやったんじゃないか？」

「もっと小さい頃にちょっとだけ。すぐに宇う迦か之の御み魂たまの神かみ様のおそばにいることになったので、それからはしてないんです」

「ちょっと待てよ。宇う迦か之の御み魂たまの神かみってお前のとこの一番偉い神様だろ？　その側そば仕づかえなら、けっこうすごいんじゃないか？」

　神様の世界と人間の世界の常識が同じとは限らない。

　別に計算ができなかったとしても、本人が気づいていないだけで、実はいなりが優秀で引き立てられていたという可能性だってあるだろう。

「そんなことないですよ。いなりがやっていたのは、宇迦之御魂神様とおさんぽしたりおしゃべりしたりするくらいでしたから」

「それは……確かに言う通りかもな」

「あと、宇迦之御魂神様のおそばにいたのは、いなりが全然おべんきょうができなかったせいでもあるんです。覚えるのが遅かったせいで怒られて泣いていた時に、宇迦之御魂神様が声をかけてくださって」

「でもさ、勉強する時間くらいはあったんじゃないか？」

「んー、時間はありましたけど、いなりの周りにいた方たちはみんな忙しそうでしたし……。自分で頑張ろうとしても、どうすればいいのかわからなくって」

　中枢に近いところにいたのだろうから、周りにいた人たちが、いなりをかまっていられる時間は少ないだろう。

　それに、足し算すらあやふやな時に勉強から引き離されていたのなら、今のいなりの状態にも頷うなずける。

　ただ、俺には解せないことがあった。

「勉強しようっていう気持ちはあったんだろ？　だったら、それこそ宇迦之御魂神に頼めばよかったんじゃないか？　勉強させてくれ、って」

「宇迦之御魂神様ももう一度頑張りたかったら、いつでもやり直せばいい、とおっしゃってくださいました。……でも、ダメなんです」

「ダメ、って別にそんなこと……」

「だって、他の方にご迷惑じゃないですか。いなりがいたら、教えるのに時間がかかってしまいますから」

　授業進度をあまり成績の良くない子に合わせることで、他の子の進度も遅れてしまう、というのはよくある話だ。

　だけど、いなりが気にするべき話ではないと、俺は思う。

「……昔のことはともかく。今回は、俺がお前に勉強を教えたいから教えるんだ。だから、他の人のことなんて気にしなくていいんだぞ。どうせ、お前以外に教える相手もいないしさ」

　いなりはちらちらと俺の方を窺うかがいながら、小声で俺に問いかけてくる。

「いなりもおべんきょうしていいんですか……？」

「お前次第だよ。少なくとも、俺は教える気満々だしな」

「えっと……じゃあ、その、お願いします！」

　少し逡しゆん巡じゆんしてはいたが、いなりは俺の言葉に大きく頷いてみせた。

　しかし、ここまでの発言を顧みると、どうやらいなりが思い違いをしているらしいことに、俺は気づいた。

　いなりには悪いが、その思い違いは正してやらねばならないだろう。

「でもな、いなり。お前はそう思ってなかったのかもしれないけど、今日お前は勉強を教えてもらっていたはずだぞ」

「………………？」

　俺の言っていることを理解できていないことくらい、いなりの顔を見ればわかる。

「今日、学校行っただろ？　別に学校には遊びに行ったわけじゃないからな」

「えっ？」

　いなりの表情が強こわ張ばった。

　人の勉強の邪魔になるなんて言うやつだ。学校がどういうところかわかっていれば、俺の膝の上に座って寝ようとはしなかっただろう。

「で、でも、りつ様がみんなで楽しく過ごすところだって……！」

「その認識は間違いじゃないけど、勉強するところっていう方が正しいぞ」

「あう……」

　目に涙がにじみ始めたいなりに、俺は慌ててフォローを入れる。

「知らなかったんだし、しょうがないって。ていうか、俺もちゃんと言ってなかったし、姉さんも説明不足だったみたいだしな。明日からちゃんと授業を受ければ大丈夫だよ」

「……本当ですか？」

「ああ、本当だ。最初は何を言ってるのかわかんないと思うけど、わかんないところは俺が教えてやるから、一緒に頑張ろう？」

「は、はいっ！」

　目元をごしごしとこすった後、いなりは笑みを浮かべてみせた。

　それから俺たちは、算数ドリルと漢字ドリルをいくつか買って、店を出たのだった。
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　書店に寄って家に帰ってきた後。

　買ってきた算数ドリルを、夕飯の後すぐに俺はいなりにやらせていた。

「に、たす、さん、は……ご？」

「指で数えるな、って言ってるだろ」

「えーっ、でも……」

「でも、じゃない」

　書店で確認していた通り、いなりは四則演算の初歩で躓つまずいてしまっている。

「ろく、たす、ご、は……あれ、あれれ？」

　数えるための指が足りなくて、いなりが困惑する姿を見るのもこれで三回目だ。

「だから、指で数えてるせいで、十を超えると数えられなくなるんだって」

「じゃあ、どうすればいいんですか……？」

「五足す五はいくつだかわかるか？　指で数えるのはなしだからな」

　そう言うと、いなりは指折り数えはしなかったけれど、両手を広げて自分の指をじっと見つめ始めた。

「じゅう、ですか？」

「そうそう。なら、六は五よりいくつ多い？」

「うーん、……いち？」

「そこまでいけたらあとは簡単。五足す五が十なら、五足す六は十よりいくつ多い？」

「あーっ、いち、ですね！」

「なら五足す六はもうわかるだろ？」

「じゅういちですっ！」

　出来がいいとはお世辞にも言えないし、人によっては、いなりに勉強を教えるのは苦痛を伴うのだろうなと思う。

　でも、いなりはきっと自分の出来があまりよくないことを自覚しながらも、それをどうにかしようと努力し続けられるタイプだ、ということは俺にも伝わってきた。

　とはいえ、初めから根を詰め過ぎるのもよくないだろう。

「まあ、今日はこんなところだろ」

「あれ、もうおわりですか？」

「終わり終わり。ちゃんと片づけとけよ」

「もう少しつづけたかったのに……」

「明日またやればいいだろ？　その時、また教えてやるから」

　ちょうど理解し始めていたところだったので、いなりは水を差された気分だったのかもしれない。

「やくそく、ですよ？」

　だが、また教えると言ったのが功を奏したらしく、口を尖とがらせながらもいなりは、途中だった計算ドリルを片づけ始めた。

「ああ、約束、だ」

　俺はふと思いつきでいなりの手を取ると、互いの小指を絡ませる。

「どうしたんですか？」

「誰かと約束する時はこうするんだよ。指切りげんまん、ってな」

「ゆびきり……？」

　不思議そうにいなりは、自分の小指を見ていた。

　そして、いなりは照れくさそうな笑みを見せる。

「えへへ、なんだかしあわせなきもちになりますねっ！」

「そうか？」

「そうですよっ！」

　それからいなりはぼんやりと、自分の小指に目を落としていた。

　その表情から、俺は何も読み取ることができなかったけれど、やっておいてよかった、と漠然と思いはしたのだった。







　勉強を教えた後。

　いなりに待っているように、と厳命した俺は、ひとりで風呂に入っていた。

　姉さんが大きい風呂じゃないと嫌だと言い出したせいで、我が家にはそれなりの広さの檜ひのき風呂が導入されている。

　確かに、脚を真まっ直すぐ伸ばしてリラックスできるのは大きい風呂の特権で、なかなか良いものだと思う。

「これからどうすべきなんだろうな……」

　呪いのことだけじゃない。

　いなりと今後どう付き合っていくか、ということもある。

　そうは言っても、すぐに答えが出るわけもない。

　ひとまずその問題は先送りにして、俺は風呂を満喫すべく体を弛し緩かんさせ──。

「めぐみ様、いなりもはいりますっ！」

「は？」

　がらりと風呂場の扉が開けられたかと思ったら、一糸まとわぬ姿の──狐きつねにしてみたらこちらの方が普通なのかもしれないが──いなりが勢いよく駆け込んできた。

　そっちも髪の毛と同じ黄金色なんだな、なんてことを考える暇はあっても、さすがに体を動かす余裕はない。

　そのせいで、ばしゃんと音を立てて風呂に飛び込んだいなりを、制止することは敵かなわなかった。

「お、おしりが……」

　いなりは風呂の深さをあまりよくわかっていなかったらしい。

「あいてて……」

　お尻を打ちつけたいなりは、涙目になりながらも何の躊躇ためらいもなく立ち上がると、無防備な姿を俺に晒さらす。

　いなりに視線を吸い寄せられていることを、俺は自覚せざるをえなかった。

　もしかしたらいなりは、着やせするタイプなのかもしれない。

　服越しには触れていたから大きいことはわかっていた。ただ、動くたびに揺れるいなりの胸は、俺の予想以上に──。

「おしり、赤くなってないですか？」

　いなりに見み惚とれてしまっていたからだろう。

　俺の顔の目の前に、いなりが白いお尻を突き出したことへの反応が遅れてしまう。

「な、ナッテナイデスヨ」

「えーっ、本当ですかあ？」

　硬直する俺をよそに、いなりは頑張ってお尻の様子を見ようと、風呂の中で立ちあがって体をよじっている。見えてはいけないものまで見えてしまいそうな体勢になっていて、もういろいろとやばかった。

「フロハイレヨ、ダイジョウブダカラ」

　何も大丈夫ではないけれど、俺はなんとかそれだけ口にすると、風呂の白濁した湯をじっと見つめることにした。

　下手にこの状況で先に出ようとすると、何をされるかわかったもんじゃない。

「でも、いたいんですもん！　もっとちゃんと見てくださいよー」

　それなのに、俺の気も知らず、いなりは自らのお尻を再び近づけてくる。

「このあたりなんですけど」

　このあたりとか指で示されても困る。

「めぐみ様、ちゃんと見てますか？」

　しかし、徐々に近づいてくるいなりのお尻。

「めぐみ様ー？」

　俺の視界が、いなりのお尻に支配されていく。

「見てる！　見てるから！　まったく問題なし！　真っ白のままだぞ！」

　どうしようもなくなった俺は、目を逸そらしてそう叫ぶことしかできなかった。

「めぐみ様がそう言うなら……」

　いなりは納得してはいないようだったが、俺の言葉を受け入れてくれたらしく、今度は、俺の隣に用心深く腰を下ろした。

「ていうか、俺が出てくるまで待ってろって言っておいただろ。な──」

　俺はこの時つい、いなりに視線を向けてしまっていた。

　そして、知った。

　おっぱいは水に浮くのだということを。

「──んで来たんだよ？」

　強い意思でぐっと視線を逸らした俺を誰か褒めて欲しい。

「いなりも、めぐみ様とおふろはいりたかったんですもんっ！」

「……さいですか」

　俺はこの状況を喜ぶべきなのだろうか。

　いや、嫌だと言ったら罰が当たる気はするけれど、手放しには喜べない複雑さがあることだけはわかってもらいたい。

「うーん、きもちいいですねえ……」

　無防備にもいなりが、そう言って両腕を上に伸ばす。すると、ぎりぎり水面の下に隠れていたいなりの胸の先にある桃色のアレが、いなりの動きに合わせて見えそうになっていた。

　だが、俺は目を逸らすことしかできない。

「めぐみ様、あの……ダメならダメでいいんですけど……しっぽ出してもいいですか？　なんだかむずむずしちゃって」

「別にいいけど」

　何がどうむずむずするのか。そんな痴的、もとい知的好奇心は気づかなかったことにして、俺は深く考えもせずに許可を出した。

　その瞬間、黄金色の尾がふたつ、湯の中に浮かび上がってくる。

　改めて見てみると、俺が条件を満たした時にこれが増えていくのなら、尻尾を出した時はかなり動きにくそうだ。

　普段はしまっているからいいのかな、なんてことを考えながら、ふといなりの方を見た時に俺は気づいた。

　頭の上でぴょこぴょこと動く、三角形のいなりの耳に。

「いなり、それ……」

「あっ、耳も出ちゃってました。しまわなきゃ……」

「いや、今はいいよ」

　なんだかそれに無性に引きつけられる自分がいた。

　そして、どうしても自分を抑えきれずに、いなりの耳に手を伸ばしてしまう。

「くすぐったいですぅ……」

　恥ずかしそうに身をよじるいなりを見ていたら、ついもっと触りたいという衝動がわきおこってくる。

「そ、そこは……」

　毛並みがやわらかく、それでいて触るたびにぱたぱたと反応を返すいなりの耳に、俺はすっかり夢中になってしまっていることを自覚していた。

　いや、その耳はきっかけに過ぎず、恥ずかしがるいなりをもっと見ていたいだけなのかもしれない。

　今まで考えたことはなかったけれど、もしかしたら俺にはＳの気があるんじゃないだろうか。

　普段は姉さんに虐げられるような形になることが多いから、この隠れた性癖にも気づかなかったのかも……と思い始めた時だった。

「め、めぐみ様ばっかりずるいですっ！　次はいなりの番ですよ！」

　いなりが俺の下半身に手を伸ばしたのは。

　両手はいなりの耳にあるから止めることはできず、こういう時にばかり動物的な俊敏性を見せるいなりの手から逃れるだけの余裕は俺にはなかった。

「……あれ、かたい──」

「さ、先に上がってるからゆっくりしてていいぞ！」

　その場に留まり続けることが、俺にできようはずもない。

　たとえ、一瞬だろうが、自分の分身を晒すことになるからといって。
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「えっ、あーっ、待ってください、めぐみ様っ！　今のなんです──」

　ぴしゃりと風呂場の扉を閉じたせいで、いなりの声は途中で途切れた。

　そして、いなりが追いかけてくる前に、手早く体を拭くと、俺はさっさと逃げ出したのだった。







「めぐみ様、ひどいですよー。いなりを置いて行っちゃうなんて」

「いや、さっきは気が動転して──」

　リビングまでなんとか逃げ出してきたら、いなりの声が追いかけてきて、俺は深く考えずに後ろを振り返った。

　だから、俺は悪くないはずだ。

　なぜか真っ裸でびしょ濡ぬれの女の子が、目の前に立っているのを見てしまったとしても。

「お、お前、服は……？」

　なんとか口から出せた言葉は、それだけだった。

　さっきの風呂場でも、なんだかんだでいなりの裸を見たには見た。

　でも、湯気もあったし、はっきり見えていたわけでもない。

　それが今や、長い黄金色の髪が胸のあたりにひっついているだけ。

　尻しつ尾ぽや狐耳もしまっていたから、それ以外はもう恐ろしいほどに丸見えだった。

「ふく？　ああ、この姿だと着ないといけないんでした！」

　そんな教科書忘れたくらいの軽いノリで言わないでくれ、と思わざるをえなかったけれど、いなりはさらに信じがたい言葉を重ねてきた。

「あーっ、でも、いなりはあのせいふく？　しか持ってなくて……あっ、ぱんつはけばいいんですよね？」

「いいわけないだろ！」

　ちょっと待ってろ、と言い残して俺は自室に駆け込み、すぐに取って返す。

「これでも着とけ！」

　いなりに投げ渡したのは、白いＴシャツに短パン。

　しかし、この時の俺は考慮が足りていなかったといえるだろう。

　もぞもぞと俺が渡した服と春日かすが先輩からもらった下着を身に着けたいなりの姿を見れば、それは一目瞭然だった。

　自然乾燥に任せるばかりだったいなりの体が、この短時間で完全に乾くわけもない。

　そのせいで、短パンはまだしもＴシャツは、いなりの肌にぴったりとはりついてしまっている。

　そうなると白というシャツの色もあって、胸の先の桃色が綺き麗れいに透き通って見えてしまっていた。

「ぐっ……」

　悪くない、と思ってしまった俺を、誰が責められよう。

　上気する肌。

　しっとりと濡れた髪。

　そして、透けた服。

　この三種の神器の前に、俺は降伏する以外の術すべを持たなかった。

「くしゅんっ」

　だが、いなりのくしゃみで、俺は我に返る。

　そして、再度部屋に取って返すと、今度はちゃんと透けにくい色のシャツを渡して、もう一度着替えるように、と俺はいなりに言ったのだった。







「このあったかい風がでるやつ、気持ちいいですねーっ」

「ドライヤー、な」

　さすがにいなりの髪を濡らしたままでいさせるわけにもいかず、俺はいなりにリビングでドライヤーをかけてやっていた。

　黄金色の髪はさらさらと絹のような手触りで、つい念入りに手を入れたくなってしまう。

　髪の毛が長いからなかなか乾かないこともあって、いろいろな角度で温風を当てているうちに、俺ははたと気づいた。

　俺がソファに座っている前で、いなりは俺に頭を預けるようにして床に座っている。

　この若干いなりを下に見おろす角度かつ、サイズのあっていないぶかぶかのＴシャツを着たいなりの鎖骨のあたりに風を当てると……。

　ふわり。

「………………」

　気づくべきではなかった。

　そうすると、いなりの首から下が丸見えになる、ということに。

　が、俺も男だ。別に意図してやっているわけではなくても、無意識的に──。

「……ふわぁ」

　そんな時、いなりが小さなあくびをした。

　もう髪の毛も乾いていたことだし、と俺は誘惑を振り切って、ドライヤーの電源を躊躇いつつも切ることにした。

「そろそろ寝るか？」

「もちろん、めぐみ様も一緒ですよね？」

　にこにこと笑ってそう言ったいなりに、俺はただ頷くことしかできなかった。
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　──そして、翌日。

「ごめんなさい、待たせちゃったわね」

　といっても、数分くらいしか待っていないけれど、昨日した約束通り、放課後になると春日先輩が校門の前に姿を現した。

「さあ、行きましょうか」

　向かう先は、歩いて行ける距離にあるショッピングモール。

　俺も何度か足を運んだことはあるし、よくある類たぐいのものだ。いうほど目新しい場所ではない代わりに、そこそこ繁盛もしている場所という印象がある。

　しかし、その場所に近づくにつれ、なぜか人とすれ違う回数が如実に増えていく。

　それも俺たちの目的地から離れていく人と。

「授業が終わったら、立りつは今日もすぐどこかに行っちゃって。また……余計なことをしていなければいいのだけど。弟くんも立が何をしているのか知らないわよね？」

　頷く俺を見て、先輩は深く溜ため息いきをつくと、ひどく疲れた表情を見せていた。

　姉さんは雑務をやりたがるような人ではないし、先輩に仕事を押しつけがちなのかもしれない。

　だから、不在が続くと生徒会の仕事なりなんなりが、より春日先輩にいってしまうのだろう。

　そのせいか、今の先輩はいつもより疲労が蓄積しているように思えた。

　そんな中で、こんなことに付き合わせてしまうのは申し訳ない。

　とはいえ、今回は先輩がいないとどうすればいいのか皆目見当もつかないし、あとで何らかの埋め合わせをしておかないと……。

　それに加えて、俺は春日先輩への事情説明をしなければならないというのに、いまだに何もいい方法を見つけられていなかった。

　まったく、どうすりゃいいんだ……。







「いなりちゃんは何色が好き？」

「うーん、めぐみ様はどうですか？」

「いや、自分で決めろって」

　きっと黄金色の髪には黒の下着がよく似合う──子どもっぽいいなりだからこそ、逆に大人っぽい物の方が──なんてことを言えるわけもなく。

　女性用の下着がずらりと並ぶコーナーの前。

　女の子ふたりに挟まれて下着を選ぶのは、周りからの視線が気になって仕方なく、俺は若干の居心地の悪さを覚えていた。

「えーっと……」

　黒、黒だ、といなりの手が並んだ下着に伸びるのを見ながら、俺はそう念じる。

「これなんかいいんじゃない？」

　なかなか決めきれないでいるいなりに、春日先輩が俺の方をちらと見てから、ある色を勧めていた。

「それ、かわいくないです」

　しかし、いなりにあっさりと却下されてしまう。

　……ああ、申し訳ないっていう顔で俺の方を見ないでください、春日先輩……。

「これ？　うーん、これかな？」

　いなりが指差したのは、意外にもオレンジ。

　黒はかわいくなくて、オレンジはかわいい……いや、かわいいか？

「あと、これ？」

「なんでその色なんだ……？」

　ついそう訊きいてしまう。

　オレンジと紫。その選択の理由は……。

「こっちがおいなりさんで、こっちがさつまいもです！」

　よくわからんが、いなりはそれでいいっぽいからいいのだろう、たぶん。

「それじゃあ、とりあえずそのふたつで。数はまだ足りないけど、少しずつ買い足していけばいいんじゃない？」

　先輩もそれでいいと判定を下したらしく、これにて選ぶ時間は終わりになる。

「上下でセットになってるやつだけど、一応上だけは試着しておいた方がいいかもしれないわね。そこに試着室があるからいなりちゃん、弟くんと行っておいで。私は飲み物でも買ってくるから」

　役割が逆ではないですか……？　と声を上げるわけにもいかず、俺は先輩に言われた通り、いなりについていくことしかできなかった。

「ここでしちゃく？　するんですよね？」

　下着を選んでいる時にいなりは、試着の意味を春日先輩に教えてもらっていた。

　だから、何をすればいいということはわかっているらしく、おっかなびっくりという感じで、いなりは試着室の中に入っていく。

　だが、まだ試着室のカーテンが開いているというのに、いなりは服を脱ぎ始めてしまっていた。

「ちょっ、おい！　ああ、もう……外で待ってるからな……」

　カーテンを慌てて閉めた俺は、嘆息しながら膝に手をついた。

「あっ、あれ？　ううん？」

　なにやら不穏な声が、試着室から聞こえてくる。

　やばいと思った時には、いなりがカーテンを開いて──。

「めぐみ様っ！　これどうすれば──」

　そのカーテンを俺が閉じた。

「いなり、頼むからその格好でカーテンを開けるのはやめてくれ……」

　状況は一目でわかった。

　あいつはうまくホックをかけられなくて、ブラジャーが宙ぶらりんになったまま、カーテンを開けようとしやがったのだ。

「でも、どうすればいいのかよくわかんないんですもん！」

「わかった、わかったから！」

「めぐみ様ーっ？」

　黙れ、と言って黙るやつじゃないし、これ以上騒がれると周りの目が怖い。

　──ええい、ままよ。

「いなり、今から入るから俺の方に背中向けてろよ！」

　これなら俺は背中しか見ずに済むし、さっさと事を終わらせて──。

「ぐっ」

　周囲の目を確認したのち、靴を脱いで試着室に入った俺の目に飛び込んできたのは、確かにいなりの背中だった。

　下は制服のスカートのまま。そして、上は宙ぶらりんのブラジャー。

　と、とにかく、やるべきことを果たしてここを出よう。

　俺はとりあえずホックをかけてやろうとして手を伸ばしたが、動揺しているせいで手元が狂ってしまう。

「……き、きつくないか？」

　それでも、なんとかやり終えてそう問いかけると、いなりが振り向こうとしたので、俺はいなりの肩を摑つかんでそれを制止した。

「大丈夫そうですけど……変な感じがします……」

　いなりの手の動きでわかる。いなりの背中から目の前の鏡に視線を向けさえすれば、彼女が自分の胸を触っているのが見えるはずだ。

「じゃあ、俺はこれで……」

「あの、めぐみ様。質問があるんですけど、なんでおっぱいってあるんですか？」

「…………え？」

「なんであるのかなーって。今まであんまり気にしてなかったんですけど」

「なんでってそりゃあ……あれだろ、母乳をあげるためだろ」

「ぼにゅう？」

「ほら、赤ちゃんにお乳飲ませたりさ」

「ああー。でも、いなりはおちちでませんよ？」

　さらに自分の胸をもみもみするいなり。

「お前、赤ちゃんいないだろ……」

　それに的確な指摘をする俺。

「あっ、たしかに！　……あれ。でも、赤ちゃんってどうやったらできるんですか？」

　しかし、その答えにくい質問を前に、俺は言葉に詰まってしまう。

「えっと、その……」

「そうだっ！　いなりはめぐみ様とおんなじ人間の姿ですし、人間とおんなじ方法で赤ちゃんできますよねっ!?」

「ま、まあ、そういう考え方もできるな……」

「あっ、もしかして、ちゅーすればできますかっ!?」

　突然そんなことを言い出したいなりに、俺は油断していた、と言わざるをえなかった。

　くるりと反転したいなりの肩を摑んでいたこともあって、どうしても俺の腕の中に抱かれるような立ち位置になる。

　そうなると、どうしても目が行くのは、その半ば露あらわになった胸元と艶やかな唇で……。

「べ、別にそんなことしても、赤ちゃんはできないからな！」

　俺は視線を振り切って、上を向きながらそう言ったけれど、すぐに後悔していた。

　じゃあ、どうすればいいんですか、につながる流れ、だとすぐに気づいたからだ。

　でも、いなりが口にしたのは違うことだった。

「じゃあ、ちゅーってなんのためにするんですか？」

「そ、それは……」

　至極真っ当な疑問ではあっても、俺自身もその問いに対しての明確な答えを持ち合わせていなかった。

「好きな人同士が、なんていうか……、互いが好きだって確かめ合うっていうかさ……」

　そのせいで、ずいぶんと曖昧な答えになってしまったけれど、それに反して、いなりの声は弾んでいた。

「じゃあ、いなりはめぐみ様とちゅーしたいですっ！　いなりはー、めぐみ様がすきだから、めぐみ様がいなりをすきならちゅーできますよねっ？」

　目をきらきらさせて、俺の方を見られても困る。

　俺はついいなりと距離を取ろうと後ずさりしたものの、いなりがその分体を寄せてきて、逆に距離を詰められてしまう。

「か、勘弁してくれ！」

　その圧に負けた俺は、足をもつれさせながら、試着室から逃げるように飛び出した。

「あっ、待ってくださいよー！」

「そんな格好で出てくるなって！」

　上半身が下着姿のまま俺を追ってこようとしたいなりを、俺は試着室のカーテンを閉じることでなんとか押しとどめた。

「なんでそんな疲れてるの？」

　そのすぐ後に戻ってきた春日先輩が、不思議そうに問いかけてくる。

　でも、何があったのか先輩に気づかれないように、靴を履き直すのに精いっぱいで、俺は苦笑いを浮かべることしかできなかったのだった。
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　買い物を終えてすぐ。

　もう買い物に飽きてしまったらしいいなりが、約束したじゃないですかー、と勉強の続きをしたいと言い出した。

　そこで、今日の集まりはお開き、ということになる。

　春日先輩には申し訳なかったけれど、苦笑交じりに用があるから先に帰ると、先輩は言ってくれたのだ。

　そして、家に帰るといなりは本当にリビングのテーブルで算数ドリルを広げて、昨日の続きを始めていた。

　足し算はある程度できるようになったから、いなりは引き算に挑戦し始めている。

　すでに手を使ってはいないし、それほどかからずに引き算もできるようになるだろう。

　俺はというと、勉強を教えるという約束をした手前、いなりのことを見ていないわけにもいかず、いなりの後ろでソファに座りながら本を読んでいた。

「うーん……」

　と、いなりが悩みだすたびに、俺も本から顔を上げて約束通り教えたりしていた。

　いなりの理解が進むにつれて、だんだんとその教える間隔も広がっていく。

　それもあって、だんだんと手持ち無沙汰になり始めた俺は、悪いと思いながらもついソファに横になってしまっていた。

「ふわあぁ……」

　そのあくびが契機になったのだろう。

　俺は迫ってきた眠気に抗あらがうことができず、瞼まぶたを閉じてしまっていた。

　まあ、何かあればいなりが起こすだろう、と考えて。







　……ああ、これは夢だな、と俺は理解していた。

　姉さんに手をつないでもらっていた俺自身が、十年前の姿だったから。

　場所は弱っていた狐を見つけた、家の隣の神社の前。そこで、俺たちは動物病院から来る獣医を待っていた。

「あの子は元気になったから自然に帰すの。いいわね？」

「うん……」

　この時の俺は本心で言えば、助けた狐を飼いたいと思っていた。

　弱々しい姿を見てしまっていたこともあって、すぐに自然へ帰したらまた同じ目にあうんじゃないか、と俺は考えていたのだ。

　でも、野生動物の扱い方を訥とつ々とつと話す姉さんに反論することが、俺にはできなかった。

　だから、助けた狐が自然へと帰る姿を、俺は見送りに来ていたのだった。

　狐の正体がいなりだということを知ってしまった今となっては、その選択肢が正しかったと言わざるをえないし、今の俺もそれで納得している。

　とはいえ、別れるという選択は本当に正しかったのか、という後悔の念が、いなりと再会した今の今まで俺の中に残っていたことは事実だった。

　そのうちに狐を連れた獣医の先生がやってくる。すると、それまで獣医の先生の腕に抱かれていた狐が突然暴れ出して、俺のもとへと駆け寄ってきた。

「ずいぶんと元気になったのね」

　優しげな笑みを見せる姉さんに俺は頷きを返すと、脚にすり寄ってくる子狐を抱き上げた。

「こんっ！」

　嬉うれしそうに鳴きながら、子狐は俺の頰に顔を摺すり寄せてくる。

「ちゃんとあなたのことを覚えていてくれたんじゃない」

　そう言って、姉さんは子狐の頭を撫なでた。

「だから、きっといつかまた会えるわ。この子はあなたのことを覚えているだろうから……あなたがこの子のことを覚えていれば、ね」

「…………」

　暗にお別れをしなさい、と言われていることは理解していた。

　だが、理解していても、納得していても、行動に移すことが、その時の俺にはできなかった。

「あなたは優しい子だから、不安になるのもわかるわ。だけどね、あなたはまだ小さくて、弱くて、この子をひとりで守りきれないでしょう？　あなたが望むのならば、私が手を貸してあげなくもないけれど、私自身はそうしたいとは思っていないわ」

　姉さんの言う通りだった。

　子狐に対して俺が出来たことと言えば、ただ抱きしめてあげることくらい。

　本当の意味で子狐を助けたのは、姉さんの手腕であって、俺ではない。

　それが厳然たる事実。

「この子もあなたも同じでまだ小さくて、弱い存在には違いないわ……でも、この子だけが特別だというわけじゃないの。わかるわよね？」

　それは、ここ最近ずっと姉さんに言われていたことだった。

　俺が子狐にしてあげられることは数少ない。

　その上、偶然の出会いをきっかけに自分勝手に動物を飼ったとしても、飼われた動物が幸せかどうかはわからない。

　少なくとも、姉さんは動物を軽々しく拾って飼うことには反対だった。

　俺自身も心の中では、姉さんの考えに賛同していた。

　こうして互いの道が交わる瞬間はあっても、俺の身勝手で同じ道を無理やり歩ませるべきじゃないのだ、と。

「……ほら、お行き」

　抱いていた子狐をおろして、俺は別れを告げた。

　しかし、子狐は不思議そうに俺の方を見るばかりで動こうとしない。

「今は一緒にいられないんだよ。だから、お別れしないといけないんだ」

　子狐に言い含めるように俺は言った。

　それでもなお、子狐は俺から離れようとはしなかった。

「……約束するよ。今度はひとりでなんとかできるくらいに強くなる。その時に君がまた一緒にいたいと思ってくれるのなら、一緒にいよう。だから、いつか君も立派になった姿を見せて欲しいな」

　俺の言葉に納得したのかはわからない。

「こん」

　でも、子狐はしばらくしてから返事をするように鳴いて、どこかへ走り去っていったのだった。

「そう言ったからには、ちゃんと強くなってもらわないといけないわね？　それじゃあ……十年後あたりに一度試してみましょうか」

　いたずらっぽい笑みを見せて、姉さんが頭を撫でてくれる。

　それをきっかけに、俺はなんとかせき止めていた涙が溢あふれだしていくのを感じていた。







「う、ん……？」

　ああ、寝てたのか……と認識する頃には、さっきまで見ていた夢の内容は薄れ始めていた。

　いなりと別れた時のことを、俺は今まで忘れていたわけじゃない。

　とはいえ、もうほとんど思い出すことのなくなっていた記憶ではあった。

　それに、あの出来事がなければ、今になってもあの神社においなりさんを持っていったりはしなかっただろう。

　そういう意味では、俺にとってひとつの転換点だったように思う。

　夢で見た過去の記憶のことを考えながら、ふといなりの方を見ると、彼女は机に突っ伏して居眠りをしていた。

　見れば、今日のうちにやると言っていたところまでは終わっていて、そこまでやってから力尽きたようだった。

「おーい、そんなとこで寝てると風邪ひくぞ」

　自分のことは棚に上げて、そう声をかけてみたものの、むにゃむにゃと寝言に近い反応が返ってくるだけ。

　まだ寝るには早い時間ではある。

　でも、無理に起こすよりは、もうベッドに寝かせてやった方がいいだろうと、俺は考えた。

　そして、俺は一瞬の逡巡ののち、いわゆるお姫様抱っこの形で、いなりを抱きかかえることにする。

「……意外と軽いな」

　背は俺よりも少し低いくらいだから、もうちょっと重いのかと思っていた。けれど、なんだかんだいっても線が細いのか、少し不安になる軽さだった。

「うぅん……」

　俺の腕の中でもぞもぞと動くいなりを見て、俺はつい考えてしまう。

　本当にこの子をひとりで守れるくらい強くなれたのだろうか、と。

　正直に言って、俺自身はあの時から何かが変われた、という気はしないし、実際にそうなのだろうと思う。

　俺もいなりもこうして成長して、再会したというのに、だ。

　これまで俺がしてきたことといえば、相変わらず姉さんの陰に隠れて、女々しくおいなりさんをお供えに行っていたことくらい。

　この十年の間に、俺はいなりに誇れるようなことをできていたのだろうか。

　この期間が無駄だったとは言わない。

　それでも、ついため息が出て来てしまう。

　自分のことが、我ながら情けないとしか言いようがなかった。

「……お前は俺の何がいいんだよ」

　ベッドにいなりを寝かせた俺は、返ってくることのない問いをつい投げかけてしまう。

　幸せそうないなりの寝顔からは、何も読み取ることができない。

　それに、いつも明るく元気ないなりの姿を思い返してみても、それこそその答えが得られるとは思えなかった。

　俺は何をするでもなく、そのまま部屋の椅子に座りこんで、ぼんやりといなりの寝顔を眺めていた。

　俺はいなりに何をしてあげられるのだろうか。

　いなりは俺をどう思っているのだろうか。

　そんなことを改めて考えながら。





第五章　おいなりさんは、ちゅーしたい
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　先輩と買い物へ行った次の日。

　学校へ行ってからいなりは、朝から男女問わずクラスメイトのところへ行って、何かを訊きいて回っていた。

　俺は訝いぶかしく思いながらも、干渉することはせずに、いなりの好きにさせていた。

　すると、いなりに質問を受けたらしい男のクラスメイトが、俺に近づいてきたのだった。

「なあ、神かみ上じよう。お前と、あのいなりちゃんって本当に許嫁いいなずけなんだよな？」

「ああ、まあ、そういうことになってるみたいだけど」

「お前な……もうちょっと大事にしてやれよ」

　なぜか俺の言葉を聞いたクラスメイトは、肩を叩たたいてくる。

「…………？」

　どういう意味かわからず、俺はそのまま立ち去るクラスメイトを、ただ見送ることしかできないでいた。

　そして、放課後になってすぐにまた、クラスメイトのところにいたいなりが、声を上げて俺のそばへやってくる。

「やっぱり、めぐみ様の言う通りでしたっ！」

「な、何がだ？」

　まだ放課後になったばかりということもあって、クラスメイトからの注目を浴びていることを自覚しながら、俺はいなりに問いかける。

「みんなに訊いてみたんですけど、すきな人同士ならちゅーするらしいです！」

「えっ？　……ああ、その話」

　俺の言った言葉は、いなりの中ではまだ生きていたらしい。

　ていうか、キスの話を朝からいろんな人に訊いていたのか……。

「だから、ちゅーしましょう！」

　そう言って俺の両手を握りしめたいなりは、俺にぐっと体を寄せてきた。

「ちょっ!?　おい……！」

　クラスメイトたちが囃はやし立てることもせず、固かた唾ずを飲んでこちらを見てくるのがつらくて仕方がない。

「ああ、そうだ！　忘れてました！」

　しかし、俺の気も知らず、いなりはぱっと俺の手を放すと、制服のボタンに指をかけた。

「な、何しようとしてるんだ、お前!?」

「教えてもらったんですよ。ちゅーをした後に、はだかになってぎゅっとしてもらうんだって……あれ、それからどうするんでしたっけ？」

　いなりが視線を向けた先に俺も目を向けると、露骨にクラスメイトの女子数人が、目をそらしていた。

　何も知らないいなりに、余計なことを吹き込まないで欲しい……。

　どうせ子どもをつくるにはどうすれば、とかなんとかいなりが訊いたんだろうが。

「うーん、どうするんだったか思い出せないんですけど、途中からぬぐなら今からでもいいかな、って」

「……俺はよくないと思うんだけど」

「めぐみ様は途中からの方がいいんですか？」

「そういう問題じゃなくてだな……」

「あっ、スカートだけぬげばいいよ、って言われました！」

「誰に……？」

　いなりの指し示した方にいる男子数人も、すぐに目をそらす。

「何がいいのかよくわかんないですけど、その方がいいですか？」

「……それもよくないと思う」

「えーっ。じゃあ、どこからぬげばいいんですか？」

「そもそも脱がなくていいんだって」

「そういえば、ぬぐ必要なんてない、って言ってた人もいましたよ！」

　いなりよ、お前はキスのことを訊いていたんだろう。

　それがどうやったら、みんなの性癖を訊いて回ることになるんだ……？

「なら、このままでいいですよね？」

　さらに近づいてくるいなりから離れようと俺は後あと退ずさりするが、それを繰り返しているうちに、壁まで追いつめられてしまう。

「……めぐみ様はいなりのこと、すき、ですよね？」

　こういう時に限って潤んだ目で見つめてくるのだから、いなりは本当にずるい。

　でも、さすがにみんなの目もあるし、教室でいなりの求めに応じたいと思うほど、俺は寛容ではなかった。

「……しょ、正直急に言われても困るっていうか……あんまり軽々しくそういうこと言わない方がいいと思うぞ」

　俺としては、諭すように言ったつもりだった。

　だけど、当のいなりは驚いたように目を見開いたかと思ったら、急におろおろとし始めた。

「あ、あの、めぐみ様……おこってますか？」

　俺の意図がちゃんと伝わっておらず、いなりは怒られたと思ったらしい。

　だが、さっきとは違う意味で目が潤み始めてしまったいなりに、俺は何を言えばいいのかわからなくなってしまっていた。

「えっとだな……」

　空気が気まずくなり、先ほどまでは騒がしかった教室も沈黙に包まれてしまう。

「俺は別に怒ったから言ったわけじゃなくて……あー、ここじゃみんなの迷惑になるし、いったん別のところに行って話そう。な？」

　いなりは俺の言葉に元気なくこくりと頷うなずくと、項うな垂だれたまま俺の後についてくる。

　どこへ行こうかとふらふらと歩きながら、俺はいなりのことを考えていた。

　いなりのことは好きではあるけれど、これが恋愛感情によるものなのか、十年経って再会できた狐きつねだからなのかは、いまいち俺も心の整理をつけかねていた。

　そんな中で不用意な答えはしたくなかったのだが──。

「あら？　……もしかして何かあった？」

　たまたま廊下で出くわした姉さんが、怪け訝げんそうな表情を浮かべて、俺たちに声をかけてきたのだった。







「へえ、いなりも立派に乙女なのねえ……」

　姉さんは誰もいない生徒会室に俺たちを連れ込むと、俺から話を聞いてうんうんと頷いて感心していたが、

「ねえ、ちょっとこっちに来てくれる？」

　顔を俯うつむかせていたいなりを、自分のそばまで呼び寄せた。

　そして、姉さんはおもむろにいなりの唇を人差し指でなぞると、そのまま俺の方へ近づいてくる。

　何をするのだろう、と思っていると、姉さんは人差し指を俺の唇に押しつけてきたのだった。

「ね、姉さん、何を──」

「これでキス、できたでしょう？」

「これもちゅーなんですか……？」

「間接キス、だけどね。これもキスの一種ではあるわ」

　姉さんはいなりの疑問に答えると、生徒会室に置いてあった椅子に座って、腕と脚を組んだ。

「キス自体は、たいした行為じゃないわ。挨拶にすら使われているくらいだし、とくに重要視すべきものじゃない」

「で、でも、めぐみ様も、みんなも、互いにすきならするって！」

　不思議そうに自分の唇を触っていたいなりが、姉さんに反論の声を上げる。

「そうね。いつでもどこでもぱっとできる以上、簡単に愛を確かめられる手段であるのは事実だわ。でも、あなたはそんなお手軽に済ませられる行為なんかで満足できるの？」

「い、いなりは……」

「その程度のことで満足していたら、女としての価値が下がるわよ。お手軽なキスで満足する女だと思われたら、それしかしてもらえなくなるんだから」

「……そうなんですか？」

　俺の方を見て、いなりは問いかけてくる。

　試すような視線を、姉さんも向けてきていることを自覚しながら、俺はいなりに向き直った。

「俺は……絶対に、お前のことをそんなぞんざいに扱うつもりはないよ。でも、今の関係から一足飛びにキスしたり、その先までしたりするつもりはないんだ」

　ちゃんと俺の意図がいなりに伝わっているのだろうか、と不安になりつつも、俺は言葉を続ける。

「別にお前のことが嫌いだからそうするわけじゃなくて、お前のことが大事だからこそ、そうしたいんだよ。そういうことをするのは、ちゃんと関係を積み重ねていった後でも遅くないだろ？　まだまだ時間はあるんだしさ」

　いなりは俺の言ったことを理解しきれていないのか、難しい表情を浮かべたまま、俺の顔をじっと見つめてきていた。

　そして、姉さんは及第点だとでもいうように、俺に向けて笑みを見せてから、肩をすくめてみせる。

「ごめんなさいね、うちの弟はこういう時に、あなたにキスしてあげられるような大胆さを、まだ持ち合わせていないの」

　どうやら、姉さんは俺のフォローをしてくれるつもりらしい。

「でもね、女ならこだわりを持たないとダメよ。いつ、どこで、どうやって、何をするのか、を。それまでは我慢。あんまり軽率に動くものじゃないわ」

「がまん……？」

「そうよ、我慢するの。でもね、ただ我慢するだけじゃダメ。ちゃんと相手に全力で尽くしなさい。一番幸せにしてあげられる女は、自分なんだっていうことを相手に認めさせなさい。求めるのではなく、与えるの。そして、それ以上の愛を受ける。それくらいやらなくてはね」

「いなりに、できますか……？」

「それはあなた次第なんだから、私に判断はできないわ。でも、少なくとも私の弟は、あなたが頑張れば、それに応えてくれるとは思うわよ？」

　ね？　と右目を閉じて笑みを見せた姉さんに対して、俺は苦笑いを返すことしかできなかった。

　ずいぶんとハードルを上げられたものだな、と。

「いなりが、一番しあわせに……」

　うーん、と唸うなりながら眉根を寄せて何かを考えていたいなりだったが、何かを思いついたらしく、笑みを見せて、

「わかりました、やってみます！」

　そう大きな声で宣言する。

　それから、いなりはこそこそと姉さんのところに行って、何かを相談していた。

　あまり聞き耳を立てるのも悪いと思った俺は、先に外で待っているからな、と言って生徒会室を出たのだった。







　いなりと姉さんの相談が終わった後、俺はいなりとふたりで下校していた。

　ちなみに姉さんはまだやることがあるからと、あのまま生徒会室にひとりで残っている。

「姉さんと何を話してたんだ？」

　ふと気になって、そういなりに問いかけてみた。

「えへへ、それは秘密ですよー」

　しかし、いなりはいたずらっぽい笑みを見せて、俺の質問をはぐらかす。

「そっか。じゃあ言えるようになったら教えてくれよ」

「はいっ！」

　いなりは俺の言葉に元気よく返事をしたけれど、すぐに顔を曇らせた。

「……でも、その、さっきは申し訳ありませんでした」

「言っただろ、俺は怒ってないって」

　姉さんと話して解決したと思っていたら、まだ教室で俺が言ったことを、いなりは気にしていたらしい。

「そうなんですけど、いなりが勝手なことをしなければ、めぐみ様はもちろん、他の方にもいやな思いをさせずに済んだのかな、って……」

「嫌な思いなんて、俺だけじゃなくて他のやつらもしてないと思うぞ。だから、あんまり気に病むなって。明日、いつも通りの姿を見せれば、みんなもいつも通りに接してくれるだろうから」

「そうですか……？」

「そうに決まってるって」

　俺はいまだに心配そうにしているいなりの頭を撫なでてやる。

「あー、でも、ひとつだけいいかな」

　怪訝そうな表情を浮かべているいなりに、俺はずっと言いたかったことを告げた。

「クラスのやつらに、その……キスのこととかを訊いて回るのはやめてくれないか？」

「ちゅーのことですか？　なんでです？」

「それは……あんまり他の人に訊かない方がいいことだから」

　良い言い訳が思いつかず、俺は無理を押し通そうとした。

「…………？　よくわかんないですけど、訊かなければいいんですよね？　いなりはめぐみ様がいやがることはしませんよ？」

　意外とすんなり受け入れてくれたいなりに、俺は安あん堵どの息を吐いた。

「ありがとな。何か他に気になるようなことがあれば、まず俺か姉さんあたりに訊いてくれればいいから」

「そんなことでいいなら、お安い御用です！」

「ごめんな、変なこと頼んじゃって」

「それはいいんですけど、早速ひとつ教えてもらってもいいですか？」

「おう、なんだ？」

　俺は深く考えることなく、いなりの言葉に返事をした。

「赤ちゃんってどうやったらできるんでしょう？　今日、それだけは誰も教えてくれなくって」

　だが、すぐに自身の発言を後悔したのだった。







　それから少し経って。

　もう少しで家に着くというところで、いなりがうーんと唸り始めた。

「どうかしたか？」

　まだ何か悩んでいるのだろうか、といなりに俺は声をかける。

「えっと、その……がんばらないといけないな、って」

「頑張る？　勉強のことなら──」

「あっ、違うんです。それはもちろん、がんばらないといけないんですけど……今日いろんな人にお話を聞いて、すきな人にできることってたくさんあるんだなあ、って」

　いなりははにかみながら、言葉を続ける。

「それに、今日教えていただいたこと以外にも、いなりが知らないことはまだまだあるはずで。だから、いなりはこれから、めぐみ様をしあわせにできることをもっと増やしていきたいんです」

「……まあ、おてやわらかに頼むよ」

「はーいっ！」

　姉さんの言葉がきっかけになったのか、いなりも少しずつ考えが変わり始めているらしい。

　俺もそれに応えてやりたいとは思っているのだが……。

「みんな、いなりにもっとおしゃれ？　した方がいいって言うんですよね……めぐみ様も、いなりがかわいいふくを着ていたら、うれしいですか？」

「そりゃあ、……うれしいっていうか、もう十分……その、かわいいとは思うけど」

　言わなきゃいけないことは、他にある。

　俺はそのことを自覚しつつも、そう口にした。

　とはいえ、俺が言ったことは本心からのものでもあった。

「あ、あの、……ありがとうございます」

　顔を赤らめてもじもじとし始めたいなりの思いがけない反応に、俺はつい足を止めてしまう。

「でも、いなりはめぐみ様にもっとそう思ってもらいたいんです。……それは、いけないことですか？」

「……それがいけないことなら、俺はこれからお前と一緒にいられなくなるよ」

「一緒にいられない……？」

　俺が言ったことをよく理解できなかったのか、いなりが驚いた顔を見せた。

「ああ、ごめん。言い方が悪かったな。別にいけないことなんかじゃないぞ。むしろ、お前がどんな姿を見せてくれるのか、楽しみにしてるくらいなんだから」

「じゃあ、いなりはもっとがんばらないと、ですねっ！」

　よーし、と気合を入れるいなりに、俺は苦笑いを見せて再び歩き始めた。

　いなりも俺に少し遅れて、どこか浮かれたような足取りでついてくる。

「やらなきゃいけないことがいっぱいありますけど、これからもっと楽しくなりそうですね、めぐみ様っ！」

「ああ、そうだな」

　いなりは先を見て、どんどん前へ進もうとしている。

　このまま手の届かないところまでいなりが行ってしまう前に、俺はその姿勢を見習うべきなのかもしれない。

　いつまでも停滞してばかりの俺に、いなりが愛想を尽かしてしまわないように。





２






　そして、キス騒ぎから二日後の金曜日。

　俺はいつもの日課をこなすために、いつもより少し早めに起きていた。

「あれ、いなりは……？」

　隣で寝ているはずのいなりの姿がどこにも見当たらない。

　トイレにでも起きたのだろうか、と寝ぼけた頭で考えながら起き上がると、それ以上はとくに疑問にも思わず、俺は部屋を出た。

「あっ、めぐみ様！　おはようございます！」

　朝の一発目から快活な挨拶をしてきたいなりはすでに制服に着替えていて、ずいぶん前から起きていたようだった。

　そのことを不思議に思いながらリビングに入ると、なんだかいい匂いがすることに俺は気づく。

「お前、もしかして……」

　それから、テーブルの上に置かれた物を見て、いなりが何をやっていたのか、俺はようやく理解したのだった。

「……あの、おいなりさんつくってみたんです。あんまりきれいじゃないんですけど」

　もじもじと恥ずかしげにいなりが申告してきた通り、確かに多少不格好ではあるものの、テーブルの上にあるのは間違いなくおいなりさん。

「これを、いなりが？」

「りつ様に教えてもらって……あっ、りつ様もさっきまで起きてたんですけど、早起きしてねむいから二度寝するって言ってました」

　姉さんはそのままずる休みするつもりなのだろうが、それはいいとして……。

「でも、なんで？　そんなこと言ってなかったよな？」

「えっと、りつ様がめぐみ様を一番しあわせに、って言ってたから、いなりの一番すきなものなら、めぐみ様もしあわせになれるかな、って」

「で、こうなったのか」

　あのいなりの宣言の後に、ふたりで隠れてしていた話は、おいなりさんについてだったのだろう。

　いなりらしくてわかりやすい答えだが、されて嬉うれしくないわけがない。

　たとえ、姉さんが手伝っていたとしても、あまり器用ではないいなりは、相当苦労しておいなりさんを作ってくれたに違いないのだから。

「これ、食べていいの？」

「い、いいですけど、……おいしくないかもしれませんよ？」

「そんなことないって」

　おいなりさんをひとつ手に取って口に運ぶ俺の一挙手一投足を、いなりは心配そうに見守っていた。

「うん、うまいぞ」

「ほ、本当ですか!?」

　お世辞でもなんでもなく、予想以上の味に驚きながらも食べ終わった俺はそう言った。

　いなりは俺の言葉を聞いた途端、目を輝かせて俺に詰め寄ってくる。

「めぐみ様は、いなりのおいなりさんでしあわせになれましたか？」

「なれたよ。これを食べられただけじゃなくて、いなりがわざわざ作ってくれたことも含めて、俺は今すごく幸せな気持ちなんだから」

「よかったです……」

　しかし、さっきの勢いはどこへいったのか、いなりはへなへなとその場にへたりこんでしまった。

「お、おい、大丈夫か？」

「……だ、大丈夫です。きれいにできなかったし、おいしくなかったらどうしよう、めぐみ様をしあわせにできなかったらどうしよう、って思ってたのに、めぐみ様にそう言ってもらえて安心したら……」

　普段は隠している耳と尻しつ尾ぽも出ているし、力が抜けてしまったのだろう。

　俺はいなりに手を差し伸べて立ち上がらせると、一緒に並んでソファに腰を下ろす。

「もうひとつもらうからな」

　そうして、俺が二個目に手を伸ばしている間、いなりはというと、何をするでもなしにふたつの尻尾をぼんやりと触っていた。

「どうかしたのか？」

　俺が食べ終えても、ぼんやりしたままのいなりの顔の前で手を振ってみる。

「は、はいっ!?　何ですか!?」

　すると、素っ頓狂な声を上げて、いなりは自分の尻尾から手を放した。

「いや、なんかぼーっとしてたからさ」

「……その、りつ様の言ってたことは本当だったなー、って」

「姉さんの？」

「いなりもしあわせになれましたから。がんばってよかったです！」

「……頑張るのはいいけど、あんまり無理しないでくれよ？」

　俺のことを想って行動してくれるのは嬉しいけれど、それでいなりを疲れさせてしまっても仕方ない。

「そうだ、今度は一緒においなりさんを作ろう。その時に、もっと綺き麗れいに作れるやり方も教えてやるからさ」

「一緒に、ですか？」

「ああ、来週にでも」

　そう言って、俺は右手の小指をいなりに差し出した。

「えへへ、いなりはもっとしあわせになれそうです」

　そして、俺の言葉を聞いたいなりは照れくさそうな笑顔を見せてから、小指を絡めてきたのだった。
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「おい、おいてくぞー」

「あっ、ま、待ってくださーい！」

　ばたばたと走ってくるいなりは、いまだ口をもごもごとさせていた。

「食べながら走るなよ……」

　自分で作ったというのに、遅刻ぎりぎりまで、いなりはおいなりさんを頰ほお張ばっていた。

　そのせいで、これから登校前においなりさんをお供えに行くことを考えると、のんびりしている余裕はあまりなくなっていた。

「……ご飯粒もつきっぱなしだし」

　慌てて出てきたからだろう。いなりの口元につきっぱなしになっていたご飯粒を、俺が人差し指で取ると、

「ぱくっ」

　指ごといなりに咥くわえられていた。

「何やってんだ、お前……？」

「だって、もったいないじゃないですかー」

「それにしたってやり方が……まあ、いいや。行くぞ」

「いってきまーすっ！」

　朝の件があったからか、妙に上機嫌のいなりは弾むように神社へと向かう階段を上がっていく。

　俺もその背を追いかけて階段を上ってから、いなりが作ってくれたおいなりさんをお供えして、いつもの日課を終える。

　そうしていると、つい昔のことを思い出してしまっていた。

「お前とここに来るのも、あの時以来じゃないか？」

「あのとき？」

「十年前に別れた時、だよ」

「ああー」

　納得したように手を打ったいなりは、俺がお供えしたばかりのおいなりさんに手を伸ばそうとした。

「これは食べちゃダメなやつなんだよ」

　俺はいなりにそう言ってから、いまだ物欲しそうにしている彼女に質問を投げかけた。

「お前はここに何度か来てたんだろ？」

「……？　なんでです？」

「いや、だって、ここにいつも置いといたおいなりさんが、最近はほとんどなくなってたし」

「いなりがここに来るのはあの時ぶり、ですよ？」

　きょとんとした顔で答えるいなり。

　その表情は、決して噓うそをついているものではなく──。

「でもさ……」

「いなりはみんなとはぐれちゃってあんなことになっちゃったから、りつ様がつれてきてくれるまで、こっちの人間の世界には来てませんもん。いなりはあぶないからダメー、って言われていましたから」

　それじゃあ、俺の勘違いだったのか。

　下校時にお皿を取りに帰ると、綺麗においなりさんがなくなっていて。あの時の狐が食べてくれたんだ、なんて俺は考えていたけれど。

「……やっぱり、カラスかなんかにでも食べられていただけなのか？」

　でも、そう毎週のように狙われるものなのだろうか。

　カラスの生態には詳しくないとはいえ、そう何度も──。

　その時。

「はあ……」

　俺でもいなりでもない誰かが、大きな溜ため息いきまじりに階段を上ってきていた。

　何かしらの用がない限りこんな場所に来るわけがないのに、と思った俺はつい身構えてしまっていた。

「めぐみ様ー。ここに置いておいたら、おいなりさんが誰かに食べられちゃいますよ？」

　しかし、こういう時に限って、いなりの声が響き渡る。

　それと同時に、階段を駆け下りる音が聞こえてきた。

「あれ……」

　まるでいなりの声が聞こえたから、逃げ出したかのような。

　俺たちがいたとしても、普通なら何も困ることなんてないはずなのに。

「どうしたんですか？」

　いなりは口をもぐもぐさせながら問いかけてくる。

「……何食ってんだ、お前。いや、さっき階段を上って来てた人がいただろ？　それが誰か気になって」

「見つけます？」

「それができれば苦労しないだろ」

「においがわかれば、たぶん見つけられますよ？」

　くんくんといなりは鼻をひくつかせたかと思ったら、

「うーん、人間の姿だとあんまりよくわかんないですねー……」

　すぐにギブアップ宣言をしてしまっていた。

「まあ、いいよ。別に絶対見つけないといけないわけじゃないし」

「でもでもっ！　狐の姿に戻ればだいじょうぶですよっ！」

「は？」

　俺は素で間の抜けた返事をしてしまっていたと思う。

　いなりの本当の姿は、狐の方だというのに。

「こんっ！」

　そう目の前で鳴いたふたつの尾を揺らす、黄金色の美しい毛並みを持つ狐を見て、いなりがあの狐だということを俺は改めて理解していた。

　成長して、大型犬くらいの大きさになっているけれど、見ればわかる。

「……ずいぶん立派になったもんだな」

　あの時助けた狐であり、そして、別れた狐だということが。

「めぐみ様？」

「なんでもない、なんでもない」

　口では否定しながらも、俺が過去に知る狐の姿だったからこそ、こみあげてくるものがあるというのは事実だった。

「ていうか、狐の姿でもしゃべれるんだな。あと、服取ってやるからじっとしといてくれよ」

　サイズが狐になって縮んでしまったせいで、いなりはさっきまで着ていた制服に埋もれるような格好になっている。

　いまだに生温かい制服に挟み込むように下着を畳んで、俺は通学カバンにしまおうとした。

　だが、意外とかさばる制服をカバンの中に入れきれず、俺は諦めて手にそのまま持つということで妥協した。

「じゃあ、行くか！」

　そもそも追わないという判断もできたのは事実だろう。

　それでも、いなりが元の姿に戻ってまで頑張ってくれようとしているのだ。

　その気持ちを無下にはしたくないし、階段を上っていた人が誰なのか、俺も気になっている。

　もちろん、さっき逃げた人を捕まえて、根掘り葉掘り質問するつもりはない。ただ、誰だったのかを確認するくらいならかまわないはずだ。

「よーし、ちょっと待っててくださいねっ！」

　いなりの体にまとわりついていた服を取ってやったから、解放感もあるのだろう。

　体をぶるぶるとふるわせて、くんくんとにおいを嗅ぎ始めたいなりは、突如として階段を駆け下りはじめた。

「お、おいっ、どうしたんだよ!?」

「ついてきてくださいっ！」

　住宅街を疾駆する狐に、それを追いかける女子の制服を抱えた男子高校生。

　幸い、ほとんど人通りがなかったからいいようなもので、相当危ない光景なのだろう、と俺は走りながら考えていた。

「あれ？」

「どうした？」

　曲がり角を曲がったところで、急に立ち止まったいなりは、再びにおいを嗅ぎ始める。

「んー……こっちです！」

　まるでそこでにおいが途切れたとでもいうように、いなりが道の途中で立ち止まることが、それから数度繰り返された。

　最初こそ、いなりが走る速度に俺も追いつけていた。

　しかし、別段、体力があるわけでもない俺からすると、ろくに休憩もなく走り続けるのにも限界がある。

　そのせいで、いなりが進路を変更しようとするたびに、俺がいなりを待たせる時間が長くなってきていた。

　さすがにもう走れない。そう思って、この誰かもわからない犯人捜しを打ち切ろうと、いなりに伝えようとした時だった。

「いましたよっ！」

　体力的限界でもう前を向いていられず、いなりのお尻を追っていた俺が顔を上げた。

　すると、俺の目の前には、住宅街の道のど真ん中で倒れている女の子が──。

「……春日かすが先輩？」

　返事はない。

　でも、あれは紛れもなく見慣れた姿で……。

「見つけましたーっ！」

　いなりが倒れている先輩を確保しようと、勢いよく飛びかかる。

「やっぱり、みやこ様でしたー！」

「お前、知ってたのか？」

「だって、においでわかりますもん」

「うう……」

　いなりにのしかかられる形になっている先輩が、呻うめき声を上げて身じろぎした。

「……まあ、いいや。いなり、とりあえず……先輩からおりてやってくれ。苦しそうだから」

「はーい」

　吞のん気きな返事をしたいなりは、倒れ伏した先輩の横でお座りの体勢をとる。

　それから、俺はうめいている先輩のそばに駆け寄った。

「……お腹、すいた」

　だが、先輩はそれだけ言うと力尽きたらしく、再び気を失ってしまったのだった。

　まさか行き倒れの先輩を見て見ぬふりして、このまま登校するなんてことができるわけもない。

　かといって、先輩を無理に起こすわけにもいかず、俺は先輩をおんぶして家まで帰ることにしたのだった。
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　なんとか春日かすが先輩を俺の家まで連れてきた後。

「ああ、おいしい。身に染みわたるわあ……」

　ただ単にお腹が空いていて倒れたらしい先輩は、俺が作ったテーブルに置かれている大量の料理をおいしそうに食べ続けている。

　そして、その間にいなりには、狐きつねの姿で走り回って汚れた手足を洗わせていた。

　姉さんなら何か知っているかもと思ったのだけれど、俺たちが先輩を追いかけていた間にどこかへ行ってしまったようで、もう部屋には姿が見えなかった。

　ちゃんと先輩に事情を訊きけてはいない。ただ、いなりの言葉を信じれば、先輩が階段を上ろうとしていた人物だそうだ。

　とはいえ、先輩がおいなりさんを食べた犯人だと決まったわけでもない。

　それに、正直に言ってしまえば、俺はどちらでもかまわないと思っていた。

　俺が食べてもらいたかった相手には、そもそも届いていなかったのだから。

「弟くんにも迷惑かけちゃってごめんなさいね。でも、まともな食事を最近取れていなかったから、久しぶりに人心地がついたわ」

　先輩はそう言ってから、何かを思い出したように立ち上がる。

「……そういえば、今のままだと、まともに会話ができないんだったわね」

　その後、小さく溜ため息いきをついた先輩は俺に手招きをした。

「弟くん、ちょっとこっちに来てくれる？」

　言われるがままに、ソファに座っていた俺は先輩の正面に立つ。

　だが、今の先輩の言葉に、俺は違和感を覚えていた。

　俺はその会話ができない、ということを先輩に伝えようとしていたんじゃ……。

「えっと、……これは変な意味じゃなくて、そう、必要だからやるの。でも、その、こういうの初めてだから、痛かったら、……ごめんね？」

　頰ほおを赤らめてもじもじとしている先輩は、上目づかいでそう問いかけてくる。

　俺はその仕草を見て、つい生唾を飲み込んでしまい──。

「えいっ！」

「ぴっ」

　俺の無防備なまたぐらに、先輩のしなやかな細い指が食い込んでくる。

　そのせいで情けない声を上げた俺は、思わず内またになってしまっていた。

「お、男の人の……って、意外とやわらかいのね……」

　好奇心を刺激されたのか、先輩はそのまま手をにぎにぎしているうちに、

「なんだか、その……変な気分になってきちゃう……」

　熱に浮かされたかのような表情を浮かべ、俺のことを無視して夢中でひとり楽しみ始めてしまう。

「せ、先輩、そろそろやめ──」

「め、めぐみ様っ！　しっぽがみっつに……」

　そんな混こん沌とんとした状況に、素足がびしょ濡ぬれのままのいなりが駆け込んできた。

　いなりの申告通り、お尻からはえる尻しつ尾ぽは、二本から一本増えていて……。

「あーっ！　なにしてるんですかっ！」

　しかし、いなりの矛先は尻尾から俺の晒さらされている状況に変わり、不機嫌さがわかりやすすぎるほどに顔色に表れる。

「めぐみ様からはなれてくださいっ！」

　正直言って、俺はいなりがそんなことを言うとは思っていなかった。

　今までなら、確実に自分も交ざるといなりは言い出していただろう。

　それなのになんで急にこんなことを、なんて考えている暇もなく、間に割って入ったいなりに俺と先輩は引き離された。

　そして、いなりはまるで俺を守るように俺のことを抱きしめて、先輩のことを威嚇し始める。

「あの、えっと……ごめんね、いなりちゃん」

　困惑しながらも謝罪する先輩に対して、いなりは剣けん吞のんな視線を向けたままだった。

　俺も俺で、こんな風にいなりに抱きしめられている状態は本意ではない。

　そこで、俺はいなりの頭を優しく撫なでてやってから、なだめるように彼女に言った。

「大丈夫だって。先輩は俺とちゃんと話せるようにしようとしただけだから。そうですよね？」

「えっ？　ええ、そうだけど……」

「ほら、先輩もそう言ってるだろ。別にそれ以上の何かがあるわけじゃないから」

　たぶん俺を先輩に取られるとでも思ったのだろうが、いなりが怒った理由はいまいちわからない。

　でも、申し訳なさそうに目を伏せたところを見ると、いなりはそれで一応は納得してくれたようだった。

　それから俺はいなりをソファに座らせて、軽く脚を拭いてやることにする。

　そして、いなりの隣に俺も腰を下ろすと、先輩にはテーブルの方の椅子に座るように促した。

「……ずいぶんと仲が良いのね」

　春日先輩が何を指してそう言ったのか、いまいち俺にはよくわからなかった。

　いなりは俺の腕に自分の腕を絡ませていた。だから、俺たちの姿を客観的に見れば、仲の良い姿に思えるのかもしれない。

　といっても、先輩の言葉はそういう意味ではないのだろうな、ということだけは俺も理解していた。

「まあ、悪くはないと思いますけど」

　どう言葉を返せばいいのかわからなかった俺は、苦笑いしながらも、とりあえずそう言葉を返す。

　そして、その時になって初めて、先輩と話しても何の痛みもないことを実感していた。

　それでも今は、そのことを喜ぶよりも、呪いを解く条件を自ら満たした先輩に訊かなきゃいけないことがあった。

「ていうか、姉さんに聞いたんですか？　あの馬鹿馬鹿しい条件のこと」

「あっ、ああ……あれは……」

　自分のしたことを思い出したのか、先輩はわずかに頰を赤く染めていた。

「立りつじゃなくて……って、順を追って説明しないとわかりにくいわね。ええっと、そもそもの始まり、と言えるかはわからないけれど、私にとっての始まりは立に出会ったこと、になるのかしら」

「姉さんに、ですか？」

「ええ。だけど、立との出会いを説明する前に、私にはあなたたちに言わなきゃいけないことがあるわ」

　そう前置きした先輩はひとつ小さく息を吐いてから、改めて俺たちに向き直ってこう言った。

「……私はね、貧乏神なの」

「えっ」

　その先輩の告白に、俺よりも先に声を上げたのはいなりだった。

「みやこ様は、神様だったんですか……？」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべたいなりの反応は意外だったようで、むしろ先輩の方が戸惑っている。

「そ、そこまで驚かれるのも、私の方が恥ずかしいんだけど……でも、そうね。私が神様、っていうことに間違いはないわ」

「あの……ごめんなさい。いなりは、その、みやこ様が神様だって知らなくて……失礼なことを言いましたよね……？」

　いなりはさっき自分が怒ったことを言っているのだろう。

　だが、先輩は頭を下げたいなりを見て、逆に慌ててしまったようだった。

「あっ、あのね、私は確かに神様だけど、怒ってなんかいないし、今は偉くもなんともない、ただの春日京みやこなの。だから、安心して」

「で、でも……」

「神様だったとしても、先輩は先輩。……そうですよね？」

　俺も動揺しているらしく、フォローするつもりが、少し詰問するような口調になってしまっていた。

　しかし、神様らしくもなく慌てふためいている先輩は、そんなことを気にしている余裕もないようだった。

「そう、そういうこと！　だから、大丈夫よ。ね、いなりちゃん？」

　いなりは小さく頷うなずいてくれたが、だからといって、俺から離れようとはしなかった。

　そんないなりを見て、先輩は一応安心したのか改めて俺に向き直る。

「弟くんはあまり驚いていないんだね？」

「それは……いなりが俺の分まで驚いてくれたので」

　先輩が神様だった、という事実に驚かないわけがない。それ以上にいなりが驚いてしまったから驚くに驚けなかったというだけだ。

　それに、背景がどうであろうと、先輩は先輩だ、ということは俺もわかっている。

「反応が薄いのも、それはそれで寂しいかな」

「そう言われても……」

「ふふ、ごめんね。それじゃあ、ひとつ質問をしてもいいかな？　弟くんは貧乏神ってどんな神様だと思う？」

「貧乏神ですか？　家にいたら貧しくなるとかそういうやつですよね？」

「正解。じゃあ、どれくらい影響力があるかはわかる？」

「家ひとつ分、とかじゃないんですか？　さすがに」

　よくある話だとその程度だったような……と考えながらそう言ったが、先輩はゆっくりと首を横に振った。

「家どころか、他の神々相手にすら有効だったわ。だから、それに対抗できるだけの最上位の神格を持っていた宇う迦か之の御み魂たまの神かみくらいしか、私には話し相手がいなかったの。それでも、話すのが一年に一度くらいの頻度じゃないと、国全体で不作になりかねなかったんだけどね」

「宇迦之御魂神様に……？」

　知った名前が出てきたからか、いなりが顔を上げた。

「ええ、いなりちゃんもよく知っているあの宇迦之御魂神。まあ、影響を与えられるっていうだけで、同格というには程遠いんだけど」

「……みやこ様は宇う迦か之の御み魂たまの神かみ様と、おともだちなんですか？」

「一応、私としてはそう思っている、かな」

　いなりはそれ以上の質問をすることもなく、苦笑いを見せた先輩のことをじっと見つめていた。

「いなりちゃん、どうかした？」

「いえ……なんでもないです」

「えっと……何か気になることがあったら言ってね？」

　そして、こくりと頷いたいなりを見て、先輩はこほんと一度咳せき払ばらいをして仕切り直すと、話を元に戻していく。

「それでね、その状況に嫌気がさした私は、こうして人間の姿をしていれば、力も弱まるしまだ真っ当に暮らせると思ったの。……だけど、結果は散々だった」

　貧乏神というくらいだし、その先もおおよそ想像がつく。

「入ったお店からはお客さんがいなくなるし、何度か行くと、そのお店は漏れなく潰れちゃった。行き帰りに通っていただけの商店街は、シャッター通りになったし、バイト先もことごとくバイト代が出なくなって……」

　そして、涙目になっていく姿をさすがにこれ以上見ていられず、俺は口を挟んだ。

「でも、それはしょうがないっていうか。貧乏神なんですし」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいわ。でも、そんな迷惑な暮らしをいつまでも続けていられないでしょう？　だから、元いた世界へ早々に帰ることにしたのだけど、私が唯一使える神通力──瞬間移動は使うとすごくお腹がすくの」

　本当は人間の世界と神様の世界を行き来するために使うんだけどね、と言う先輩の話を聞いて、ああ、道理で……と思い当たることがいくつかあった。

　俺がこの家に連れてくる前に、まさにその力を使って、いなりの追跡から逃げていたのだろう。そもそも別の場所に移動していたのなら、いなりが何度か姿を見失っていたことにも頷ける。

「……で。その頃困窮していた私は、宇迦之御魂神の名前をたまたま見つけて、この神社を訪れた。知り合いだからっていうのは言い訳にもならないけれど、神通力を使うためにも、そこで見つけたおいなりさんを私はこの口に入れたわ」

「ああ、で、その時に……」

　俺は先輩の話を聞いていて、その後、誰が登場するのか勘づいてしまっていた。

「そう。それを見られたのが立だったのが運の尽き。その時に私がどういう存在か、なんてことも洗いざらい誘導尋問まがいな形でしゃべらされたしね」

「えっと、……姉さんがすみませんでした」

「いいのよ。だって、あの時の出会いは悪いことばかりじゃなかったもの。立といる時だけは、私という存在がもたらす不幸が一切なかったから。信じられないけれど、たまにいるらしいのよ、そういう特異体質って。立はそういう人だったんじゃないかしら」

　じゃないかしら、で片付けられる問題でもない気がするのだけれど、俺としても疑問を差し挟む気にはならかった。

　神様を脅すような人に、そんな疑問を投げかけても意味がないだろうから。

「立といれば、どこへ行くにも気兼ねせずに済んだし、学校にも通わせてもらったから、そのことにはすごく感謝してる。そういう日常は送れないものと、どこかで諦めていたしね」

「いなりも……りつ様には感謝してもしきれません。りつ様がいなければ、いなりはここに来られなかったし、めぐみ様にも会えませんでしたから……」

　そういうところがあるから憎めないのよね、といなりの言葉に頷きながらも、先輩は苛立ちを隠そうとはしなかった。

「で、……少し前のことになるかな。知り合いの神様に会わせてくれ、って立に言われたの。数日程度なら人間も、私たちの世界にいられるっていう話はしていたしね。今までの恩もあるし、人間を神様に会わせても問題ないから会わせたんだけど……」

「それは、完全に悪手ですね……」

　すでに神様を脅迫した話を当の本人から聞かされていたせいで、俺にはそこから先の展開がもう見えていた。

「でしょう？　宇う迦か之の御み魂たまの神かみに会わせてからのことを、立任せにしていたのがいけなかったわ。こんなことなら同席しておけばよかった……」

　先輩は大きく肩を落とすと、申し訳なさそうに俺の方に視線を向ける。

「立のことは宇迦之御魂神が帰すって言うから先に帰っちゃったし、あの時の私はどうかしていたわ。……ごめんなさい、私がもうちょっとちゃんとしていたら……」

「そんな。先輩のせいじゃないですよ」

「そう言ってくれるだけでうれしいわ。……でね、状況にちゃんと追いつけたのは、さすがに何かおかしいと思って、昨日、宇迦之御魂神に会いに行った後。それで、今朝戻って来てからお腹を満たしに来たらこのザマよ」

　遠くに瞬間移動するには、集中する時間が必要なんだもの、と言って肩を落とした先輩は、ひとつ大きな溜息をついてから俺に頭を下げた。

「立は毎週金曜日の決まった時間帯にあの神社に来れば、おいなりさんがあるからそれを食べていいって言ってたんだけど……あれは弟くんが作っていたのよね？　……ごめんね、勝手に食べたりして。ついおいしくて……」

　本当はいなりに食べてもらいたくて作っていたものだったけれど、事ここに至っては、今さら怒る気にもなれなかった。

　そうして怒るくらいなら、真っ当に喜んでくれる人のところに行きついていたことを喜ぶべきだ。

　それに、次からはこんな間接的な方法じゃなくて、ちゃんと先輩に手渡しできるように準備しておくべきだろう。

「……というところで、私からの話は終わり。じゃあ、弟くん。何か質問はある？」

「質問、ですか？」

　そう言われても、何から訊けばいいのか……と思っていると、

「みやこ様も、りつ様も、すごいんですね……」

　じっと先輩の話を聞いていたいなりが、ぽつりとそう呟つぶやいた。

「そんなことないわよ。私は神様って言ってもたいしたことないし。それに比べたら、立の方が人間離れしていると思うわ」

　洗いざらいぶちまけたら逆にすっきりしたのか、春日先輩はいたずらっぽい笑みを浮かべていた。

　だが、先輩に反して、いなりは黙りこくってしまう。

「えっと……」

　思わぬ反応に困惑を隠せない様子の春日先輩は、困ったように俺の方に視線を向けてくる。

「確かにふたりともすごいかもな」

　さすがに先輩の苦境を無視するわけにもいかず、俺はいなりの頭を撫でてやりながら、自分の考えを口にした。

「でも、姉さんはともかく、俺にとって春日先輩は春日先輩ですし、実は神様だ、なんて言われてもどうもピンときませんよ」

「実はお姉さんの友達が人間じゃないってわかったら、普通もっと反応があってしかるべきだと思うけどな」

「そうなのかもしれないですけど、こいつもこいつで実際は人間じゃないですし」

　俺は腕にひっついたままのいなりを指さして、言葉を続ける。

「姉さんも人間のはずなのに、あんな感じですから。正直言うと、人間かどうかなんてことは、俺にとってはわりとどうでもいいことになりつつある気がしますよ」

「ふうん……」

　なぜか春日先輩は何かを考えながら、俺を頭の上からつま先まで、まるで値踏みでもするかのように視線を向けてくる。

「一緒に出かけた時に、お店のお客さんがいなくなったのを覚えているでしょう？　でも、それで済んだのは、宇う迦か之の御み魂たまの神かみの神しん使しであるいなりちゃんがいたから。私はね、いるだけで害のある存在なの。決して立やいなりちゃんと同列に並ぶことはできないわ」

「そうですか？」

　ずいぶんと自分を卑下するものだな、と俺からすれば思ってしまう。

「呪いをかけられて俺が最初に助けを求めようとしたのは春日先輩ですよ？　先輩ならちゃんと取り合ってくれると思ったからそうしたんだし、俺には先輩に害がある、なんて思えませんよ」

「それはあなたが、私のことをちゃんと知らないから……！」

「知ってますよ」

「何を言って──」

「月曜の朝、俺が腹痛だと勘違いした時に戻ってくるのが異様に早かったし、神通力とかいうのを使ってくれたんですよね？」

「それは……そうだけど」

「いなりがいたからだとしても、買い物にだって付き添ってくれたし……そんなの、ただのいい人じゃないですか。少なくとも、俺は一緒にいて嫌な気分になったことなんて、一度もありませんよ」

「そんなの、私の一側面に過ぎないじゃない」

「一側面の何がいけないんですか？　今よりも先輩のことを知らない時から、俺にとって先輩は憧れの人だったんです。そんな相手の嫌なところを少し知ったくらいで、自分の気持ちが薄まるくらいなら、初めから憧れたりなんかしてません」

　つい俺は語気を強めてしまっていた。

　先輩の言う通り、俺はまだ先輩の数少ない一面を知っているに過ぎない。それでも、先輩には自分自身を卑下してもらいたくなかったのだ。

　先輩は俺の言葉を聞いて、驚いたように一瞬ぽかんとしていたものの、

「……その言葉、もうちょっと違うシチュエーションで聞きたかったかな」

　いなりの方をちらと見て、ため息混じりにそう言った。

「でも、ありがとう。そう言ってもらえてすごく嬉しかったわ。そんなこと言ってくれたのは、弟くんが初めてだったから」

「そうですか？　けっこう言われたりしてそうですけど」

「あー……なんだかね、私ってずっと立といるせいか、百ゆ合りっぽい人だと思われているみたいで……初めての学校生活なんだから、せっかくだし少しくらい青春を楽しみたいんだけどね」

　そう言われてみると、そういう噂うわさを聞いたことがあるような気もする。

　確かに先輩は学校で姉さんとずっと一緒にいるイメージがあるし、関係性を邪推されかねない。

　絵になりそうでもあるし、その噂話を信じる人が出てくるのはわからなくもなかった。

「だけど、これで少しは青春っていうのを楽しめたかな？　もう少し続きを楽しみたい気分ではあるけど……三番目としては、無策で戦うのは無謀過ぎるから、ね」

「三番……？　どういう意味です？」

「気にしないで、こっちの話だから」

「は、はあ……」

「あと、その呪いのことだけど……もうどうにもならないみたい。呪いを解くには、正しく条件を満たすか、いなりちゃんを帰らせるかの二択だけ。呪いをかけた張本人にすらどうにもできないそうよ」

「あ……」

　いなりを帰らせる。その言葉を聞いたいなりは、声を漏らして表情を強こわ張ばらせた。

「そんなことしないから安心しろって」

　気休めかもしれないが、俺はそう声をかけてやる。

　まあ、そう簡単になんとかなるようなものを、姉さんが採用するわけもないことはわかっていたし、それ自体はもうどうしようもない。

　今さら騒いでも、それこそ今さらというものだ。

「ああ、そういえば、これはもう知ってるかもしれないけど──」

　口元に指を当てて、春日先輩が思い出したように言う。

「呪いを解く条件を満たせるのは、各種族でひとりだけなんだって」

「は？」

「あれ、知らなかったの？」

　種族という枠組みに縛られるということは、それだけ姉さんの目的が達成しやすくなるということだ。

「人間は立で、神使はいなりちゃん。そして、神様っていう枠は私。あと六人よね？　私が言うのも変だけど、人外しか無理っていうのはどうなのかしら」

　それは先輩の言う通りではあるのだけれど、姉さんはこう言っていたのだ。『あなたの優秀な遺伝子は、人間以外の種族にも広げていくべきだわ。もちろん、人間という種族においては、私が独占するからよろしくね』と。

　姉さんが言ったことは、本当に言葉通りの意味だった、ということだ。

　俺がこの呪いを解くように動くのなら、人間以外の種族への接触は不可避。

　その上、俺がこの呪いを解き切るまで、人間の女の子とはまともに話すことができない。

　それに──。

「……先輩。つかぬことを訊きますが、戸籍ってありますか？」

「戸籍？　あるわけないでしょう？　だって、人間じゃないんだもの」

　そういうことなのだ。

　俺がこれから接触する必要がある女の子は、戸籍なんてものを持っていない可能性が非常に高い。

　だからこそ、姉さんとしては、俺が仮に条件を満たした女の子とどうにかなろうとも、ある意味では安心ということなのだろう。

　戸籍のない子とは、俺は結婚することができないのだから。

　もう溜息しか出てこない。

　くだらない内容の呪いのくせに、姉さんにとって実に有利に構築されている。

「ああ、そうだ。ねえ、弟くん。最後にひとつだけいいかな」

　言い忘れたことを思い出したかのように、おもむろに口を開いた春日先輩の表情は、いやに真剣なものだった。
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「これは忠告だから」

　そう前置きした先輩の目は、俺といなりのことをしっかりと見つめてくる。

　そんな先輩に対して、いなりは決して目を合わせようとせずに下を向いていた。

「弟くんは種族の違い、って考えたことがある？」

「違い、ですか？　いなりは尻尾があるし、そういう意味じゃ──」

「そうじゃなくて。そんな表面的なことじゃないわ。そもそも容姿だけで私のことを人間じゃない、なんて言う人はいないもの。文化や生活……それもあるかもしれないけれど、大局的に見れば、この世界での国の違いと似たようなものでしかない」

　そして、先輩は再度、俺に問いかけてくる。

「私やいなりちゃんと、あなたたち人間の間には決定的な違いがある。……それが何かわかる？」

「それは…………」

　でも、俺はその問いに答えることができなかった。

　そんなことを考えたことがそもそもなかったし、ただ見た目がちょっと違うくらいで、ほとんど人間と同じ、くらいにしか考えていなかったのだ。

「簡単な話よ。寿命が違う、ただそれだけ。私はほとんど不老不死みたいなものだし、神使だって千年近く生きるわ。それに比べて人間は、百年しか生きられない」

　俺はその言葉を聞いて、思わずいなりの方に目を向けてしまっていた。

　当のいなりも俺の方をちょうど見ていたらしく、目があったが、すぐに目を逸そらされてしまう。

　そのいなりの反応で、先輩の言葉が噓うそではないことを俺は知った。

「弟くんはこれから過ごす数十年の中でさらに成長し、老いて、最後には死ぬ。それは弟くんが人間である限り、逃れられない運命であって、どうやっても避けることはできないわ」

　そして、先輩は俺を諭すように言う。

「だからといって、人間であることをやめるなんて無謀なことは考えないで。分不相応な人間が望むことじゃないし、ただ死が早まるだけだから」

「……わかっていますよ、そんなこと」

「……なら、いいの。もうわかっているだろうけど、それだけ種族の違いを乗り越えるのは難しい、ということが言いたかっただけだから」

　先輩はそのまま話を続けるべきか迷っていたようだったが、数秒ののち意を決したように再び口を開いた。

「弟くんの歩む、これからの数十年をいなりちゃんも一緒に歩むとして……」

　より自分に近い部分に話題が移った、ということを感じたのだろう。

　俺の腕をつかんでいたいなりの手に、わずかに力が込められた。

「神使の寿命からしても、いなりちゃんの姿は弟くんが死ぬまで変わらない。周りから気味悪がられるかもしれないし、迫害されるかもしれない。私もその可能性を否定したいけれど、そうできるだけの根拠は持ち合わせていないわ」

　いなりがわずかに震えたのが、俺をつかむ彼女の手から伝わってくる。

「そして、それから先、弟くんが死んだ後。いなりちゃんは何百年もの時間を弟くん抜きで過ごすことになる。それはひどく残酷だけど……確かな現実」

　それでも、と俺は言うことができなかった。

　言えるわけもなかった。

「たぶん今の姿なら、子どもをつくることもできるはずだし、それはとても素敵なことだけど、子どもも同じように長命だとは限らない。もしかしたらいなりちゃんは、自分の子どもも、孫も、みんな見送ることになるかもしれない」

　それを何百年と繰り返すことになったとしたら。

　想像をはるかに超えるであろう、いなりが感じるつらさを思えば、どんなことだろうと簡単に口にできるわけがなかった。

「……私の知り合いにもいたわ。人間を愛し、先立たれた神が。彼女はこの世をはかなんで自ら命を絶った。きっと愛する人なしに続いていく時間に耐えられなかったんでしょうね」

「………………」

　何か言おうとして口を開いた俺だったが、やはり言葉が出てこず、つい助けを求めるかのようにいなりの方へ視線を向けてしまう。

「……あの、みやこ様？」

「どうかしたの、いなりちゃん」

　いなりが何を言うのかと身構えてしまっていることを、俺は自覚していた。

　先輩へ問いかけるいなりの声には、どこか懇願めいた響きが込められていたから。

「……いなりが、人間になることはできませんか？」

「それは……」

　どう答えるべきか、先輩はしばしの間悩んでいたようだったが、しばらくして躊躇ためらいがちに口を開いた。

「難しい、と思う。少なくとも私は前例を聞いたことがないし、人間になるための方法も知らないわ。そうしたい気持ちはわかるけど、ね」

「そう、ですか……」

　種族の違いを乗り越えるのは難しい、と言われていたこともあって、先輩の答えは半ば予期していたものだった。

　でも、もしかしたら、とつい思ってしまっていた俺は、いなりと同じように落胆する気持ちを隠しきれないでいた。

　気落ちした様子のいなりに、先輩は何か声をかけようか一瞬迷っていたようだった。

　しかし、何かを振り切るように首を横に振ってから、再び先輩は口を開いた。

「私もあなたたちには幸せになってもらいたいと思っているけれど、これでも神の端くれだから言わなきゃいけないこともあるの。……それがどれだけつらいことだったとしてもね」

「いえ、言ってもらえなかったら、どうなっていたかわからなかったので……」

　情けない話だけれど、先輩に言われなかったらこの問題を棚上げし続けたまま、俺は進んでいたのだろう、と思う。

　こうしていなりと再会してからの生活は騒がしくはあったけれど、このままずっと続いて欲しいと素直に思えるものだったから。

　きっと俺は今の生活を壊したくなくて、選択を迫られる日が来るまでは、ぎりぎりまで結論を先延ばしにしていたに違いなかった。

　先輩はそうなることを危惧していたのだろう。

　さっき先輩が、『仲が良いのね』なんて言っていたのも、俺たちの仲が良くなれば良くなるほど、先輩の話した現実にぶち当たった時に、よりつらくなることを思っての言葉だったに違いない。

「それならよかったわ。決断を迫られた時にもっと早く考えておけばよかった、なんてこともあるだろうから……ごめんね、急にこんなこと言って。でも、これからのことをふたりにはちゃんと考えておいて欲しかったの」

「これからのこと……」

　そう呟いた後、いなりは目を伏せてじっと何かを考えていたけれど、しばらくしてゆっくりと口を開いた。

「……いなりは、いなりはいいんです。……でも、いなりは、めぐみ様にご迷惑をかけてしまうんですか……？」

「私にはわからないわ」

　春日先輩はいなりの問いに対して、申し訳なさそうに顔を伏せた。

「そうなるかもしれないし、そうならないかもしれない。それを決めるのは、あなたたち次第だから」

「それじゃあ、いなりは……」

　そこまで言って、いなりはぐっと何かをこらえるように口を噤つぐんだ。

　いなりが何を言おうとしたのかはわからない。ただ今の俺には、そんないなりを見ていることしかできなかった。

「……私はそろそろ帰ろうかな。あんまり長居しても悪いしね」

　そんな俺たちを見かねたのか、そう言った先輩は、若干気まずそうに椅子から立ち上がった。

「あっ、送りますよ」

　先輩に続くように立ち上がった後、俺は気づいた。

　俺のことをつかんでいたはずのいなりの手が、簡単に離れてしまっていたことに。

　いなりは立ち上がろうとすることもなく、ただ俯うつむいたままで……。

「気持ちだけで十分よ。それよりも……」

　先輩はそんないなりの方をちらと見て、

「ちゃんと見ていてあげて」

　優しい声でそう言った。

「大丈夫よ、めぐみくん。私もそうだけど、恋愛はそう簡単に諦められるものじゃないんだから」

　それから俺の耳元に唇を寄せた先輩は、俺にだけ聞こえる声で言うと、笑みを見せたのだった。
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　先輩が帰った後。

　ソファで体育座りをしているいなりは、膝の上に頭を乗せて何かをずっと考えているようだった。

　その原因はわかりきっている。

　それだけ、先輩の言葉はいなりにも響いていたということなのだろう。

　いなりに何か言った方がいいということは、俺もわかっている。

　ただ、いなりにどう声をかけてやればいいのかが、俺にはわからなかった。

　先に死んでしまうはずの俺は、後に残るであろういなりに対して、どんな言葉を伝えればいいというのか。

　耳触りのいい言葉を、その場しのぎで口にすることはできる。

　でも、そんな言葉を軽々しく言えるわけもなかった。

　こんな状況なのに今さら学校に行く気にもなれず、このまま今日は家にいようか。そう思った時、ふとテーブルの上に置きっぱなしにしていたチラシに、俺は気づいた。

　そのチラシに書かれていたのは、明日開催予定のお祭りのこと。

「……なあ、いなり。明日さ、お祭りがあるんだよ。隣の稲荷神社じゃなくて、ちょっと離れた稲荷神社で、だけど」

　俺はいなりをお祭りに連れて行くことで、気晴らしをさせようと考えたのだ。

　それがただ結論を先延ばしにするものでしかないとわかっていても、だ。

「おまつり？　ですか？」

「人が集まって、そうだな……飲み食いして騒ぐ、って感じかな。簡単に言っちゃえば」

　あまりに簡単に言い過ぎて、それこそ神様に怒られそうだけど、別に大きく間違ってはいないと思う。

「へえ……」

　いなりが本当に行きたいと思っているのか、いなりの表情からは窺うかがえない。

　だが、彼女はじっとそのチラシを見続けていた。

「どうせ暇だし行ってみようと思って。いなりが嫌ならやめとくけど、どうする？」

「いきます、いかせてください」

　そう返事をしたいなりはチラシを手に取ると、何が書かれているわけでもないのに、ただただその紙面に目を落としていた。

　そのお祭りには何度か行ったことはあるし、それほど大規模なものではない。

　とはいえ、少しでも楽しませてやりたかった俺は、早速美容院へ電話をかけることにした。

　ただ浴衣くらいは着せてあげたい、というだけで、大掛かりなことをするわけじゃない。

　しかし、電話に出るのが女性だと、呪いのせいで会話することもままならなかった。

　そのせいで、男性が出てくれるまでいろんな店に電話をかけ続けるのは、意外とつらい時間でもあった。







　そんな電話が終わって、気づいたらいなりは算数ドリルを机に広げていた。

　繰り上がりがあるような計算でも危なげなくできるようになったらしく、今までに比べれば、かなりスムーズに解き進めていっている。

　数日間でここまで来たのは上々の成果ではないだろうか、と思っていると、いなりが俺のことを見つめてきた。

「……その、めぐみ様？」

「ん、なんだ？」

「これ、あってますか？」

　自分がドリルに書き込んだ答えを、おずおずと俺に見せてくるいなり。

　簡単な一桁の足し算引き算だから、全部正解していることはわかる。

　でも、俺はすぐにはそのことを言わなかった。

　その代わり、いなりの筆記用具から赤ペンを借りて、ひとつひとつの答えに丸を書いてやることにする。

「ほら、ちゃんと全部あってるぞ」

「おー」

　この程度のことでも、少しはいなりの元気が出ればと思ったのだ。

　それなのに、声を出して予想以上に喜ぶいなりに、俺はつい苦笑してしまっていた。

「これでいなりは、足し算も引き算もできるようになりましたよね？」

　そして、いなりは俺に丸のついたドリルを見せながら、そう問いかけてくる。

「ああ、こんなに早くできるようになるなんて、俺も思ってなかったぞ」

「……えへへ」

　俺の言葉にいなりは照れくさそうな笑いを返してきたが、急に何か言いたそうにもじもじし始めた。

「あ、あの、もうひとつだけ、めぐみ様に教えてもらいたいことがあって……」

「なんだ？　算数の続きか？」

「そうじゃなくて、その、……めぐみ様のお名前をいなりも書けるようになりたいな、って」

「名前？」

　急に変なことを言い出すものだな、と思いつつも、俺はメモ用紙を取ってきて、そこに『神かみ上じよう愛めぐみ』と書いてやった。

「ありがとうございますっ！」

　いなりはそう言って、早速メモ用紙に書かれた俺の名前を、ゆっくりとノートに書き写していく。

「……うむむ？」

『神上』まではわりとすんなりいったいなりだったが、案の定、『愛』で手が止まり、悩み始めてしまう。

「こうですか？」

「あー、ここの点が一個足らないな」

「あれれ？　あー、ここですね！」

　いなりもすぐ間違いに気づいたようで、今度は何も見ずに初めから書き直していく。

　そんなことを何回か繰り返して。

「これで大丈夫ですよね？」

　いなりはどこか自信ありげに、俺に確認を求めてきた。

　いまだに少し文字のバランスは悪いけれど、それは間違いなく俺の名前で。

「大丈夫、ちゃんと書けてるよ」

　そう言いながら、俺は大きく頷うなずいたのだった。

「よかった、ちゃんと覚えられました……」

　その言葉を聞いて安あん堵どした様子のいなりに、俺はさっきから思っていた疑問を投げかけた。

「ていうか、なんで急に俺の名前の書き方なんか覚えようと思ったんだ？」

「だって、お名前なら、ずっと覚えていられますから」

　しかし、いなりはその問いに対して、どこか無理をしたような笑みを見せて、そう言ったのだった。

　それは俺が死んだ後のことを言っているのか、なんてことを訊きけるわけもない。

　かといって、何か気の利いた言葉が出てくるわけでもなく、俺は何も言うことができずにただ黙り込んでしまう。

「……そうだな」

　それからしばらくして俺がなんとかひねり出したのは、そんな何にもならない取ってつけたような言葉だった。





２






　それから、夜が明けて。

　昨日のことが噓うそのように元気を取り戻したいなりを伴って、俺たちは浴衣のレンタルもやっている美容院に向かった。

　だが、積極的に売り込みをかけてくる店員に気け圧おされてしまう。

「うわ、彼女さんの髪すごい綺き麗れいですね！　金髪っていうよりは黄金色、ですか？　どうでしょう？　浴衣だけじゃなくて髪のセットまでしてみては。ああ、いえ、お代の方はけっこうですよ。彼女さんが外を歩いてくださるだけで、当店の宣伝になりますから。彼氏さんの分もサービスしちゃいます。どうですか？」

　早口でまくしたてられて、俺もいなりも何も言えないままに頷かされていた。

　そして、俺といなりは、店員にあれよあれよという間に引き離されてしまう。

　準備が早く終わって甚平を着させられた俺は、いなりの準備が終わるのを待たされることになった。

　女性店員が出てきた時点で俺は何も言えないし、いなりが気の利いたことを言えるわけもない。

　結局、俺たちが店員さんに振り回されるのは、確定していたのだろう。

「お待たせしました！」

　一時間ほど経ったところで、さっきの店員が戻ってきて、俺は有無を言わさずにいなりのいる店の奥へと連れて行かれてしまう。

　待ち受けていたのは、赤い花柄をあしらった白い浴衣に身を包んだいなり。

　花柄よりも少し濃い赤の帯を結んでいて、黄金色の髪もより映えていた。

　いつもはただ流しているだけの長い髪は、サイドの部分を編み込んでお団子状にまとめているようで、普段は隠れているうなじの部分も露あらわになっている。足元は下げ駄たを履いていて、普段よりわずかに背が高く見えた。

　いなりの姿を見て思わず声を失ってしまった俺は、何も言えずに立ち尽くすことしかできなかったのだった。

「彼氏さん、見み惚とれる気持ちはわかりますけど、何か言ってあげないと彼女さんが可か哀わい想そうですよ！」

　店員さんの言葉でようやく我に返った俺は、まごつきながらも言葉を口にする。

「ええっと……その、似合ってるっていうか……かわいいと思うぞ」

「本当ですか……？」

　なぜだかこういう時に限って、あまり自信のないらしいいなりは、浴衣のたもとを広げるようにして問いかけてくる。
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　そのせいで、普段と違う、というか、ぎこちない空気が流れ始めた時だった。

「彼女さん、よかったですね！　かわいいって言ってもらえたじゃないですか！　彼氏さんは絶対彼女さんのこと、もっと好きになったはずですよ！　だから、自信を持ってください。これからお祭りに行くんでしょう？　だったら、そのかわいくなった姿で、もっともっと好きになってもらわないと損です！　ほら、頑張って！」

　店員さんは、ばんといなりの背中を思い切りよく叩たたいて笑い始める。

「は、はいっ！　がんばりますっ！」

　最初はきょとんとしていたいなりは、それにつられるようにして声を上げた。

　すると、さらに店員さんの笑い声が大きくなり、ぎこちない空気が霧消していく。

「そう、その意気だよ。今夜はお楽しみかもしれないし、返すのは明日でいいからきっちり楽しんできて」

　そう言う店員さんに半ば追い出されるようにして店を出た俺たちは、最初こそ呆あつ気けにとられていたけれど、自然と笑いあえていた。

「それじゃあ行くか」

　そして、俺は自分の手をいなりに差し出していた。

　別に何か考えがあったわけじゃない。

　ただ、俺にとってはそれが自然だった、というだけだ。

「はいっ！」

　握り返されたいなりの手はほのかに温かくて、夕闇の迫る中で沈みかけた太陽に照らされた彼女の姿は、いつもよりも輝いていた。

　……その輝きに俺は見合っているのだろうか。

　人の目なんか気にしても仕方がないというのに、ついそんなことを考えてしまう。

「めぐみ様、どうかしましたか？」

「いや、なんでもないよ」

　俺はその考えを頭の中から追い出して歩き始めた。

　自然に差し出したはずなのに、まるでいなりに逃げられないように手を握っているような感覚を覚えながら。







「あっ、りつ様ですよ！」

　お祭りをやっている稲荷神社のほど近く。

　人が増え始めたあたりで、いなりが突然声を上げた。

　その指差した方を見やると、確かに私服姿の姉さんがいて、手を振るいなりに応えていた。

「どうしたんだよ、こんなところで」

「あら、せっかくの姉弟の対面だというのにつれないわね。嬉うれしさのあまり抱擁してくれてもかまわないのよ？」

「そんなことしないって」

「それは残念ね。期待していたのに」

「……ていうか、何してるのさ。お祭りに来たってわけでもないんでしょ？」

「ああ、それは……この子がどうしても来たいっていうから」

「そんなこと言ってないでしょう!?　別にいいって言ったのに、あなたが連れ出したんじゃない！」

　姉さんの背後に隠れるようにしていたせいで気づかなかったけれど、紺の浴衣を着た春日かすが先輩が姿を現した。

「めぐみくん、ごめんなさいね。邪魔をするつもりはなくて、すぐに帰るから」

「いつの間にあなたは、私の弟のことを名前で呼ぶようになったのかしら」

「そ、それは……」

「それに、あなたが浴衣姿を見せたいって言うから、わざわざ私の浴衣を貸してあげた上に、ついてきてあげたんじゃない。あなたひとりだと、このお祭りは閑散としてしまうものね」

「立りつっ！　それは言わない約束だって、さっき……！」

「そう？　別にいいじゃない。それより、用は済んだんだから帰りましょうよ。せっかくだから、あなたの家に泊めてちょうだい。寂しさは私で埋めてあげるから」

「あーもう、わかったわよ！　帰ればいいんでしょ、帰れば！」

　わざとらしくにやにやと笑う姉さんに、春日先輩は声を荒らげる。

「めぐみくん、いなりちゃん。ふたりはお祭りを楽しんできてね。私は立と帰るから」

　何をしに来たのだろうか、と首をひねりたくなるけれど、姉さんと先輩は本当に姿を見せただけで帰って行った。

　先輩の浴衣姿はろくに拝めなかったし、姉さんが何をしに来たのかも聞けず仕舞い。

「……まあ、いいや。あんまり気にしてても仕方ないし」

　それよりは、ずらりと並ぶ屋台の方をちらちらと見ている、いなりを優先してやるべきだろう。

　今日という日は、そもそもいなりのために使おうと決めていたのだから。







　そこから先は別に誰かの邪魔が入ることもなく、普通に夏祭りを楽しむことができていた。

　今やいなりの右手にはわたあめがしっかり握られている。俺と手を握っているせいでふさがった左手の代わりに、俺の左手には、いなりのりんご飴あめを持たされていた。

　屋台のおじさんたちは、いなりの姿を見ただけで相好を崩してあれやこれやとサービスしてくれるものだから、懐事情的にはすごく助かっている。

　さっきの美容院と同じで、いなりが持っているだけで広告効果があるという打算的な意味合いも含んでいるのだろう。

　ただ、いなりの満足げな表情を見ているだけで、幸せな気持ちになれるというのは紛れもない事実だった。

　そんないなりは、右手のわたあめを食べきって。

「めぐみ様、あれ、なんですかー？」

「金魚すくいね……あの丸いやつで金魚をすくうんだよ。でも、獲とっても飼わないからな。いらないって言って返すんだぞ」

「へーっ。いなりもやりたいですっ！」

「はいはい」

　ぱたぱたと小走りで駆け出したいなりに引っ張られるようにして、俺は一歩踏み出した。

「あでっ」

　だが、いなりが躓つまずいたせいで、そこに踏みとどまらざるをえなくなってしまう。

　手をつないでいたおかげで、いなりは転ばずに済んだ。ただ、履いていた右足の下駄が脱げてしまっていた。

　いなりが体勢を整えるのを、いったん俺は待つことにする。それから俺は、彼女の脱げてしまった下駄を拾ってきて履かせてやろうとした。

「足、痛くないか？」

「べ、別にいなりは痛くなんて……！」

「いいから。邪魔になるし、ちょっとあっちに行こう」

　通行の邪魔になるのを避けて、屋台の裏側のあまり人通りのない座れる場所へ、俺はいなりを連れて行く。

　そして、俺は彼女の足を改めて確認してみることにした。

　まだ大丈夫そうであっても、足の指の間が赤くなっていて、痛みが出てくるのは時間の問題のように思われた。

「ちょうどいい頃合いかもな」

　その判断に、当然のことながら、いなりが不満を露わにする。

「いなりは大丈夫ですっ！　全然痛くありませんっ！」

「今は、な。でも、すぐに痛くなるぞ」

「だけど、まだいなりは……」

「金魚すくいもできてないし、他にやってないものもあるのはわかるけど、今日しかお祭りに来られないわけじゃないからな。このお祭りだって毎年やってるし、なんだったら、他のところでやってるやつに行ったっていいんだから。今日だけで全部やりつくすよりも、後に楽しみを取っておくのも大事だぞ」

　そして、俺はいなりに右手の小指を差し出した。

「約束するから。それならいいだろ？」

「………………」

　けれど、いなりは自分の小指を差し出そうとはしなかった。

　それどころか、俺から隠すようにぎゅっと両の手を握りしめている。

「いなり？」

「……いなりは今がいいんです。今じゃなきゃ、ダメなんです」

「ダメって言われても……」

　このまま遊び続けていたら、すぐにいなりは足を痛めてしまうことだろう。

　それがわかっていながら、お祭りに留まるわけにも……。

「ああ、じゃあさ、別のところに行こう。もっといいものを見せてやれるから」

　そう言って、俺は小指ではなくて、広げた右手をいなりに差し出した。

「それなら、いいだろ？」

「……本当ですか？」

　いなりは俺の顔とお祭りで行きかう人たちの姿を何度か交互に見た後、不安そうに問いかけてきた。

「そんなことで噓つくわけないだろ。ほら、行くぞ」

　俺はいなりの手を半ば無理やり握ると、勢いに任せて立ち上がらせた。

　その反動で体勢を崩したいなりは、俺にその身を預けるような格好になったが、

「めぐみ様はずるいです……」

　それだけぽつりとつぶやくように言うと、俺の腕をつかむようにしながら、一緒に歩き始めた。

　そして、しばらくそうして歩いていると、いなりが声を上げた。

「あれ、ここ……」

　そういなりが思うのも当然で、俺はいつもの道じゃなく、裏道とでもいうようなところから、家の隣の神社を訪れていた。

　まあ、そんな回りくどいことをしたのは、家にそのまま帰ると思われそうだったからだが。

「せっかくだし、一番いいところで見たいからな」

　さっきのお祭り会場から見るよりは、眺めもこっちの方がずっといい。

　それに、わざわざ誰も来たりはしないから、こういう状況ならよっぽどいい選択肢だと思うのだ。

「おっ、始まったみたいだな」

　ちょうど階段を上り切ったところで、空の暗闇に大きな花が咲き始める。

「わーっ、あれ！　あれ、なんですか!?」

「花火だよ。……綺麗だろ？　ここからだとよく見えるし、特等席だぞ」

　社のそばに申し訳程度に備え付けられたベンチにいなりを座らせると、俺もその隣に腰を下ろす。

「あんなの見たことないです……！」

　空に目が釘くぎ付けになっているいなりを横目で見て、ここに連れてきてよかった、と俺は改めて思っていた。

　元々、いなりの足の件がなくても、連れてくるつもりではあった。

　でも、もう少し遅れていたら、絶好のタイミングを逃してしまっていたんじゃないだろうか。

「お空にお星さまみたいなお花がいーっぱい咲いてますよ、めぐみ様っ！」

「ああ、そうだな……」

　普段なら花火が上がっていようが、たいして気にも留めないだろう。

　ただ今日に限っては、その花火に俺も目を奪われていた。

　誰かと──いや、いなりと見ているから、なのだろうか。

「とってもきれいです……」

　いなりが呟つぶやくようにそう言ってから、ぽんとその小さい頭を俺の肩に預けてくる。

「……この時間が、いつまでも続けばいいのに」

　それから、俺にさえほとんど届かないような小さな声で、そう口にした。

　潤んだ瞳で空を見上げるいなりと俺は気持ちを同じくしてはいたが、かけるべき適切な言葉が見つからず、ただ花火を見つめることしかできないでいた。

　──それからしばらくして。

　最後にひとつ。今までで一番大きな花が咲くと、辺りに静寂が再び戻ってくる。

「……終わったみたいだな」

「そうですね、これで終わり、です」

　俺が帰ろうか、と言おうとしたところで、いなりは自分の顔を乱暴に浴衣でこすると、勢いよく立ち上がり俺から距離を取った。

　目を赤らめたいなりは浴衣の帯に手をかけると、いつもの不器用さが噓のようにあっさりと帯を解いていく。

　そして、月明かりに照らされた、いなりの耳とお尻には狐きつねの──。

「これ以上、めぐみ様にご迷惑をおかけすることはできません。いなりが元の世界に帰れば、めぐみ様は今まで通りの生活に戻れます……だから、ここでお別れです」

「は……？」

　その言葉の意味が一瞬わからなかった俺だったが、慌てて立ち上がろうとした。

　このままだと本当にいなりの言葉通りになる、そう思わざるをえなかったから。

「花火みたいにすぐ終わってしまったけれど……すっごく楽しかったですよ？」

　しかし、そう言って笑みを見せたいなりの行動は素早く、狐の姿に戻ると、人間の足では到底追いつけない速さで遠ざかって行ってしまう。

　俺はその姿を見て、伸ばし損ねた右手をただ握り締めることしかできなかった。

「……俺は」

　──何もできなかった。

　いなりが悩んでいたことくらいわかっていたはずなのに、結論を先延ばしにすることしかできなかった。

　その結果、俺に残されたのは、袖の濡ぬれた浴衣ひとつ。

　本当に大切な存在は、もうここにはいない。

　唐突過ぎる、なんていなりを責めることができたら、どんなに楽だっただろうか。
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　でも、そんなことできるわけもなかった。

　いなりは俺のことを考えて、結論は早い方がいいと、自ら区切りをつけたに違いないのだから。





３






「あら、あなたも帰ってきたの？」

　いつまでも立ち尽くしているわけにもいかず、家に帰ろうと歩いていたら、俺はちょうど家から出てきた姉さんに出くわした。

「姉さんこそ、春日先輩と一緒じゃなかったの？」

「ちょっと必要な物があってね。あの子が、あなたの小さい頃の写真を見たい、って言うからアルバムを取りに来たの」

「へえ……」

　もはや文句を言う気にもなれず、俺は生返事をする。

「あなたの方は、ずいぶんと大きな忘れ物をしてきたんじゃないかしら？」

「それは……」

　俺の腕の中にあるいなりの浴衣の存在を、今さら姉さんに隠しておくことができるわけもない。

　そのせいで、神社であったことについて、俺は姉さんに洗いざらいすべて言うことになった。

「そう、いなりが。惜しくはあるけれど、仕方ないわね」

　だが、話を聞いた姉さんは、あっさりとそう言い放つ。

「そんな顔をしないでちょうだい。だって、いなりはそう決めて、あなたもその決断を受け入れたからここにいるんでしょう？　確かにいなりを連れてきたのは私だけど、あなたの前からいなくなるように、私が強制したわけじゃないわ。すべてあの子の意志で、私の意志は介在していない」

「そうかもしれないけど……」

「それにね、私はこの世界にいなりを連れてくる時、あの子に忠告したわ。あなたはこの世界で生きる以上、人間として生活しなければならない、って。あの子もずいぶんと窮屈さを感じていたようだけれど、洋服だって我慢して着ていたし、順応しようとしていたと思うわ。それはひとえに……」

「……俺のため、だって言うんだろ」

「あの子はお世辞にもあまり出来がいいとは言えない子だから、ずっと我慢をし続けてきたんでしょう。それはあなたに対してもそうだった。それだけのことよ」

「俺にも我慢を……？」

「あなたと一緒にいたいから、窮屈さを我慢して人間としての生活を送ろうとした。あなたと一緒にいたら、あなたを不幸にするかもしれないと思って、自分の気持ちを我慢してあなたの前から去った。奔放そうに見えて、あの子の行動は一貫している」

　それでも、と姉さんは言葉を切って、一度息を吐いた。

「私もこうなるとは予想していなかったわ。あの子は、あなたと最後まで添い遂げた後の、何百年にもおよぶ途方もない時間を我慢する気なんだ、と思っていたから。そういう意味では、あの子の気持ちをわかっていながら、先を見誤っていたことを、あなたに謝らないといけないわね」

　……違う。

　いなりのことを見誤っていたのは、俺の方だ。

「ここから先は、私もどうなるのかわからない。だから、私はあなたにどうするべきかなんてことは言えないし、あなたが自分で決めなければならないわ」

　でも、ひとつだけ質問させてくれるかしら、と姉さんは前置きして、俺に問いかけてくる。

「あなたはいなりと再会できただけでよかったの？」

「……そんなわけないだろ！」

　その言葉は、俺自身が自問自答し続けていたことだった。

　だから、つい声を荒らげてしまっていることを自覚しながらも、俺は声を抑えることができなかった。

「俺は、いなりと一緒にやれていないことが山ほどあるんだ！　勉強だってまだ始めたばかりだし、お祭りにだって何回でも連れて行ってやりたいと思ってる！　それに、俺は肝心なことをまだ何ひとつあいつに言えてないんだよ！」

　花火みたいだ、といなりは形容していたが、そんな一瞬で華やかに終わる時間を、俺は求めていたわけじゃない。

　俺が求めていたのは……。

「初めは一緒にいられるだけでいいと思ってた。でも、今は──」

　しかし、すべてを言い切る前に、俺の口元に人差し指を立てた姉さんによって、それ以上の言葉を制されてしまう。

　その行動に面食らっていた俺に、姉さんは優しい表情を見せると、

「そこから先はあの子に伝えてあげなさい。私が最初に聞くべきことじゃないから」

　片目を閉じて笑みを浮かべた。

「あの子のことだから、まだ帰っていないと思うわ。きっとまだどこかでめそめそ泣いているはず」

　もしかしたら、姉さんには、いなりがどこにいるのかわかっているのかもしれない。

　だけど、それを訊いたとしても、今の俺に教えてくれることはないだろう。

　ここから先は、俺が決めた道を進まなければならないのだから。

「……姉さん、ありがとう」

「そこは愛している、と言って欲しいところだと思うのだけど？」

「そう思わなかった時なんてないよ。それは、姉さんが一番よくわかってるだろ？」

「……ふふ、それもそうね」

　わざとらしく姉さんは、肩をすくめてみせた。

「それじゃあ、吉報を待っているわ。明日の朝には帰ってくるから」

　それから、俺に背を向けた姉さんは、春日先輩の家の方へ歩いて行った。

　俺はその姿を見送ると、すぐに走り出した。

　まだどこかにいるだろう、いなりの姿を求めて。





第八章　おいなりさんは、恋をする
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　やみくもに走り回ったところで、いなりを見つけられるわけもない。

　そう思った俺は、今までいなりと一緒に行った場所を順に見て回ることにした。

　学校に喫茶店、春日かすが先輩の家に、ショッピングモール。

　そして、お祭りがあった神社。

　しかし、そのどこにもいなりの姿を見つけることはできなかった。

　あれだけ喧けん騒そうに包まれていた、お祭りのあったこの場所にも、もう俺以外の誰の姿もない。

「見落としがあったか……？」

　もちろん、その可能性もある。

　とはいえ、俺の知っているいなりに、誰からも見つからないところに隠れるなんて芸当ができるとは到底思えなかった。

　頭隠して尻隠さず、というか……。

　本当なら、小器用な振る舞いをできるようなやつじゃないはずなのだ。

　──それなのに。

　いつも笑顔で。その裏では、いつも我慢をしていて。

　そのくせ、妙なところだけうまく体面を取り繕って、一番近くにいたはずの俺にさえ、それを悟らせない。

　それがどれだけいなりにとって苦しかったのかは、正直わからない。

　でも、もっと自分に素直になった方がよっぽどいなりらしいはずなのに、あいつは俺に何も相談せず、勝手にいなくなった。

　それがいくら俺のことを思っての行動だったとしても、俺は納得がいっていないし、認められるわけもない。

「……くそ、だんだん腹立ってきた」

　いなくなるのだとしても、もう少しちゃんと理由を言うなりなんなりしろというんだ。

　こうなったら、文句のひとつでも言ってやらないと気が収まらない。

　勝手にいなくなるな、と。

　俺の隣から離れるんじゃない、と。

　他にも言いたいことが山ほどある。

　だから、自分の気持ちを伝えるまでは、いなりと会うのを諦めるわけにはいかなかった。

「もう一度、見直した方がいいのか……？」

　すでに回ったところにいなりがいる可能性は薄いだろう。だとしても、別の当てがあるわけでは……。

「いや、待てよ」

　足を踏み出したところで、はたと立ち止まった。

　まだ回っていない場所がある。

　といっても、そこは──。
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　俺は家の隣の稲荷神社に再び戻って来ていた。

　さすがに一度姿を消した場所に、いなりが戻ってくることはないだろうと、探す場所からは初めに外していた。

　ただ、ここ以外にもう思い当たる場所がなかったのだ。

　先に気づかれて逃げられることのないように、俺は一応ゆっくりと静かに階段を上っていく。

　どうかここにいてくれ、と願いながら。

　しかし、誰かがいる気配を感じた俺は、思わず駆け出してしまっていた。

「──いなり！」

　階段を上り切った俺が視界の端に捉えたのは、そこから駆け出す、狐きつねのままのいなりの姿。

　すぐに姿を見失ってしまったが、今度こそもう逃がすつもりはなかった。そこで、さらに一歩踏み出したところで俺は気づく。

　小さな社の後ろから、いなりの尻しつ尾ぽがはみ出ていることに。

　いなりにとっては、隠れているつもりなのだろう。

　それでも、いなりはこういう姿を見せてこそだな、と思いつつ、俺はあえて彼女のそばに近づくことはせずに口を開いた。

「おい、いなり。お前、まだそこにいるんだろ？」

　尻尾がびくりと反応をするのを遠目に見ながら、俺は言葉を続ける。

「お前が俺のことを思って、俺の前からいなくなろうとしたことはわかってる。でも、俺はそんなことをお前に求めちゃいないし、お前がそうしたことを俺は認めてなんかいないからな」

　そうだ、お前がなんと言おうと俺は──。

「お前と一緒にいたいんだ！　俺は、ここで初めてお前と会った時からずっとそう思ってきた。あの時は別れなくちゃいけなかったけど、今は違う。俺はお前を──」

「ダメです！　……ダメなんです、それじゃあ、めぐみ様が……」

「不幸になる、か？」

　まだいなりは隠れたままで、顔を出そうとはしていない。

　だが、いなりから反応が返ってきた。それだけで十分だった。

「そんなことあるわけないだろ。お前と再会して不幸だなんて思ったこと、俺は一度もなかった……お前はどうなんだよ？」

「いなりだってそうに決まってます！　だけど、それは今だけで、……いなりは、人間じゃないから、だから……」

「お前が人間じゃないから、ってどうだっていうんだ。確かに先輩の言ってたようにいろいろと差はあるんだろうし、寿命だって違うんだろうさ」

　だったら、俺の手でどうにかしてやればいい。

「──俺の名前だけで、これからもずっとお前が満足できるっていうならそれでいいよ。でも、それで終わるのは、俺が嫌なんだ。俺はお前の中で、名前だけしか残らない存在になりたいわけじゃない」

　そうすると決めたからこそ、俺はここにいる。

「──お前の方がずっと長生きだっていうんなら、俺が死んだ後もお前が寂しくないように、それだけ思い出を積み上げればいい！　わかるだろ？　これからはずっと足し算だけだ。誰からもお前のことで文句を言わせないし、どれだけその思い出が色いろ褪あせようと、お前の中に俺という存在を残してやる！」

　もちろん、それだけで何百年もの孤独から、いなりを救えるとは思っていない。

　それなら、足りない部分は、これからの時間で少しずつ埋めていけばいい。

「……それじゃあ、ダメか？」

「ダメなんかじゃありません！」

　いなりは語気を強めたが、その声にはどこか悲痛さが感じられた。

「めぐみ様にそう言ってもらえて、いなりは、すっごくうれしくて……だけど、めぐみ様をもっと幸せにできるのは……いなりじゃなくて、違う人なんです」

「……は？」

「普通の人間の方が、めぐみ様にはふさわしいはずです！　そうじゃなかったとしても、いなりみたいな落ちこぼれなんかより、みやこ様みたいな神様の方がずっと……！」

　……ああ、そうか。

　初めは何を言い出すのかとも思ったが、いなりの言葉を聞いて、俺は自分の誤りを自覚することになった。

　思えばいなりは、春日先輩の話を聞いて、妙な反応をしていた。

　最初は、先輩が俺と話せるようになったことで、俺を取られる可能性を考えたのかもしれない。

　でも、いなりにとって、ご主人様にあたるような存在の宇う迦か之の御み魂たまの神かみと友達だという春日先輩や、その宇迦之御魂神を脅した姉さんという存在を前にして。

　自分より優れた人の方が、俺にふさわしいと考えたのだろう。

　その上、種族の話を聞いたことで、その考えに拍車がかかってしまったに違いない。

　そう、俺は勘違いしていたのだった。

　いなりは俺を不幸にすると思ったから、身を引いたわけじゃない。

　それもあったのだろうが、俺をもっと幸せにできる人が自分以外にいると思ったからこそ、身を引いたのだ。

　自分では、俺のことを一番幸せにできないと──そう思って。

「いなり、お前……」

　どこまでも俺のために。

　自分の気持ちを押し殺してまで、そうしようといなりに思わせてしまったのは、俺の責任だ。

　だからこそ、ここではっきりさせなければならない。

「……まあ、確かに普通の人間相手の方が、真っ当に幸せになれるのかもしれないけどさ、俺が一緒にいたいと思っているのは……いなり、お前だよ」

　しっかりとこの俺の口で言葉にすることで。

「でも、俺は今までただ漠然と一緒にいられればいい、と思っていただけだった。それ以上のことなんて、たいして考えてもいなかったよ。だからさ、お前が俺の前から消えて初めて気づいたんだ」

　まだいなりを守れるほどに強くなれたとも思わない。

　それなのに、その先に進もうとするのは、まだ早いのかもしれない。

　それでも、俺は自分の気持ちを偽るつもりはなかった。

「お前のことを幸せにしたいんだ、ってことに」

　そう言って、俺は一歩足を踏み出した。

「俺はまだお前に何も返せていないし、まだおいなりさんを一緒に作るっていう約束も果たせてない。それに、このままだと十年前と何も変わらないんだ。……また、お前と離れ離れになって終わるだけで」

　それでは、ダメなんだ。

　もしその選択肢が俺たちふたりにとって最善のものだったとしても、認められない、認められるわけがない。

「俺はお前にずっと笑顔でいてもらいたいし、お前の笑顔を一番近くでずっと見ていたいんだ。それに、俺と過ごす時間がお前の幸せにもつながってくれれば、って思ってる」

　それが俺の偽らざる想い。

　だが、いなりと同じように、俺にも秘めていた不安があった。

「でもさ、……俺もお前と同じなんだよ。お前にふさわしいんだろうか、って俺もずっと自問自答し続けてきた。だけど、お前がそういう考えに至った以上、もうこうして足踏みしているわけにもいかない」

　そんなことをしている暇があったら、いなりとしたいことがいくらでもある。

　俺の寿命がいなりの一割程度しかないというのなら、残された時間を一秒たりとも無駄にしている余裕はなかった。

「……俺と一緒にいてくれ、いなり。お前がまだ、俺とそうしたいと思ってくれているのならでかまわない。……だから。だから、俺のことを嫌いになるまでは、俺のそばにいてくれよ！」




「きらいになるなんてことあるわけないじゃないですか……！」




　社の後ろから姿を現したいなりは人間の姿をしていたけれど、顔を涙でぐしゃぐしゃに濡ぬらしていた。

「いなりはめぐみ様のことが、誰よりも、……すきで、だいすきで……だから……」

　溢あふれ出る涙を拭おうともせず、何度も言葉を途切れさせながら、いなりは言葉をつないでいく。

「い、いなりは、一緒にいない方がいい、と思って……」

　しかし、だんだんとその声は小さくなっていき、

「……今日で、終わりに……しようって…………」

　最後に残ったのは、嗚お咽えつだけだった。

　そして、顔を俯うつむかせたいなりは、肩を震わせてしゃくりあげていたが、しばらくして恐る恐るといった様子で俺の顔を見上げてくる。

「……本当に一緒にいてもいいんですか……？」

「バカだな。いて欲しくないなんて、俺は言ってないだろ？」

　いなりは泣いたままだというのに、俺の言葉を聞くと、そこに花が咲いたかのような笑みを見せた。

　それから、何も着ていないというのに、

「めぐみさまーっ！」

　そのままの姿で駆け出すと、俺の胸に飛び込んでくる。

　胸元を濡らすいなりに浴衣を羽織らせてやってから、もうどこにも行かせるつもりはないという意思表示のつもりで、俺は彼女をぎゅっと強く抱きしめてやった。
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「もうこれからは我慢しなくていいんだ。何かあったら、俺に言えばいい。だから……もっと自分に素直でいてくれ。その方がずっといなりらしいから」

　俺はいなりが泣き止むまで、ずっと抱きしめ続けていた。

　そうしているうちに泣き疲れたのか、しばらくするといなりは眠ってしまった。

　けれど、俺はすぐにその場を離れる気になれず、そのままぼんやりと空に浮かんだ月を眺めていたのだった。
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「よいしょっと」

　寝てしまったいなりを抱きかかえるようにして持ち上げると、俺は起こさないように、ゆっくりと家に帰るために歩き始めた。

　そして、改めて考え始める。

　これからのことを。

　俺は今後千年近く続く、いなりの人生に責任を持たなければならない。

　それは想像したくもないほどに恐ろしく重い責任だけれど、俺はいなりに言った言葉を後悔することはないだろう。

　そんな生半可な覚悟で言ったつもりはないし、その程度の覚悟ならそもそも口にしていないのだから。

　──まあ、とにかく。

　今、差し迫った懸案事項は、裸のまま寝ているいなりに、どうやって寝間着を着させるか、ということだった。







「う、ん……？」

　いなりはいつの間にか寝てしまっていたようでした。

　めぐみ様に一緒にいていいよ、って言われて、それから……それからどうしたんでしょう。

　思い出せないので、たぶんそこで寝ちゃったのかもしれません。

　だから、めぐみ様がおうちまで連れて帰ってくれて、こうして寝かせてくれたんだと思います。

　それに、いつの間にか、着替えさせてもらっていたみたいでした。

　いなりはそういうめぐみ様の優しさがとってもすきです。

「ふあぁ……」

　ついあくびが出てしまいましたが、部屋はまだ薄暗くて、外もまだお日様が出てきていないみたいです。

　なので、もう一度寝ようとした時に、いなりは初めて気づきました。

　ベッドにもたれかかるようにして寝ているめぐみ様が、いなりの手を握ってくれていることに。

「……あっ」

　そうです。

　このままでは、めぐみ様は風邪を引いてしまうに違いありません。

　でも、どうすればいいんでしょう。

　できることなら、めぐみ様を起こさないようにしてあげたいのですが、いなりはあんまり力が強くないから、ベッドに入れてあげることは難しいのです。

　少しの間、考えてみて閃ひらめきました。

　めぐみ様をベッドに入れてあげられないなら、布団を持ったまま、いなりがめぐみ様のところに行けばいいのです。

「よいしょっと」

　そうしないと動けないので、一度めぐみ様と手を放してから、体をお布団で巻くようにして立ち上がると、そのままいなりはめぐみ様の隣で横になりました。

　それで、めぐみ様もお布団に入れてあげて、横に寝かせてあげれば完成です。

　でも、まだ寒いかもしれないので、いなりはめぐみ様に抱きつくようにしてくっついてあげることにしました。

「ああっ！」

　そうしてから、またいなりは気づきました。

　今なら、めぐみ様とちゅーできるんじゃないでしょうか。

「うーん……」

　だけど、やっぱりやめることにしました。

　もしめぐみ様がいなりのことを本当にすきなら、きっとめぐみ様からしてくれるはずだから。

　いくらめぐみ様に我慢しなくていいよ、って言われても、何でも我慢しなくていいなんてことがないことくらい、いなりもわかっています。

　りつ様の言う通り、我慢しなくちゃいけないことがあることは知っていますから。

　今日のところは、こうしてぎゅっとしておくだけで我慢します。

　そう、我慢を……うう、やっぱり、我慢できそうにありません。

　ちょっと、ちょっとだけ。

　いなりはめぐみ様のほっぺに、ちょっぴりくちびるを触れさせました。

「────っ！」

　ついいなりは、布団の中に顔を隠してしまいました。

　なんだかすごく恥ずかしいことをした気分なのに……すっごく幸せな気持ちになれたような気がします。

「……おやすみなさい、めぐみ様」

　今のいなりは、いい夢が見られそうです。

　だから、宇う迦か之の御み魂たまの神かみ様にお願いしてみます。




　──夢でも、めぐみ様に会えますように、って。







「……ただいま、って一応言ってみはしたものの、誰かが返事をしてくれるわけもないわよね」

　いわゆる朝帰りをあまりにも繰り返し続けたせいで、もう愛すべき弟も寝ぼけ眼で頑張って起きてくれることもなくなってしまった。

　そのことは素直に寂しく思うけれど、自業自得の結果と受け止めるしかない。
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　自らの目的を最優先するあまりに、時に愛すべき相手もないがしろにしてしまうのは、私の悪癖なのだろう。

　とはいえ、私は自分が停滞していることを許せない性格だということを知ってしまっているし、それはあの子も知っているはずだった。

「あらあら」

　起こさないように、少しだけ弟の部屋のドアを開けてみると、いなりと仲良くベッドの下で布団にくるまっている姿が見える。

　そんなふたりの姿を見て、嫉妬の気持ちがわき起こらないわけでもない。

　でも、この光景は私が望んだ結果でもあった。

「おやすみ……もうすぐおはようかしらね」

　幸せそうに眠るふたりの姿を見て満足した私は、自室へと足を向けた。

　そして、着替えるのも煩わしくて、そのままの姿で自分のベッドに横になる。

　昨日……というよりも、今朝に至るまで京みやこのことをからかって楽しんでいたら、こんな時間になってしまった。

　いなりに遠慮してなのか、まだ京は告白するつもりがないみたいだけれど、あちらもいい具合に進展し始めているようだった。

　過程としてはちょろいと言わざるをえないとはいえ、それは仕方がない。

　この私が世界で一番愛している人のことを、好きにならずにいられるわけもないのだから。

「あと六人……」

　それは呪いが解けるまでの人数。

　もうすでに九つあるうちの三枠は埋まり、残すはあと六枠。

　私の弟の遺伝子は広く残したい。

　その目的のために、あの呪いは必須だった。

　そうでもしないと、あの子はそんなこと絶対にしないはず。

　人間という枠を私が占有できた時点で、あとはある程度あの子に任せておけばいいとは思っていた。

　でも、そんな中でいなりと巡り合えたのは、あの子の幸せを考えれば、僥ぎよう倖こうといえるだろう。

　この十年間、私がどれだけ言って聞かせても、あの日課だけは何があってもやめようとしなかったのだから。

　熱を出して寝込んでいる時にすら、あの子は無理にでも神社へ行こうとしていた。

　私が見かねて代役を務めたこともあったくらいだ。

　そのいじらしさに嫉妬して、意固地になってやめさせようとしたのは、私の恥ずかしい思い出でもあった。

　それに、京もいなりとまではいかないものの、悪くない選択肢だったと思う。

　私といれば、実害はないし、何より京は私の唯一ともいえる友人で、あの子にとっても気になっていた相手ではあったはず。

　その上、彼女はその立場もあって、自分が幸せであることから、自ら遠ざかろうとする節があるのを、ずっと私は感じていた。

　普段から一歩引いた立場でいようとするのは、京の悪い癖。

　欲しいものは欲しいと、好きなものは好きと、はっきり言わなければ誰にも伝わらないというのに。

　それを思えば、今回の件で、京は自ら行動を起こしていたし、ずいぶんと前に進んだんじゃないかと思う。

　……こんな風に自分の行いを述懐していくと、様々なことをしてきたような気がしてしまう。

　ただ、正直に言ってしまえば、ここまでの過程で呪いの件を除いたら、私がはっきりと何かをしたということは一度もない。

　基本的にはあの子が考えて、決めたことで成り立っている。

　私がすべてをお膳立てしてあげることもできたけれど、それでは私が幸せになるばかりで何の意味もない。

　すべてが私の思い通りにいく未来なんてつまらないし、そんな未来をそもそも私は望んでなんかいない。

　私にとっての一番の幸せは、あの子が幸せになってくれることなのだから。

「それまでは、我慢しなくてはね……」

　これからあの子が出会う女の子に嫉妬してしまうこともあるだろう。

　とはいえ、残された六人に、どんな女の子を選ぶのかを想像しているだけで楽しくもなる。

　まあ、あの子が選んだ人だというのなら、どんな相手だろうと喜んで迎え入れてあげたいと思う。

　でも、あの子の一番は譲らない。

　あの子の一番は私であって、他の誰でもない。

　それだけは絶対に──。

「………………」

　まどろむ意識の中で、私は思い出していた。

　私以外の人からしてみれば他愛のない記憶で、あの子にしてみても、きっと忘れてしまっているであろう記憶。

　別にたいしたことを言われたわけじゃない。

　お姉ちゃんは綺き麗れいだね、とか。

　お姉ちゃんと結婚するんだ、とか。

　弟がいる姉なら、一度くらいは聞いたことがあるようなそんな言葉の数々。

　……それなのに。

　そんな言葉を真に受けてしまって、ここまで来てしまった私がいた。

　ただのブラコン程度なら、そう探すのも難しくはないだろうけど、我ながらここまでこじらせた人もそうはいないと思う。

　とはいえ、ここまできてしまったからには、この道を歩み切ってその先にあるものを見てみたい。

　だから、私は歩き続けるのだ。

　どんな試練がこの先に待ち受けていようとも。

　でも、今は。

　今だけは。

　幸せな夢を見せて欲しい。

　そう願ってしまう自分がいた。





エピローグ




　俺がいて。

　隣にはにこにこと笑ういなりがいて。

　そんな俺たちを見て、優しく微ほほ笑えむ姉さんがいて。

　無用の気苦労を抱え込んでいるのだろう、春日かすが先輩は苦笑いを浮かべていて。

　他にも何人かの姿があって。

　それぞれが笑っていたり、怒っていたり。

　みんな様々な表情を見せているけれど、ここにいる全員にとって、今、こうして過ごしていることは、とても幸せなことのように俺には思えた。

　たとえ今、見ている光景が夢なのだ、とわかっていても。

　だからこそ、願いが叶かなうのならば、この夢の続きを見てみたい。

　そして、いつか夢ではなく、現実でもこの夢の続きを。

　そう思ってしまう自分がいて。

　自分以外の人もそう思っていてくれればいいな、と思ってしまう自分がいて。

　でも、いつか遠くない未来。

　同じような光景を本当に見られるような、そんな予感があった。

　そこには根拠も理由もない。

　それなのに、なぜかそうなると断言できるような気がしていたのだった。







「ううん……？」

　俺はいなりに服を着せるための格闘をしたのちに、寝てしまっていたらしい。

　おそらく寝落ちにも近い形だったのだろうから、そのあたりの記憶が曖昧なのはまだわかる。

　それでも、いなりと同じ布団にくるまって床に寝ている理由は、考えてもわかる気がしなかった。

「めぐみ様……？」

「ああ、起こしちゃったか。ごめんな」

　俺が身み動じろぎしたことで、いなりが目を覚ましてしまう。

　当のいなりは、まぶたをぱちぱちとさせていた。

「おはようございます？」

「なんで疑問形なんだよ。まあ、寝すぎちゃったせいで、もう昼に近いってのはあるけどさ」

　いつまでもこうしていても仕方ないし、と俺が布団からはい出ると、いなりも同じように起き出してくる。

　そのまま部屋を出てリビングに行くと、姉さんがコーヒーを飲みながら、ソファに脚を組んで座っていた。

　昨夜、自分で言っていたように、おそらくまた朝帰りをしたのだろうが、仮に帰ってきてから寝たとしてもたいして寝られていないはず。

　それなのに、姉さんの美しさに微み塵じんも陰りが見受けられないのは、さすがとしか言いようがない。

「おはよう、あなたも飲む？」

「なんでそう言いながら、飲みかけを差し出してくるんだよ」

「別にかまわないじゃない。新しく作るのも面倒だし、この味にはもう飽きたわ」

　断りきることもできず、差し出されたコーヒーを俺が受け取ると、姉さんは満足したような表情を浮かべていた。

「そういえば、今までちょくちょく家を空けてたけど、どこに行ってたのさ」

「聞きたい？」

「……まあ、一応」

　あんまりいい予感はしなかったけれど、俺は一応首肯した。

「簡単に言っちゃえば、当たりをつけてたのよ。せっかくだから」

「当たり？」

「人魚に吸血鬼、雪女までは、居場所の見当がだいたいついたわ。神様がいるくらいなら、天使なり、悪魔なりもいそうなものだけど、それは海外に出ないと、ちょっと難しいかもしれないわね」

「……そんなことを今までやってたの？」

「ええ、そうよ。好きなのを選んでいいからね。もし、気に入らないなら言ってくれればすぐに別の種族を探し出してくるわ」

　この短時間でそれだけ見つけてくる姉さんも姉さんだけれど、努力の方向性が明らかにおかしすぎる。

　俺は溜ため息いきをつきながら、助けにはならないとは知ってはいても、いなりの方へ視線を向けていた。

　ちょうどあくびをしていたいなりは俺と目が合うと、

「どこかへ行くんですか？　めぐみ様が行くところならいなりも行きますよー」

　気の抜けた声で、今までの会話を理解しているのかしていないのかよくわからないことを言ってくる。

「これでどこでも一緒ですぅー」

　そして、そのまま寝ぼけ眼のいなりは、まぶたをこすりながら、ふらふらと俺の方へ歩いて来る。

　何をするのかと思えば、前から俺の下半身に抱きつくようにして、がっちりホールドをかけてきた。

「むにゃむにゃ…………ぐう」

「あっ、おい！　何寝てんだよ!?」

「やっぱり、あったかくて気持ちいいですぅ……」

「そうなの？　じゃあ、私も試してみようかしら」

「姉さんもバカなこと言わないでよ！　あっ、コーヒーこぼれるって！　ちょっと、姉さん！」

「いなりはよくて、私はダメなの？」

「そういう問題じゃないんだって！」

　今だけじゃなく、これからもこういうことが何度となく繰り返されるんだろうな、と思う。

　正直に言うと、疲れるし勘弁してほしい。

　でも、嫌だとか、つまらないとか、そういう負の感情はなくて。

　こんなに真まっ直すぐに気持ちをぶつけられて、幸せじゃないなんて言ったら噓うそになる。

　とはいえ、俺は姉さんみたいに非凡ではないし、いなりや春日先輩とは違って本当にただの平凡な人間でしかない。

　そんな俺に背負うことができるものなんて、たかが知れていることは自覚しているけれど、限界までやれることはやろうと思う。

　小さい頃は、何もできなくて姉さんに頼り切りだった。

　その上、成長した今ですら満足にいなりを守ってあげることもできず、危うくまた離れ離れになりかけた。

　結局、いなりにあれだけ大見得を切ったというのに、今の俺の精一杯は実際問題その程度なのだ。

　まだ俺自身の成長が足りていないし、ちゃんと自分の言葉に責任を取れるのか、と問われても、明確な答えを返すこともできない。

　こんな俺に、いなりがいつまで付き合ってくれるのかはわからない。

　だけど、自分に足りない部分があることは認めて、少しずつでも前に進んでいかなくちゃいけない。

　それが俺にできる数少ないことだから。

　それでも、そうやって前に進み続けていれば、きっと俺の願いを叶えるための一助にもなってくれると思う。




　──大切な人たちとずっと一緒にいられますように。




　それが今の俺にとって、唯一の願いなのだから。





了
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あとがき




　自分もついあとがきから読んでしまったりしますが、まだ本文を読んでいない方は後々戻ってもらえると嬉しいです。

　読み終わっている方は、ここまでお付き合いいただきありがとうございました。

　はじめまして、第七回講談社ラノベ文庫新人賞にて優秀賞をいただきました、相あい原はら慶けいです。

　本作は、受賞させていただいた作品を改題、改稿したものになります。新人賞への投稿時からで考えると、後半戦に大幅な変更を加えています。

　おそらく投稿時の文章をお目にかける機会はないと思いますが、エピローグはほぼ変わっていないので、自分としては分岐した別ルートという感覚です。

　さて、なんとなく気になっていることがあります。それは、このあとがきを読んでくださっている皆様が、どういった経緯で本書を手に取ってくださったのか、ということです。

　いろいろと理由はあると思うのですが……やっぱり、けもみみなんでしょうか。現代劇であるため、なかなかけもみみを出す機会を増やせなかった点は、この場を借りて謝罪させていただきます。

　話を戻しまして。自分にもけもみみ好きという性癖がご多分に漏れずあるわけですが、どうしてそうなったのか、ということを改めて考えてみました。

　幼稚園の時に保育士の先生を好きになって……と、これは年上女性を好きになった理由ですね。

　えっと、犬を飼っているとか、そういう理由もあるにはあります。ですが、正直に言うとけもみみというよりは、むしろそれらを総合した、人外好きからのスタートのような気もします。

　いわゆる００年代アニメで育った人間ですので、そういった影響も受けやすかったかな、と。結果的に、それが今こうして花開いたのだから人生わからないものだなあ、としみじみ思います。

　思えば、本書の発売日から一年後には、すでに平成の世が終わっているわけで。平成の間に培ってきたものを、今こうして世に出せて幸運でした。

　もし次の元号が、狐耳元年、とかになったら、もっとけもみみ作品が増えて、より楽しい時代になるかもしれないですね。




　続いて謝辞を。

　素晴らしいイラストを描いてくださった、Ｓｙｒｏｈ様。表紙から口絵、挿絵に至るまで、こんなにもかわいいイラストで彩っていただいて、感謝以外の言葉が見当たりません。お忙しい中、本当にありがとうございました。

　また、新人賞にて本作を選んでいただいた選考委員の方々に心からお礼申し上げます。皆様方の顔に泥を塗らぬよう、今後も精一杯頑張っていこうと思います。

　担当編集の庄しよう司じ様、大変お世話になりました。初めてのことが多く、ご迷惑をおかけすることも多かったと思います。今後もいろいろあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。

　そして、デザインや校閲など、本書の出版にかかわってくださったすべての皆様に改めてお礼を。

　最後に、本書を手に取ってくださった皆様に深く感謝申し上げます。願わくはまたこうしてお目にかかれますように。





二〇一八年四月某日　相あい原はら慶けい







『おいなりさんは恋をする。』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「おいなりさんと、手洗い」





「ふふーん、おっいなりさーん」

　学校から一緒に帰ってきたいなりは、そんな鼻歌を歌いながら、台所めがけて一目散に進んでいく。それから、作り置きしていたおいなりさんに手をつけようとした。

「あっ、おい。食べてもいいけど、手を洗ってからにしろよ」

「はぁーい」

　ぱたぱたと洗面所へ走っていくいなりの後ろ姿を俺も追いかける。だが、案の定、いなりは手を濡らした程度で終わらせようとしていた。

「それじゃあ、意味ないだろ」

「えーっ、でも、おいなりさんが……」

「でも、じゃない。おいなりさんはちゃんと手を洗ってからだからな」

「むー」

　いなりは不満げではあったが、渋々といった様子で、また手を洗い出した。

　ただ、なんというか……ハンドソープを泡立てているだけで、ちゃんと手を洗えているようには見えなかった。

　俺は仕方なく、いなりを背中から半ば抱きしめるようにして、彼女の手を握ることにする。

「めぐみ様……？」

　不思議そうに振り向いてくるいなりに、俺は頭を横に振った。

「それじゃあ、全然洗えてないだろ。こうやってやるんだよ」

　そして、その体勢のまま、自分の手と一緒にいなりの手も洗い始めた。

　いなりは文句も言わずにされるがままになっていたが、どこか嬉しそうに俺に体を預けてきた。

「……これだと洗いにくいだろ」

「別にいいですもーん」

「お前なあ……」

　そう口では言いつつも、どうせすぐに洗い終わると思って、俺もあえて何かしようとはしなかった。

「こんなもんだろ」

　だが、手を洗い終えていなりの手を離そうとしたら、

「まだですよー」

　と言われて、逆に彼女に手を掴まれてしまう。

「おい、ちょっと」

　俺の手を掴んで二人羽織のような体勢のまま、いなりは一緒に手を拭くと、半ば強引に歩き始めた。

　無理やり手を振りほどくこともできたけれど、そうする意味もないだろう。そう思った俺はいなりの好きにさせることにした。

　いなりは台所へ戻ると、おいなりさんの載ったお皿を持たせてくる。何をするつもりなのだろうと思っていると、

「すわってくださーい」

　いなりにソファに座るように促された。とくに気にすることもなく腰を下ろすと、俺の膝の上にいなりも座ってくる。

　そして、何かを期待するように、俺の方をちらちらと何度か振り返ってきた。

「……ああ、そういうことね」

　何をして欲しいのか察した俺は、おいなりさんを手に取って、

「ほら、あーん」

　いなりの口まで運んでやった。

「むふふ」

　おいなりさんを頬張りながら、いなりは嬉しそうな笑い声を漏らしていた。

「もういっこたべたいでーす！」

「夕飯もあるんだから、ほどほどにしとけよ」

　俺は苦笑しつつ、おいなりさんをもうひとつ手に取って、食べさせてやったのだった。

　まあ結局、そうは言いながらも俺もいなりに甘いらしく、残らず最後まであげてしまったのだが。
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本作品は、二〇一八年五月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







おいなりさんは恋こいをする。




二〇一八年六月一日発行

相あい原はら　慶けい
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